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を
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瑋
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猊
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烦
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か
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玄
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燈
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友
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叫
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猊
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•
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州
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川
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刁
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蜕
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っ
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岡
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术
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針
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萃
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應
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西

助a 

で

展
期
し•

旦

つ

脱

娘
-

車

利

ご31
算

す

み♦

こ
れ
ら
幺

砂

正

財

思

秋

也

と

い

う•

こ

の

は

か
仪
次
収
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參
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収
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が
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双
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迎
年
で
ロ 
•

川
力
森
牀
派
成
志
息 

か4
り

改

善

の

海

か

み

ら

れ

ろ

が
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岳
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が
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験
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入
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で
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藤
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菽
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梦
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が
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述
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華
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く

ら

べ

、
 

消
量
重
が 

二
格
以
上
に
ふ
え
た
が
、
 

主

と6 2
射
策
機
ベ
ー
ー
ヤ
の
親 

加

に

よ

る,

B
)

そ

の

塵

岡

放

企

用

枚

潢

費

受

の
人
/o
ズ

、
年
1c
 

よQ
Z

大

绘

ほ&

い•

五)

新
訳 

裁

タ

烫

威

が

興

著

で

あ

る,

一
冬
夫
年
に 

此b
•

五

二

年

に
は
ナ

求

し
て

い

る•

U
上

の
買
様
を®

示
し
た©

か

、
 

茹

一®

ど

あ

る•
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ノタ ノク ノよ スク2os$«2*す$2 4e ど

常

奏

费

日

茱

夕

し

て

い

る6
、

エ
ネ
ル
ギ|

旅
料
と
初
項 

的

海

堂

技

料

円

割

合

がF

、 
燧E
b
 

Q  4

あ

る

こ

と

、
 

第

三

図

で

は

然.
駅

が

当

初

可

浜

り

の

ヒ

率

をb
め
<

い
る 

が

、
 

戒
ヶ
順

何

が

醱

着

氐

こw
、
弟

皿0

ズ

,3-

た

。

。 

年

代

に

物

建

的

破

登

京

料

の

为

を
占

めN

い
た
木

な
済
南 

登

び

也

〇
原

旅

料

に

お2
か

え

ら

れ

、
 

ア
一
の
麴
測
合
を
殒 

じ
て
纾
っ
尸
ー
が
、
 

近
年
ズ•
e

た％
-
- 0

乂
修
一
皮β
安
定
し 

e

si
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
・ 

す
>
 

ん
で

、

用

权

に
す

べN

物

連

的

隣

達

枚

科

の
山•

に 

n
を

き

れ

て

い

る

と

こ

ろ

か
ろ
・
後

港

の

箱

験

の

基

準

年 

遊

竣

婦

葷

他

ド

ル

蛍9
の
•

市
途

別

用

秋

の

施

沟

的

済

登 

室

を

第N

い

る

、
こ 
> 

ざ

ば

、
 

史
欣
空

太

及

び

バ

ル

ブ

旅

ケ
薪

二

の
国
か
ら

、
 

答
®

石
次
の
消
資
の
曲
面
が
気 

ル 

ら

れ

る•

頃

し

単

把

12'
第

一

表

、
特

二

安

七

'1X

&

り

、
翌

秋

丸

太

、
 

ベ
ニ
マ
丸

太Q
'

O

族

超i 

ド

フ

イ

ー

ト

、
'
(
)

九0
盲
る
1̂

万

氏)

そ
の 

他

の

秋

は
百

石

コ1
ズ

へd
三

11,1'
西

方

五

方

沢) 

で

示

し

て

い

るe
製
秋
用
丸
太
の
年
度
別
消
を
後 

の
波
な
大

さ

い

が

、
近4
ど

は
多
少
法
运
し
だ
数 

量

を

あ
ら
わ

す6
そ

の

他

市
故
も

風
廉
で
あ

る

、
 

一
方
武
秋
の
消
費
星0

弑̂

速

度

s,
1',6

じ

るU 

C  
”
 b

ひ
し
曲
方

こ

れ

を

丁

度

編

う

よ

う

FX
近
暖 

ご
•

バ

ル

ブ

は

の

者

資

量

が

わ

び

て

い

る•
&

お 

ベ

ニ

ヤ

旅

の

消

後

登

は

也

に
く
ら
べ
て
小2

い
た 

め

に

はQ

さ
りb
&

い
が

、
立

年
に
お
け
る
善

加 

近

隙

ほ

、
 

頭
差

き

も

の

が
あ

る, 

b
かb
こ

の
よ
う&

絶

対

的3
有
费
置
の
遅
期 

だ

け

か

ら

ぼ

、
谷
が
遑
枚
席
堂
の
財
民
終
甫
闪
で 

わ

橄

〇

さ

を

十

公

に

っ

か*

こ
と
は
吊
泯&

い
。
 

そ
れ

を

見

る
た

め

に

、
嵐

氏

極

あ

内
で

のM
番

物 

菅

の
請

資

量
工
林
定

指

の

そ

れ

Y.
の
関
様
を
題
あ 

し

、
 

犯
一(

乃

至

始

四

眄
を

ホ

しZ
い
る,

弟

工
®
 

ビ
ほ 

、
萧*

疝

顔

前

の

百

金

比

に

よ

っ

て•

食
球
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二
の
第
三
国0

ら
、
理
财
的
昌
康
焰X
 

た 

し2

・
戦
秋
丸
太
奋
青
重
屛
歧
シ
狽
向
に 

Z/
め
る
が
、
一
オ
ホ
版
パ
ル
プ
の
酒
賞
置' 

切 

た
えr

上
耳
機
向!
Z.

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ 

U
 

よ
う,

そ
の
造
由
に
っ
いN
E
 

、
 

な
お
後 

夕

优
す
る
が
、
と
に
か
く
こ
の
よ
うS

相
打 

劭 

曲
清
堂
星
に
も
と
づ
い
て
、
孫
来
の®

在 

蔣
雲
を
千
冊b

よ
う
と
す
る
も
の.
て
ゐ
る 

W
 

3

消
費
壁
に
複
溶
す
る
要
卤 

^
 

愛
妻
宁
考
塵
す
べ
を
事S
X

し
て
、
板 

整
、
輪
星
・ 

代
替
的
係
を
奉
1r
て
い
る, 

*
 

の
、
 

価

格

下®

に
白
・
製
枚
距
及
び
木
秋
バ
ル
プ, 

の
卸
あ
価
格
粧
戦
の
友
足
を
一
ホ
し
丘
も
の 

ル 

ざ
め
る,

英
際
極
格
枱
数
は
、
 

各
年
爱
別 

の
指
及
を
示b

、
杨E

他
略
指
致
«••

そ 

/
 

血
を
一
た
口
二
〜
皿
九
年
ド
ル®

1"
炭
爆 

a
 

し
て
ホb

た
も
の
で
あ
る, 

こ
の
第
四
画
か
ら
反
般
計
运
の
歩
正
版 

裕
拾
发
に
要
財
的S

上
耳
旗
向
が
見
つ
れ
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る
が

、
そ
れ
を

弟
三

図n
確H
的
潸
賢<

の
筱
シ
雜
铝
工 

比

訳

す

る
こ
と
に
よ
り
、

こ
わK
少

が
検
在
瞧
變
に
よ3 

も

た

ら-2
れ
た

二

と
が
知

う

れ

る

”
笈
あ
别
わ•

分
橋
む
ろ 

-

兄

三

。
用

>2
前

わ
お

び

、
ホ
松
青
紫
近
口®

略
に
対
し 

て
慰

じ

や
す

か

っ

-el.
こ
」
と
、

い >
 

か
た
る
と
ホ
脱
雑
給G

 

療

力

性

が

大
と
い
っ
た
こ
と 
• 

一
万'H

年

ガ

ロ

、
可
秋
り 

価

格

にn

す
る
次

給

に

致

苴

废
が

め
う

わ

れ2
来N

い
る 

こ

と

が

依
ら

れ

る◆

(

校

以

の
生
産

療

力

柱) 

-

方

バ

ル

ブ

杖

匸

っ

い

に

同

豪

に
圮

载
す

る

と•

上
西 

の

幅

北
極&

曲

無

〇

よ

う

に

、
加
詩
的
に
価
格
が#

运U 

て

い

る

が

、

一
方

桓
対

的

消

密

受

も

超

は

的

画

負

環

も

、
 

す

方

や
か
匚
上
耳

旗

何
をM
b

、
す
な
わ
ち®

略
び
理
运 

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、
得

貰

量

が

の

が

て

い

る

こX
が 

知

ら

れ

る

。
も

し<

核
の
移

正®

格5

、
ペ

ル

ブ*

说
除 

に

要

运

しZ
い
た
を

ろ•

そ

の

意

堂

篷

も•

物
混
冠
喰
環 

炊

料

の
一
扱

約

上

耳

超

何

匚

比

例

しN
、

階e
b

え
た 

>
1  

思

わ

れ

る

、

⑺

南

送

林M
物

を

城
差
也

か
ら

エ
堪

を

軽
て

、
戦

終

オ

賛

着

1c 

届

け

る5
ご

」•

毎

年

工

。
便
ド
ル
以
上
の
輪
終
賞
が
授 

ゼ

ら

れ

て

い

る•

と

め

後t
r

林
永
歹
氏
59
原
堂
有
一
。
此

ド

ル

よ

り

も

大

さ

い

、
 

将

芸

生

屋

蜘&

便
奇
林
が

、
と2 

高

雲

の

多

い

比

域

と

合

域

放

を

関

係

を

もG

N
、
 

迎

®'-
2
 

れ

ゐH
う

!-
汝

れE
、
域

極

堂

の

減

少

に

よ0
2 
•

消
强 

若

の

貧

指

も

へ
る
一
方•

生

座

将

の

利
核

も

閉

加b
う
る 

N

い
うM

来

ズ•

こ
の
鞠
送
賤
わ

安
を

に
茂

直

す

る• 
b 

かb
 
•

ニ
、
デ

ガ

、

二
れK
上
の
読
爾
を

塔

く

。

ゆ

代

落
 

•

ペ

ル

ブ

板
と

フ
ァ
イ
ア}

ボ

ー

ド

、
 A

報
と
そG

他
の 

ベ

ニ

ヤ

農

呂&

ビ

の

移

で•

す

ご

に

薬

常
百
焼
筆
状
総6

 

豆

ら
れ

る
・

ヌ

鳖

去

に

お

い
て
板
忒
か
代
哲
琼
耸
が
ふ
え
、
 

そ
の
ア
ー 

めr
そ
の
有
堂X
少

が•

す
ご
に
星

っZ
1'
る•

し
か
し 

こ

の
代
移
も

主
とb Z
他

の
林

圧

助

、
 
Q
a
g

合

板
' 

ペ 

イ

パl
ボ

—
ド

、

ア
ァ
イ

バ

—
ボ1
ド&

ビ
に
よ
る
も©
 

ビ
•

加

う

る

に

版

族Q

空
産
攻
麻
の
死
産
と
侯
務
方
走
の 

金

步

が

作̂

し
て
い
る,

し

ひb
、
和

座

构Q

活

粒

麦

化1
 ■

っ
れZ
生
ず
る
影
の 

物
理
的
農

逹
は
料
と
の
省

費

堂

の

代

唇

町

糸

に

っ

い2
6
 

っQ

に
定
息
を
要
す
る
・

7
、

貝

氏

经

新

に

月

0'
る
広
屋
席
の
奮
奏
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上

退

し

荒

と

こ

ろ

か
ら
知
ら
れS
よ
う
こ
・
近
•

恭
飯 

物

盯•

会

物

蹬

的

根

憑

代

料•
消
費

壶
や

の

ニ0
%

を
しQ

 

又

あ

匸
ネ
ル
ギ
ー
原

料

の

8a
Z.
をb
わ

て

い

る•

木
我
段 

甘

に<

だ

す

る

展

根

二

寿

、
 

パ
ル
ブ
エ
丽
•

そ

の

史

の
工 

協

援

席

〇
歎

は

、
台

ヒ
ギ
に
逆
す

る•

一
ル5
■
-

一

年

の■ ■
亠
 

超

愛

一

。
八

瓯

立

か

氏

の

中

、
 

た

三

也

が

校

物

と

し

て

、
 

建<

'

雑

送

、
 
=

族

蚣

話

に

用

い
み
れ

、
 

一
穴%
 6
K

パ 

ル

ブ

上
ぶ
り

・

紙

、
 

ボ
ー
に 

、
レ
ー

ヨ
ン

そ0

比
の
激
増 

興

V
0  X 

な

る•

五%

ほ
合

较

氏

が

ベ

ニ

ヤ

荻

で

、
 

迎

篥

、
 

家

具

、
 

密

話

に

目

い

う

れ

る•

九

ル

が

新•

米•

七
久
が
る 

速A
物

で

あ

る

。
亦

座

牧

生

産

の

法

程

を

裁

じ

モ 

約
一
。 

徳

ド

ル

び

近

も

に

気

弘

わ

れ•

工

版<

の
世
の
無

敬
比
烹 

に

あ
っ5
る

丸

太

次

の%

击

が•

三

。
衆

ド

ル

と
料
好
た 

れ

る•

は

木

の

脊

武

0'
ろ

実

感

の

娄

後

製

食

き

ゼ

の

選

程 

ど

の•

-

历G

領

奇

宿

動

を

合

わ

せ

るN
、

思

生

差

筋0
 

近

夜

は

、
 

毋

約

二0
0

松

ド

ル

、
卽

る

画

民®
•

生

亜

樹
 

他

な

の

約

五

y.W
見

込5
れ
る

、
国

民

整

有

の

阪M
切
に 

衬

す

る

中
広

い

农

再

の

状

態

ほ

、
 

二
の
外
弃
三
、
皿&

る
人 

年

芯®

Z
い
う

校

差
场

に

痛

び

け

く

大t
の

強

備

•5:
り
ら 

も
如
一
つ
れ
る
、

し

ら

が

っZ
第

度

期D
将

条

の#

餒

見4
室
•

す
含
わ

ち

も
在

需
容
更

の
空
里•

超

足

ほ

第

項

笈

を

超

て

あ

る■ 

W

尿
量
物
わ
君
在
浜
安
支 

こ
の
誤
£.
韓

映

堂

が

、
快
裕
史
通*
*

,4'
り
大
を
い
わ
ば 

木

成

姙

格

上

耳

の

近

範

性

の

あ

る
こ

と

を

気
咏

す

る• 
b 

か
し
星
氏
候
赤
〇
法
照
的
蔗
泻

取
で

あ
る
林■

柳
の
裝
賃 

屈

强

の

春

貴

が

、

一
後
的a
生

存

氷

識

の

次

若.
」
浚*

～
 

め

の

ば

、

い
う
ま
ご
も
ま
い
。

又

将

乐

な

床

業

計

用

を

、
床
差
物
の
低
路
無
賈
生
地
域 

と

す

2>
落
fe
索

霎

の

評

価

に

も
ピ
ゴ•
い2
行

う

こ

と

!0
・• 

e 

' 

整
在
席•w 

の

送

募
に
応

じ

た

林

業
主
潼
力
の
宪
屐
を

向
な

り
・
柵
略 

を

英

貨

的

1-
密

运

难

建b
N

ゆ

く
こど

び
に
變
で
あ
る 

務

をβ
更
盍

ひl-
当

っN
S

、
さ-r
期

等

と

項

而

、
 

経 

満

的M
ま

と

え

奔

、
人
口.
趙

加

、
 

生
香
*'
車

の

値

上&

と 

—-

っ
いN

の

反

定

を

喫

す

る

、
 

ニn

で

ほ

平

fc
で

あ

る0 

は

炭

的

に

歉

華

准

施

を

す§

二
と 

人

口

は

減

去

五

。
乐 

の

幣

加

紫

を

处

境

す

る

こ
と

、
能
柴
施
保<

と
邕
的
噺
時 

曲
•

居
阳
当

り0

由

期

生

殖

版

の

现

定

に

も

と

ゴ

いN

・
 

板

画

凫
生
匯
式

の

穫

務

を

は

ひ
り
・
其

但

0s
う
城
理
的
態

65-

後

か

ろ

、
惠

亜
汶
ヒ
を

些

余
し
て

武
也
外
泞
潯
を

肾
出
し 

反

は

活

水

津

の

差

化

を

し

ら

べ

、

二
れ
ら
を
渔

去

の

密
群 

と

比

較

レ

て

ク

ェ

ッ

ク

す

る,

無

海X b

て

兄

ら

れ

だ
一
九
五

工
蚱
ゐ
次
を
-

。

。X 

しH
協

合

の

、
 

-

た

七

5'
年

及

び

工〇
。

 0

年
の
玫
帳
は 

次

表

の

演
リ
ズ
乃
る

に
あ
け

人

口

尬

庭

率

よ

り

も
届

か

っ

だ

が

、
 

そ
れ
会
生
通
氷
库
の 

向

上

の

た

め
で

あ

っ

忌

。

同

版

匚

二

〇

クQ

年/

は
、

可

我

ノタ ー年 ノラク年 クノノ,年

人 = ノ み2
(っ%氏) 
/

滝-人= /2o ハア
(>所) 
/4名

点 ・ F生ﾡ物 /ク2 /ク う
(/> 

ココタ

型分資ﾡ /2 o
c ・ )

/ク 3
c ・ ゝ

ジ32

点狂的記の旅受 22
(3%厚) 
/夕

(新)
コシ；

L !
生毛*

■
/22 / f

-1
ク2

欺

り

の

啮

加

が

宮

込
を

れ

る, 

-

落

在

靠

姿

の

部

忻

I•Z
当Q
K

I3
、

二
相
の
方
を
を
と
る 

⑺

を

粹

価

二

れ

ほ

週

去

の

派

産

初

の

券

近

師

浴

の 

義

漫

、
よ

りN

 

、
相

対

第

港

青

違°

双

少

城

向®

見
ろ
れ 

る
と
こ
ろ
ひ
ら
・ 

丽

双

種

願
别

に

再

来

の

選

時2

判
断
す 

る

。

っ
き
り
林
是
動0

雷

零

量

の

柜

対

的5
:

減
り
と
决
賞 

組

做

の

偽

造

と

が

、
敵
疫
し
て
い
る
と
考
え
る
わ
け
ア
あ 

る•

そ
の
集
計
短
票
に
つ
い
て
の
嫗
講<

支

始-
S

の
ほ 

線

て

示

か

れZ
い
る
、

⑵
 

就
弊
陆 

物
頊
的
藤
歩
一
衣
料
消
管¢

に
甘
す
る
府 

6

(D
そ

れ

の

先

を

、
一
定
と
若
え
る,

つ
互
り
原
車
ば
た

る-

几

10V
1

W
た
ド
ル 

あ
た
り
一'

Y

近
方
成
の
展
次
消 

貸

费

炉

、
 

負

就

さ

れ

る

も

の

とT
&
•

二
の
您
合
兵
貰
的 

に•

国

長

任

湾

内
で

の

証

達

物

の

授

圜
,13"

运
と

3,
る
わ 

B•
で

、
植

送
が
ナ
わ

ら

ゐ

と

更

る
わb
で

あ

ろ•
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郎 N

神 
萍

玉

お ォ

> 

日 
〜 

> 
e

畢 N

ﾡ 

理
予

対 洋

wヽ
Fr

ゝ
S

\ ヘ 
とミ ヘ へ へ

ミ
ミ や

ミ
J 〜

\ 
S 
\

・、

ん N

!
•

d

申

・、
汴

・
WN 
ふ \ ゝ

\
介

・、 
a S 
ん Q

ミ

介
1

w

青

誕

"
； 1

ミ

や

\
u S
\ ド

1

i J
। ミ। 7
ミ

1 < や
ミ

キ ヘ>対 

ミ、,a 

F さ

ﾡ 7•α 白

ヌ **

•
•

■
^

*

・

计

ヌ

m

山

ミ ミ
ネ* や =-一

ぶ出 々

F ・ :

・さI :ェ

夕< -

当

河・ 

さ

\
シ 
幻
--

\
共
Cv

介
冷

vA 
>ゝ"入 
しい、や介"

7 ﾡ

大 
対 
\

\い介*
>> 
"S\\

\啾弯 
\ xkS 
:務

--

し ゝヘ 
>

Z 7 R R ん

、営**
ま tや 
v

ミ 、 飞 5
>
、や、や 0

レ ぷ

ミ 当

ヘ 
ゝ ミ 、、* ミ

"T
汽 

満

※\ 
介

-

・ 
ル 
も
--

uy 
や
\\ 介7 4 R Nト 
\o\\ ヽ 

や

\ 
や 
Q 議 a 

¥
% 
a 
や

レ 
> 
・

梦

密

の

炮

典

日•

上

差

(〇
啦

く
ど
め
る•

注
蟀
怅
て
の

一

人
当
済
左
薬
発
を

の
派

少
に
ほ
、
製
政
境
の
一
人
当 

武 

.
ケ

が

、
大

き

く

ぼ

お

レ2

い

る•

こ
の
場
合
の
取
逶
別
の 

毒

算
!C

っ
い
と

ほ•

分

楫

さ

れ

て

い

る

が

、
疮

珞

す

る• 

低

評

価

、
萧

押

幅

の

い

ず

れ

の

屬

食Z
も

に

、

一
九V  

五

、
二

。
。C
年

ご

の

お

議

用

冽
令
を
針<

謝

七

。
/.
、
 

広

率

融

三

。z

と

更

込

ん
で

い

る

。
(

弱
在
ぎ 

ほ
玄

禁
爆 

二
〇%

號)

又

空

然

ひ

う

は,

一
允
ヒ
五
、

二

〇

〇0
星 

と

も

に

異

なs

izl
瓜

七

。s
v
a
%

・甲
丸x

一
五
也
と 

三
込
ん
ゴ
い
ー©
,

恭

八

登

の

割

合

15'
、
種
道

別
に
う
か
う 

わ

け

ぞ

か

、
 

会

恭N
b

て
・ 
-

b

尿器物

-------- ルク

アク

___め

・
斯
賀
次
衆
を
資
会,

ス

タ

ン

フk
-

ド

反•

評

陆

に

つ

い

てB

 •

ほ

し

ひ

を

を

克O 

礼

三

い•

耳

外

価

の

明

合•

感

小
罪
話
し 

三

外

日

・

属

れ

の

指-

と
も
将
來
の
容
堂 

鑄

血

を

更

込

ん

ご

い

る

。

ニZ
に
バ
ル
ブ 

核

(D
屋

jr
は
寿
碧

で

あ

る

・
 

殿 

ヌ
ニ
の
靜

位

の

緝

果

を•

入

口

、
称
邕 

六 

尺

帯

氏Z
沢

水

し

た

の

が

、
第

六

国

で

(6%

人 ロ・ 5R得及が 

ﾡﾡ ﾡのﾡ妥のを移

る•

人 口 ・ 合万
右ぼ兵予得 ノク53 ドル / o & ドル

ノバP2--------------------------------------------------
00

Avp
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五

た

環

®1®

沼
海
态
软
告

/*
問

座

林

差

物

〇

着

を

席

嗓

屐E
4

六2
すM

すR
五
る
見
込 

ご

お

る

が

、
 

こ

れ

に

有

し

、
 

と4
に
席
逸
の
広
い
針
紫
樹 

伏

•&
よ•
び

良

造

材

の

狭

給

の

亜

衣

生

か
千

代

ざ

め

る•

こ 

れ

は

、

ノ)

林

木

毎

捺

(0
源

误

と

生
塵
老

匸

有

利

反

の
限
け
る 

ニx
£

忠

示

し

、

ア)

板
墓

案

に

讨

す

る

扶

給

装

の

恙

塚 

の

そ

め

、
 

林

;<
生

走

力

の

品
建
的

向

上

の

銓

茬

性
を
堂
産 

す

る

わ

け

Z:
あ

る, 

二
わ

よ
う&

普

階

か

ら

・

氷

奏

お

よ
び

旭

狼

熬

雨

様

者 

に•

広

く

帝

宿

及

び

価

格

の
也
減
を

历
た
え
る
必
误
が
あ 

る• 
b
6

る

に

全

径

有

林

瘦

の

力3
 

三
、
叩
き
万
人
の
庭 

疑

で

、
そ

の

平

均.
所
春

魔

帽

はW
え
エ-

カ1
・
ヌ
カ
オ 

一、
一

自

万

人

の

ほ

人

所

有

志

で

、
 

平
向
鬼

確

内
-

-

ハ
エ 

I
ガ1
で

あ

る

。
ニU
う

の

多

く

ほ

、
立

木

・

虬

木

、

亦 

度

逝

の

傾

遊

に

つ

い

て

田

る
複
金
も

が

3•
い,

一
方
辰
秋, 

エ

パ

ル

プ

を

じ

の

彦

初

住

咯

に

つ

い

てI
、
 

市
協
も
従
罪 

b

て

い

る6

・え
な

に

つ

い
て

は

匸
協
及
び

州
義

関
が

知 

る

思

度

で

、
五

爪

に

占

る

と
、
 

公
耍
関
の
殺
を
例
が
あ
る 

程

麦

ご

あ

る• 
b
6
b

、
辽

木

ャ

丸

太

に

つ

い

て

十

金a

し

だ•

面

的

で

13
、
冠
形
不
费
と
範
衝
書 

旅

後

の
武
少
の
尸-

め

と

南

粢

松Z
の
競
争 

に

よ

り•

辻

木

近

は

ア

リ

0.
ほ&

し
だ
っ 

U

ニ

ー

能

に

伏

我

木

の

近

径

は•

い
ち
じ 

る

し
く
ホ

ざ

く&

っ
て
米
た
、
 

一

九

正C

〜

亚

五
'

の
處
一., •0

0
^

 1

 

K
r
 I
 

の
历
若

,3'
盾

と

母
- 

一

九

五

五

年

に

成

一

三

通

匚

S•G
た•

培 

二
次
大
战
台
の
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
も

係 

ホb
た
が
购

置

えS
3

次

の

ゴ

と
く
で
あ 

る•
ハ

木

材

東

凜

び

い

ち

じ

る

し

く

遨

加 

b
だ•

用
京
落

浜

ほ
-

几1
1r0
年

の

ハ

。 

徳

か

ら• 

一H

五

六

狂

か-

一
〇
度
辽
方 

次

に

ふ

兔

/=
。

モ

れ

は

主

と

しn
バ
ル
ブ 

及

び

合

技

の

港

を
想

扼

に

よ

る•

ダ
グ
ラ 

ス
^

フ
ァI
の

樂

實m

・
合

®-
府
ー
貝
旅
の 

急

紋s

産

名

強

加

に

よ

る,

又
林

木

浮
洋 

覆

巻

I〇
、
恭

を

荚

齐

有

标

が-

ル
吋
五
寻 

>

°

五

三

先©

海
に
五
一
、
！
3
#

万

二|

刀 

1
か

う

ー

ー

君

万

二|

灯|

も

ふ

え

て

、

ダグラス . フアーの立ホ ・ 太 ・ 製価格

概
裕

知

汰

を
あ
尸»

え

るX
と

は

、
 

林
木
杳
成

・

留
価
及
び 

我
乏

后

ろ

び

～
•

な
整
計

国

を
脂<
•

す
る
上
に
、
 

店

物

ご

あ 

る,
•

ヌ

立
木
伍
卷
の
施
意

一

兄1 
0
5
侬0
年

の

原

13' 

I 

、
 

S
Q
U
X
^
/
Z

 
扌 

-

^
V
K
 

' 

M • 6

・
F
W

一
りM

〜

五
•

“
ご

合

运0

て
い
工»

と
の
超 

出
占
、

Q

 

本

戒

の

逝

苗

き

の

が

、

姉
施
を
を
く
彼
持
し
た, 

め

.Kn
言

堂

量

の

戒

り

も

、
極

略

世
•

に
勘
い
た• 

-

九O
A
蚱

の

製

依

損

費

会7

(

ヤ
應)
 

b 
•

そ
•

か

ろ

一

人

三0
穽

の*

用

心
-

处 

F

(

十

夜
)

？

チ•

オ

て

直

し

、

バ
ル
ブ
ベ
煮
営α 

館

町b
だ
が
、
危
升

近

は1
1r&

く

故®

故

を
つ
か
う
の
ど 

立

ホ

帧

に

影

着

セ

ず

、

一
方
蚣
秋
噌
曾
の
戒
ケ
と
相
谡
る 

ibz
い
た, 

し

だ
,
(

第

一

図)

3 

購

入

若

廁

に

江
木
蓮

我

お

余

布

の

あ

る

段
関

で

広 

負

故

下2
女
盛
斤
原
め
す 

、
む
に
っ
れ•

江
本
価
は
底
下

4ボード・フィート (//2 - 5す)
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六
二•

皿
百
万
工1
カI

IC
通

す
る
近<

のd
も

、

う
ひ
 ヾ

わ

か

る,

刃

共

資

族

の

挑

条

13
バ
武
ウ

し

て

来

だ
“
 

一
と
必
。 

弟

以

台

祐

蹩

住

甘

が

区

立

る

、
 

限
流
複
受
の
た
び
露
水 

LC
M

 

S
U
L
M

 
) 

竹

栗

的

料u

瑁

灾

欣

10%

がK
 

径

一&

时

以

下1■

ド

っ

だ

、
 

ヌ
街
第
広
楽

樹

が
ふ
え
尸
二 

田

疑

で

も

付

治

の

均

るN
言

ミ

や

 

が
ふ
え2
来

だ,

c
の
た
カ

、
ダ

ブ

ラ

ス•

グ
ア
ー 
&

と 

と

の

紙

格

差

が

た

とS

っ
て
来
た◆

又
金

毎

的

に

そ
の
尸
ー 

め

辽

木/S
と
原

取

を

ホ

ふ

え
た
。

a
 

に

太

雑
役

一
九
五
二 

年

わ

消

栄

室

に

く

ら

べ

、

一
尺
五
五
町
に
ば 

製

武
兄

木

一

窗•

ベ
ニ
ヤ
*-
木
二
蔗
•

バ

ル

ブ

河

は

2'
お 

左

方

我e

・
 
-

オ

そ

の

也

殯

燃

城

九

臨

立

方

久

我

ご•

耕 

ー
ニ
ー
修
女

方

呎

と

氐

っ

て

い

る, 

弟

へ

図

に

示

す

遗

り

、

一

几

皿

。
年
从
降
の
慨
就
ル
太 

低

株

ID
謡

普

口

、
 

板

故

及
べ
近
木1

g

您

の

そ

れ

と0

す
び 

つ
い
て
い
る
・ 

• 

べ

ニ

丫

れ

太

の

伍

存

ほ

、

一
ス®

。
坏
表

肘

ま

街
台
阪 

菜

の

反

校

的

及
星
樂

玆

淤

の

た

め•

そ

の

元K
更

度

馔b

第八町 町売近尾女(登旅氏とそののヨ兵についそ) 

ノタ ーノクよケ

7I-

法

く

§•
り

、
 

屈

終

が

嵩

茕

し2, 
b

小b
加
工
式
編
のK
 

4

に

よ

り

、
先<

次
も

用

い

ろ

れ

る

よ
う

ー
ー
. R

り

、

一
に 

五

2.
気
に
口
适*

も

怅
でb
た, 

ベ

ル

プ

枚

の
情

整

は
、
範

以

史

太

ほ

～
嶋

堂

し

て
'
.
;
 

い•

一
九
吋0
〜

四

六

年

に

ほ

、
奥

な

延

恭
ぼ

宿

羨

し
ー
• 

星

、

き

也K
'

度
義
の
念
敢
氐
影
成
に
も
と
ご
く
窩
車••
燐 

次

の

た

め
で

、W

れ

及

右

ぶX
b
e

爰

に

三

る

い

、
 

%

般

の
™

格

究 

八®

で

、
そ

の

傾

落

ほ

月

ア

更

、
軍

我

習
-

お
エ
发 

生
走
の
択
恙

を

っ
よ
く
反

前b
乙
、.
港
買
し
て
い
る•

ヌ 

一

九

相

〇

年

前

の
I 

°

反
及
び
更
ぶ 

純

俗

な

、
辽

木

情

通

よ

り

も

ガ

ー

,0C

E• 

一
 

え
-

五
〜
二
〇
年
に
か
け
て

潍

質

し
て

も

、
立
木
情
は 

不
茨

ご

あ

っ

た

。

一
方

ー

兀

ffl。

好

東0

般

恪

際

産

華Q

 

左

木

橋

よ

り

も

小

さ

い•
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後

住

ど

、
も

っ

と

小

な

い

禀

水

巨

成

を
档 

す

協

含

ダ

カ

る

、
 

し

プ
レ
ー<

に

は

後

着

の

京

広

に>

ー
ら 

れ•

師

君

の

场

合

を

冃

我(

^
r
F
e
 

よ 

ぶ
•

水

澀

施

域2
は•

光

水

か

量

一

の

水

路

に

第

ま

る

我 

十

万

至

教

十

万-
C.
—
カ-
 
(

ラ
)

の
烝

水

也

取.Z
0

0

て. 

危

阙
社

会

の

発

展

お

よ

か

水•

土
産

、
 

孫

林

そ
の
他-

圈

条 

更

資

凝

の

保

全

の

た

め

の

社

会

廷

済

則

女

単

位

で

あ

る
, 

と

の

閉

合

波4
4

の

小

水

頃

比

を

、
 

走

水

原

止£

(
s
&

ノ
と
い
う
」
セ
ニ'*

注-

C
Q

JB

. 
§̂5̂
 

尸 W

 J
A
P
&
t
L

 

7

 

giM
JU
P  ,s ,-

開 v
-
S
L
^
-
n

 
^
^
3
6
 

£
7
7
1

ド

(

ノ-
g
 

p
.  1
t
•
-
%
"
 )

同
墩

に

、
 

一
几
皿
九

年

に

常

贊

さ

れ

た
ト

ル

ー

マ
ン
大 

先

領

水

道

涼

改

第

赤

賞

金

で

も

『
水

兼

世

俺

と

は
、
 

坎

京 

的

に

は

河

川

の

在

水

l-
あ

ず

か

る

時

感

ぎ

が

、
、炎
廃
的
な 

施

傻

の

水

深

也

圾

上

13-•
そ

の&

氏

が

誕

送

自

己

に

利
建 

が

あ

る

た

め

、
 

施

泼

に

衬b
時

頭
•

金
・ 

工
ネ

ル

ギ1
を 

悪

ん

ズ

査6

ろ

も
取
をm
す
•

し

た

が

っ2
こ
れ

IT
水
瀬 

蛇
盛
社
厶
ハ 

ハ 

し 

ご
も 

あ

あ

が•

広

い4
球

計

画

を

盛

或
す
る
一
膵
の
小
氷
我
の 

そ
れ.
ぞ
れW

あ

っN

 

、
光

閉

健

理

の

筆

位

で

あD
 

、

世
域 

計

画

の.
車

故

』
野

る

」
ア)

。

左)
>

<
4A

2

2

本
N
a

转a

 

S

氐 

R
\
Lw W

0

水

源

他

爆S
対

餒
*

す3
を

域

後

組

に

禺

す

る

记
氨
日 

す

で

に

た

。
年

前

か

あ

あ

る,

一
八
六
ヒ
经
に
シ
イ
ス
ュ 

ン

シ

ン

州

で

、
银

林

の

瓦

然

な

弱

べ

る

•-
め
の
彝
黄
金
を 

派

は

、
ス

ー

ハ

セ

ニ

笄

ハ

ニ

ュ1
ヨ-

ク

冊

泰

買

会

江' 

y
デ

ィ

ロ

ン

ダ

ッ

タ

111
認

他

希

の

森

林X

ハ
ド

ソ

ン

河

S: 

ど

の*

水<

の

限

轅

に

爰k
b
z

い

る•

そ
め
後
も
洪
水 

S3
饰

と

河

川

無

行

や
施

斑X
の

府

探

が

、
 

し

ばb
ば

ほ®
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Y.S

っ

て

い

る

が

、 

一

八

九

七

年

に

画

会g

・
 

国
有
林
物 

出

<0
近

奪

目

的W
b
 Z 

、

河

川
我

水

の

過

当
5

状

態

の

族 

毒

を

承

げN

い
る
。

そ

の

後

も

水

に

風

す

る

歩

律

や

异

政

事

残

とb
w

、
 

- 

九

〇

二

年

の

附

発

去

、
 

一
九
。

五

年

の

山

林

局

誤

送

、

一
 

兄

。
六

年

の

一

段

ダ

ム

去

、

一

九

〇

ハ

好

の

天

抵

責

兼
限 

会

に

関

す

る

大

就

顔

西

然

公

派

、

一
元
二0
年
の
速
然
水 

力

去

、

一
兄
二y
蜂
0

大

水

岡

師
去

、
 

マ

ッ

ク

ス

イ
ー
ー1
• 

マ

ッ

ク

ガ

リI
标

成

爼
笠

ま

・

一

九

二

八

年

の

建

弃

土
後 

県

全

週

叁&
N

が

基

げO
れ

る

が

、
ヒ

く

に

一

九

三

三
先 

のT

・V

・A
派

違

、

一

兄

三

五

編

のt
度

屎

企

盾
改
査 

一
 K

三

六

先

の

英

水

謂•
痂

玄

、
 

一
九
三
ヒ
年
の
主
医
様
仝 

名

に

関

す

る

卅

立

ま

化

の

足

進

s•
ビ

に

よ

り

、

上
明k
次 

の

株
全E
制

市
の
踏

遍

の
だ
め
の
法<

復

前a
、
が
里
商2 

れ

、

？:
の
英n
め

亡

め
の
建

邦

や
州
の
責

益

取

落
の
途6 

用

け

だ

の

ご

あ

る,

こ
の
一
国
匚
お
い2
水

ゐ

赣

痰

行

改

な

・

ー

方

に

お

い

て 

広

い

河

取

ズ

の

經

一

的

您

合

活®T
ヘ
求
が

り

、
他
方
を
の 

訊

外2
し

て

の
水

兼

业

戒

か

ろ

、
ざ

ら

に

小

水

瓶

他

我

の 

挺

還

に5
で

您

近b

て

仟

っ

た,

と

く

に

故

顼

ざ

は•

土 

横a
g

の
ね

鬲

び
•

水

ャ

破

力

8'
ゼ
へ
、
も

重

姜

さ

、

済
を

も

っ

こ

と
が
逐

渡

さ

れ

、

を

れ

き.
こ

の
無

別

约

な

原

令

白 

動

か

る

、
 

そ
の
義

意

さ

れ

だ

多

目

的
の
計
画
活
動
へ
す
す 

ん

ざ

が

、
 

モ

办

藤

可

川

の

他

纤

、
軽

力

、
共

水

延

怖

、

奨 

衽S
Z

の
た

め

の

多

目

的

ダ

ム

の

よ

う®

事

葉

の

単
故
と 

し

て

、
大

と

ほ

河

城

が

査

当

ご

あ

る

一

か•

上
用
ヒ
水
資 

課

の

利

雨

を
提

蓮

す

る

上

で

、
 

上
ま

处

常

に

も
け
る
藤
肤 

政

法

、
 

魔

財&
E

の
世
資

の

理

解

と

内

暮

改

番

かa
要
と 

&
9 

、
ト

水

系

地

域

の

管

理

の

境

軍

性

が

孤

めO
れN
3
 

た•

大

河

威3 
一
六
・OO
Q

も

の

な

水

渡

史

城

を

含

む

。
 

青

日

、
 

こ
の
他

坎

のx

も

ち

ほ

、
 

人

口

経

度

のE

柯
に
よ 

り
広

佚

が

あ

るQ

本

盛

で

は

、
 

ま

す

氷

浜

也

修

連

政

策

の

税

資

を

知
る
日 

め

匸

、

般
®

の

水

資

気

設<

の
性
堂
を
述

べ

、

次

い
ど
水 

理

世

保

護

及

び

英

水

的

止

去

の

概

冬
を

短

仆

す

る

。
 

と
こ
ろ
で

後

歩

す

る

よ

う

に

、
水

旅

世

管

理

1"
境
す
る 

志

津

で

も

弘

有

世

に

阪

す

る

も

め

Ur
、

上

地

と

水

、X 
く 

に
費

也

た

水

と

の

造

合

境

探

に

対

す

る

场

濮

が

っ

よ

い

。
 

っ3
り

水

の

間

題

に

っ

い

て

も

、
展

金

喪

紫

が

重̂

さ
れ 

2
い

る•

た
だb
领

国

で

la-'
す

ご
に®•
m

わ

五

。
蛇
吹 

上

が

小

沢

夷

の
洪

水

比

聲

平

族

工

に

あ9
、

互

っ

ー
极
に 

上

慶:
5•
座b
よ
う.2
後

败

を

妬

ヤ
す4
、
 6

た
が
っ
て
矣

-81-

正

公
有
に

の

水W

SK
登

我

篇

案

も

更

映

だ

グ*
M

也
て
賞 

也

ズ

の

土

鹿Z
弟

が

付

く

米

の

旅

全

が

要

祭

に*
•

袞
&

岡 

竜

ぎ

ひ

う

で

あ

る,

加

う

る

に

例

え

ば•

コ13

ン

ビ
ャ
河 

光

或

の±

段

地

時

の

ゴ

と

も

は•

亥

通

の

た

め

花

就
世
又 

は

社

任
野
庫

の
放

生

曲

が

步

く

、
そ
の
境

林e
ぽ
春
水
を 

毒

す

る

が

、
 
b

か

し

河

水

利

用

ほ

廃

熬

だ
け
ブ
ー
ヒ
い-

林 

と
い
う
次
抵 

に 

あ

る

か

ら

、
 

こ
の
よ

う

な

所

ご

ひ

、

水
の 

統

全

利

用

を

、
き

ず

度

紫

我

ホ

の

岡

磴

と

し

で

私

リ

上k 

る

外

ほ&

い

わ

IJ
で

あ

る
,

二
の
炮

で

、

わ
が
国
の
よ
う 

に

多

海

の

山

右

国

に

お

け

る

腸

合

と

は

、
 

泰

城
管
産
の
祖 

W

が
启

平

ろ

が 

っw

 

く
る
わ 

け
で

あ
る.• 

&

お

技

国

わ

デ

モ

ク
ラ

チ

ィ

ッ
ク
氐
合

理

生

後

内

3•
政 

我

の

結

敬

の

一

っ

上

し

て•

水
麦
浜

に

酹

す

る

液

渡

にk
 

b
<

も

、
 

强

實

の

經

赤

効

疑

が

韭

関

に

直

•®.
さ
れ
て
い
る, 

こG

ほ

江

、
 

わ

が

匹

で

も

十

分

に

見

咨

っ

て

よ

い

と

私

わ 

れ

る
,

五 

水

湯

源

改

度

の

基

無X
水

沢

比

巻
麗
政
娘
一
後 

ど

さ

匸

率

ず

ミ

ト

ル1
マ
ン
穴
耗
領
水
竇
茨
玖
畏
七
人 

不

負

金

は•

-1
水

資

承

政

後

は◆

ひ

ろ

く

水

族

世

成

と

育 

斌

の

水

を

中N
と

す

る

選

系

を/

康b

、
和

信

す

る

方

ま

ヒ

胭

す

る

足

準

ャ

手

艇M
を

取

扱

う

」

と

い

い

、
欧
域
を 

樹

iL
英

行

す

る&

期

を

、
次

の
説

気

に

匿

い

て

い

る• 

〃

合

象

国

ご

も

、
す

ご

に

断

みb
k

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

新
一
ク
レ
い

土

地

や<

秋

は&

く

な0
に
。
令
3

の

閏

後W 

次

第

に

え

し

く&

る

も

の

の

中

か

ら

、
よ

り

多

く

の
も
の 

を

蓮̂

す

る

こZ
で

あ

り

、

そ

れ

に

ほ

一

層

の

知

般Z
熬 

綠

と

を

心

奪N

す

る•

の
、

ア

メ

リ

り

场

区

爲

踩

の

材

曲

ぼ

、
白
苗
匿
争
を
难 

将b
瘦

を

す

る

だ

め

の

も

の

で

あ

る•

こ

の
デ
モ
タ
ラ
テ 

イ

ッ

ク&

計

画

ほ

、
 

硬
®

的

な

も

の

を

日

盲

く

加

法

の

あ 

る

烽

ガ

的S
も
©

で

あ
り
、
 

巨

つ

案

中

的

旨

も

の

ご

は&
 

くn
、
 

各

関

株

若

の
湿

原N

看

江
の
公

省

の

那d

か
な
モ 

の

で

あ

る

片
冬

が

あ

る

、
ダ
ム 

足
換
な
ど 

に
よ
る
政
府
企 

紫

は
•

疚

企

業

ー
ー

代

る

10
で

は
な
く Z
、

むb
ろ
宣
史
な 

境

争

徒

存

の

故X

と
健
企a
議

能

を

候

塞

す

る

た

め

の
条 

用

を

つ

く

り

出

す

に
あ

る,

カ 

水
資

藻

火

腕

に

っ

いn
の

亜

郑

政

府

の

経

赤

的

責 

杼

S••
こ

のE
め
に
割

当

て

ら

れ

た

千

金

の

婦

風

内.Z 
、
 

二
れ
を
闺
氏
の
尸
ー
*5
に

最

大

の

全
派

利

益

を

う

る

よ

う

に

、
 

遷

振
劇

当N

す

る

ニ
モN

6

る
,

そ0

<•
出

の
杜

方

は

、
 

助

法

鶯

者&

ど
を

起

さ

あ

二Z
、
不

規

と

イ

ン

フ

レ1
シ
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ヨ

ン

郎©

底

ズ

の

燧

淤

の

演

外

性
を

も

つ

故

馋

が

あ

る

。
 

勾
、

原

則M
b

w
、

め

水

溝

波

若<

計
画
を

行
う

回

像 

(

ミ̂

^

)

を

地
跤
的®

氏
籬

点

的

に

頭

ろ

か

1'
す 

今

切

水

資

殯

に

阳

す

る

港

計
®

を

、
 

境
孫

点

後

関

が
バ 

ラ
ベ
ラ

で

は&

く

、
定

車

とb
N

行

い

、
 

平

険

の

病
好
な 

賞

消

办

手

定

さ

を

运

め

る• 

“
連
邦

发

資

の

利

施

を
う
け 

る

仝％

の

人

が

、
な

金

？

运
潜
出
技

る

紅

載

を

っ

く

る- 

力

粧

全&

え

激

皆

差

〇

無

期

を

近h
す

る,

粕
沢
資
瀬
小 

画

氏

の

：
^

后

爸

鶴

を

っ

よ

く

寸

る

よ

う

ミ

ナ

ー

ビ

ス1
 

・
志
頂
す
る
人

口

に
•

菜

の
我

会

を
あ
ー
,-
え

る1

を
十
分 

に

利

壻

す

る,

こ

の

よ

う&

政

策Q

基

訳

に

も

と

づ

い

て

野

買

金

は

、
 

崇

告
-
-

ア
メ
リ
カ
人
の
ー
二
め
の
水
資

源

政

策

」
第
一
卷
で 

比

底

的

発

展

・

度

央

約m
的

、
 

計

画

曲&

、

項

焦

の

評

软 

漫

会

•X
建

方

志

、
 

潸◆

米

要

入
計

面

・

心

等

る

茂&

知

嶽5̂
 

3J
Q

 -

後

约S
観

造

か

ら

、
す

す4
で

地

表

水

及

び

胆-F 

水•

水

威

也

啓

越

、

斐

水

管

理

、
と

沱

限

光

、
飯
田
氷
反 

ダ

工

疾

用M

の

峡

紿

、
南

水

迅

庵•

太

勝

死

克

、
 

施

打

、
 

レ

ク

リ

エ

—

シ

ョ

ン

、 

哀

及
尔
善

紫

な

ビ

の

期

用

的

盛®
 

2
敗

扳

い

、
涙

金

教

誉

・

玉

制

規

盛0

指

述

ご

箱

ん.N

い 

る

が

、?

二

第

二

叁

で

「
合

衆

国

の

再

紧

1-
お
け
る
一 

。

X
河

川

」

に

つ

い

て

、

酒

々

に

そ

の

区

娘

を

展

跳b
て
い 

ろ
•= ̂

5
0
'
 

•
'

エ
他
は
士 

れ

自g
生
度
的

年
資

案

で

あ

る

上

に

、
 

水

を

齐

旅b
配«
 

す

る

除

水

也

2•
も

あ

る,

し

た

が

っ

て

氷

潦

止

駅
度
一
理
隆 

世

お

通

匸

積

物

我

援

を

つ

く

り

、

ヌ

上

東
が

態

を

直

谷

ず 

る

こ

と§

ビ

に

よ

り

、
氷

昼

を

終
断

す

る

こ

と

に

」
宣

点 

を

お

く

と

い

い

、

さ

ら

にI

こ
む
水/

瘦
啓

規

の

忙
導

牲 

ほ
、

文

巫

の

を

逢

に

よ

り

・

股

素

土

氷

の

刘

率

が

す

す

な 

に

つ

れ,

そ

の

必

要

性

か

き

寸

を

ず

謂

〇

小

に&

っ
之
怎 

E
•

終

柔

京

龍

の̂

力

か

ら

春

極

力

へ

の

意

行

、
苑
地
へ 

の

改®

技

粢

面

板

の

處

加

に

よ

る

尊

料

遊

殺

に

つ

れ

、

資 

案

生M

力

式

例

エ

し

ミ

が

、

一
方
車
幕
堂

は
碳

■<
的

と

底 

リ

、

純

条Q

鏡

湾

灾

能

は

、
必
ら
すb
も

改

産

さ

れ

旨

い

、
 

そ

ぬ

だ

め

緑,
超

の

遗

度

利

冠

が

狼

宛

さ

粕

、
.E

暖

侵<

が 

-

爱
的
寿
一
兼
と
3*
っ

て

來

た

。
ま

だ

近
胺

砥

上

の

林

市

の 

教Z
人

口

が

ス

え

、
 

英

水

調

怖

わ

必

尊

性

が

まb

、
た
ら 

に

都

帝

や

工

曲

ゴ

の.
匿

力

や

氷

の

需

装

が

能.M
す

る
-

方 

そ

れ

か

ら

出

る

为

水

ャ

脱

氷

の

Ja
理
が

、
翟

窿M
問
無
と 

さ

っ

て
条
だ
び
一
っ
ど
あ
るL •

而b
て

水

瓶

舷

管

理

政

城

に

つ

い

て

に

、
 

次
の
镀
ほ
を

片

友

し

て

い&

・

2
 

土

族

及

び

芸

林

の

保

企

が

、
氷

通

世

優

簞Q
中
で 

血

等

な

頃

分

を

し

め

て

い

る

二

と

を

十

分

に

み

と

め

る

二 

と
•

力

法

来

の

11
邦
改

右

の

農

明

及

び

水

養
療

故

焼

を
と 

也

度

鹿

応

止

の

冕

比

か

ら

扬

正

す

る

こ
と

。

3>
水

浜

也

镑

息

•■-
み

ず

か

の

屋

钎

政

誤

典

が

、
 

あ

成 

ゴ

と

の

有

気

S•
故

一M
計

画

に

総

力

す

る

よ

う

工

矢

す

る 

こz Q为

水

浜
•

也

笹

渡

の

励

栗

の

冽
'•

及

び

評

価

方
志
を
発 

堂

あ
セ
る
ニ
メ:

わ

孫
•
戒

牧

界

の

攻

宜

お

よ

が

後

鈕

防

止

の

ら

め

公

柜 

世

の

心

理

的

な

铐

更

を

亮

建

さ

亡
る

こ

と

。

水
資
拒
負

炎

等1
会

(0
ニ
の
よ

う

エ

城
奥
后 •

そ
い
後 

曳

行2
れ

た

流

も

石

る

が

、3
ピ

不

十

务

母>
!

二
ろ
も
少 

&

くS

い

旗

原

で

あ

る•

し

かb
•

水

の

原

区

と

利

用

便 

府

の
遺

他
か
ら

、
床

林
•

と

也

と

丞N

を

精
也
て

処

理
す 

る
-

一
 N

、

東

域

管M
の

切M
を

あ

け

る

た

め

、

頭
原
行
政 

幾

野

か

っ

to
に
落

力
.〇

よ

う

と

多

方

し

て

い

る

こ>
二 

管 

理

の

効

果

の

鉴

鍵

的

ネ

後

の

篡

熨

に

立

っ
て

寿

栄

の

正

否 

芝

判

断

し

て

い

る

こ

と

、

な

ビ

の

聂

が

更

際

お

よ

び

行

成

上

-5
更B

に

貫

か

れW
い

る

こ

、」
内

更

遂

す

、；

、
ゝ

い.

合

阪

潮

の

水

藻

他

唐

琅

我

栄

は•

公
有
旭
の
合
理
的
氏 

爸

理

経

を

y.
心

靈a
法

波

に

よ

る

水

原

の

緑

府

瑞

泰

と
、
 

旗
有

価

に

お

け

る

水

の

源

生

上

利

用
の
促<

を
ほ
か
る
施 

策

小

るX
な

っN

い
る,

/
 

公
有
水
源
世
の
権
理
弟

勾 

o'-
(

法
旨 

>
 

ミ

)

建

邪
•

州•

を
の
也

也
方

行

政

機

師
の
所
衛
す
る
公
有 

他

は

、

然

此

耍

一
九
盛
久•

の

分

を

占

め

る

ホ

、
ど

の

x- 

方

ど

も

、

水

源

規

の

主

た

る

部

分

に"

っ
て
い
る
。
し
た 

が

っ

て

そ

の

整

理

の

加

何

a-
、

河

川

の

水

資

源

の

利

用

に

、
 

大

さ&

彭

簷

を

も

っZ
い
る♦

兔

邦

改

府

13-
二Q

Q

行

政

模

虎N
、

切
五
五
百
万

久

、
 

以

上

の

土

肥

を

检

理

す

る

が

、
主

孫

珍

土

世

管

型

橈

順

は
、
 

装

務

去

及
び 

内

務

唐

に

あ

る•

遷
南
点

>11
赤
后e
約
一
六
一 

百

石a
、

の

国

有

紙

を

憤

度

し

て

い

る•

太
嫡
諸
卅
炽
外 

の
国
有
は
博
度
ね
山
击
水
波
尬
に
一
め
り
、
 

と
く
に
面
部
二 

卅.n

ほ
土
地
の
一
二 

北

に

ガ

し

、
 

拝

為

流

比

豪

の

五
三
也 

を

展

給

し

て

い
る
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N
務
官
所

省

の"

在

史

。

二

丈

血

百

万4

に
宜
り 

、
そ 

4
の

う

ち

と

吐
影

理

房

ほ

一u
丸

き

芬

吟

、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン 

導

学

局

は
五

七'
S•
万a
屋

管

5»
す

る

。
そ

の

と

止&

面
記 

0
米

爾
半

乾

作

型

帯

に

あ

り

、
 

し

だ

た

っ

こ

展

水

受

la-
小 

さ

い

が

、
 

す

ぎ

に

庭

恵b
だ̂

せ

や
遠
放

物

に

よ

る

使

裁 

地

が

爹

く

、
時

析

お

そ

う

蓬W
雨

に

よ

る

关

永

か
着

か
大 

2

い•

二
の

他

画

江

公

圖

届

け-

河
五
万Z

を
占
め
る
か
、
 

大

孤

分m

山
岳

比
帯

に

あ

り

・

氷

の
常

建

5,
希
痛
ご
一
め
る
。
 

国

运

公

度

ぶ

白

然

を

条

旗

す

る

の

グ

歳

則

£.
か

ち

、
 

水
の 

管

規
次
競!J
耻

ぬ
逹
毎
ご
あ
る
・ 

指

右

也

ぼ
約

ハ

。

百

石a
•

ご

、
 

二

の

う

ろ
一
百
万
女•

は 

と

く

1-
水

紙

と

し

て

見

存

ざ

れ

て

い

る

か

、

そ

の

他

一

ffll 

&

万
次•

の

州

府

ホ

・

二

自

オ

ュ

の

州

江

公

霞

、
五

百

万

次• 

の
警
生
富
然

温

存

地&
e

も

・

水

源

曲

と

し

て

の

痂

能

り 

木

さ

い
•

そ

ゐ

生

の

比

方

行

政

演

我

の

芯

有

旅-

皿
丘
万 

q

のK
藍

介

ほ•

レ

ク

リ

エl
シ

ョ

ン

反

7X
水
旅
世
保
護 

を

愛

妻&

任

務

と

す

る

。

進

邦

宿

せ

で

の

水

通

他

管

理

国

、
 

一
八
たV

"

の
娱
を 

ホ

、
 

の

ち

の

画

看

成

柄

波
と

关

に

ぼ
じ5

る•

近

に

ー

九 

ー-

年

の

り

イ

—
クK
オ

に

よ

り•

「
試

行

阿

川®

氷
沢 

他

保

数

の£

め

」

私

意

史

をS
が

第

八

す

る

惟

成

を

着•

水

浜

地

の

蓮

邦

后

が

他k
b

た
•*

公

有

也

に

お

け

る

水

汞

也

修

蛋

の

方

去

ほ

、
 

三

っ

,''
分 

け

ら

れN

い
る♦

更3

®

土

虺

利

用

宏

、
水
愴

垠
の
ア
一
め 

の

铸

别

の

土

也

お

よ

び

森

林

処

理

・

用
水
憂
増

加

の

た

め 

のK

決

的

上

性

後

理

が

こ

れ'M

あ

る

、
 

電

界
南
せ

ご!
a,/
目

的

土

他

售

理
去

に

よD 
、
水

蒼

気 

の

医

全

を

陋

っZ
い

る

・

遜

ま

半

也

紀

茹

に

な•

水
速
真 

绐

のW
あ

!-
特

別

の
取
り

应

い

を

睇

す
べA
称

地

に

、
応 

く

険

中

奴

粽

や

近

故

牧

が

仕

わ

れ

た

が

、
瑟

衆

上

世

の

®1 

用

方

ま

ぽ
向S
り

女
義

ヒ

ら

れ

、
た

木

の

敗

だ

IC
当
っ
て 

水

減

低
植
を

限
念

す

る

.R
城

方

走

を

上

る

べ

さ

契

約

条
項 

区

ヒ

り

ヘ

れ

を

リ

、
 

盘

路

そ

め

世
の
播

堂

物U

っ
いN

技 

娘

を

滅

し
表
土
充

は

を

访

忆
す

る

た

め

の

規

準

を

授
け
た 

り

、
 

根

地

血

を

娘

厲

し

ぶ

い

伏

床

镀

以

方

定

に

規

制

し

た 

リ

、
ま

水

火

に

立

い

所

の

権

景

去U

副
瑟
を
短
无
だ
り
し 

N

い
る,

青E
吹

孽

世

ざ

も

、
に

武

資

兼

の

改

史

縦

毒

、
 

就

下

氷

に

よ

る

土

奏

の

接

触

防

止

の

風

也

か

ら

、
 

窓/

が 

午

わ

れ

る

が

、2
の

た

め

に

ほ

上M
の
安
定
性
を
施
病
す 

る

E.
め

に

心

里

口
だU
め

植

物<

遗

を

存

後

す

る:
Z

を 

三

盛

と

しN
い
る,

又

ね

强

せ

の

が

辽

に

ふ

っN
コ
・ 

族 

牧

を

弃

並

レΖ

い
る•

-85-

水

去

芟

のM

加Z
利

用

促

立

の

た

あ

の

起

穫

の

的

棠

と 

しZ
ば ' 

叡
水
挺
殺
へ̂

)
 

■ 

淡

殺

防

止

の

だ

め

の

海

能

二

、
羡

あ

徒

1®
お
よ
び
水
珞
の 

寻

足

エ

若

・

焼

無

物

と

府

物

狄

*'
に
よ

る

ガ

リ

ー

の

參H 

ニ
塞•
&

ど

び

あ

る

。

5•
お

然

械

そ

の

他

の

植

物

徹
簧
を
数 

南b
 
•

土

比

の

保

水

力

と

法

廷

を

裁

殺.
す

る

11JX
あ

止

の 

施

後

が

、
人

口

が

か

な

く

、
し

か

も

乾

康

し

や

す

い

奴

頃 

の

冰

羿

处

蒂

だ

、

と

く

に

堂

卷<

き
れ
ろ

の

は

い

う*J H 

も

古

い.

3-
お

木

の

愛

其

昉

ね

の

た

め

、

森

林

や
上
地
め 

利

率

を
容

匸

し

で

い

るN

二

ろ

も

少

5k
く&

い
”
 

し

かb
更

在r
はw
だ

比

方

に

よ

り•

復

放

伙

孫

、

選 

故

位

、

lu
火

5'
ど

に

よ

る

水

笳

他

の
感
飯

の

封

縦

を
.

十 

金

に

达

止

す

る

と

二

ろ

き

ご

到

率

レ

て

い

氐

い

と

い

シ

。
 

招

々

比

し

攵

都

外!J
多S
的

務

瘦

か

行

わ

れ

る

。
 

卅

立

安

菌

やA
訳

保

な

比

でH
を

れ

ぞ

れ

の

目

的

が
強 

蒸

K
一

れ

み

が•

呼

行

し

て

水

兼

議
能
もt
a

さ
れ
る
わ
け 

で

あ

る

、
し

かL 
一

姿

的

に

い

う

と

、
水

源

度

侯

技

の

見 

抡

か

ら

は

、
 

修

理

の

次

弟

は

区

々

で

あ

る•

防X
遊

幾

13* 

一

段

に

我

そ

で

あ

る•

し

ア

レ

历

師

の

教

冊

ご

胃' 

責
&
 

不

足

と

木

を

心

の

散

在

<D
た
め
候
犢

修

龍

が

殆

ん

ごn
わ 

れ

、ず

、
土«

、
の

友

面

质

水

と

後

旌

ピ

が

次

第

に

ひ

ど

く

な

0

つ

っ

あ

る•

森

林

車

生

应

か
水
源
急*

機

艇

に

風

す

るx

験
研
兜

は
、
 

に

っ
の
憲

邦

立

孫

株

放

野

代

験

増

で

広

く

行)b
れN

い
る 

こ

れ

ら

の

試

験

場

の

雨

壁

武

族

は•

他

域

に
よ
っ
て
溶 

千

の

特

色

が

あ

る

が

、
水

源

の

10'
建2
&

る

世

方

を

遥

か. 

水
・ 

藤

林•

士
資

の

闪

係

を

満

玄

し

、

水
柬
産
の
タ
イ
ブ 

を
公

逆b

、
水

の

盘

現

や

を

妨

な

利

用

、

土
度
佞
儆
も
よ 

旨

と

を

研
兜

し

て

い
る
。

巨

み

水

泰

世

に

つ

い
て

は

、
 
&
 

蕊
的
に
品
俠
と
表
・
水
塗
、

世

下

水

ヒ

の

眄

屛

、

土
庭
湿
陵
、
 

景

誉

堂

、
を
欧

量

6'
ビ

の

辱

純

別

衣

に
、

标
林
鹿
助
板
後 

0
試M
X

水

ャ

囈

と

のE
原

な

咨

を

、
试
陕
地
を
政
け
て 

超

纖
的

!-
不

究

期

丘
し

て

い

る
*
'  

土

烫

夜

管

に

っ

い2
は•

土

费

の

柱

状/

延
故
政
•

根 

木

の

女

糸

城

Mi
と

の

法

係

か

ら•

す
す
ん
て
検
数
心
の
数 

H
の

だ

め

の

爸

能

の

方

法

を

研

究

し

て

い

な, 

总

お

、
 

成
紫

底

孫

あ

の

水

承

加

の

狙

斑
に
関

す
る
熊
皮 

は•

ア

メ

リ

打
報
集

括

会

の

水

瓶

比

匚

打
す

る

次

の
ス
口 

I
ガ

ン

:c
も

示2
れ

て

い

る,

/-)
会

[ff
的

に

水

死

他

特

に

つ

と

、
提

水

の

ff•

货
• 

飼

合

・

水

科

用

の
タ
イ
プ
、

利

用

画,

価

値

を

通
あ
一
セ
よ• 

め 

最

大

の

水

の
秩
第

、
 

土
度
辰
屈
防

止

、
 

ま
水
と
土
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心

妻

下
の
災

容

除

好

の

た

め

型

妻G
氷

灰

林

の

駅

と
任
礙 

に

つ

い

て

の

分

物

を

外

え•

カ

水

板

林
0

根*

修

更

ほ

、
ホ

材

、
 

レ
ク
り
エ
ー
シ 

ヨ

ン

、 

モ

(P
世

の
床<

物

や

用M
の

蘇

板

か

ら

の

灰
給
に
、
 

出

来

る

E.
け径

一
!

五

っ

よ

う

二

行

う

べ

さ
ご

め

る, 

R
 

水

泉

比

ズ

赤K
に

な

っ

た•

又
は
せ
の
炎
専
を
う 

庁

を

身

前

の

、
 

土
峻

お

よ

び

至

水

状

能

を
改4

す

る

だ
め 

の
一
坂

に

行

い

え

ろ

れ

る

柬

制
的

な

方

浜

区

研

兜

,1'

よ, 

而6
て

七

く

に

公

を

世

に

行1
る
要
無
茂
〕
と

レ

て, 

わ 

8
 

.̂ヽ
. R
3
 

&§x̂

— 

ヽ
 

e

忘一̂
 

ヽ

\

：*
R
*

対 

孫

料
放

鼻

责

亲

の

修

受

に

よ

り

厳

庭

、
 

親

笊
•

エ 

集

、
レ

ク

リ

エ

、

シ

ョ

ン

用

の

東

氷
の
量

、
 

普
：

規
則
性 

を
改

良

し

、
水

黄

汚

菊

を
防

止

火

少

す

る

こ

と
*
'  

b)
工

澄0

冢

は

、

-5
1t
、
牧

協

に

つ

い
て

の

氷

院

符 

豊

お

よ

び

球

氷
防

上

の

密
案

と

下
漩
の•
洪

水

黑

怖

、
 

計

画

と

の

城M

を

15
ひ

る

こ>

」
。

0 

水

豕

世

保

渡

及

び

管

理

が

誤

洛

に
愛
联.2
あ

る

保 

旅

お

よ

び

牧

野

を

、

公
府

に

移

す

こN

・
 

が

岸

IT
ら

れ

て

い

る•

こ

の

ド

壳

欧
で

の

誤̂

を
取D
版

う

發

隠3
、
陸

呆

工

先

嫁

及

び

内

務

密

の

御

花

屋W

あ
る 

&

お
公

病

心

で

は

、
 

近

年

地

理
歯
度
前 (

ビ̂̂

バ, 

)

苦

ビ

と

運

貉

を

と

っ

て

、
冬
也
域
ご 

に

に

峡

氷

司

能

垂

東

額

べ

、
他

お

首

理

目

的X
類
利
い
总 

求

資

素

漾

全

方

キ

た

と

リ

、
特
に
並
廖
な
痣
林
に
っ
い
そ 

日

、

水

選

三

的

を

主X
b
z
转

意

し

よ
う
に
努
め
て
い
る
、
 

w

私

有

水

燎
世
の
修
理

一

阪

に

温

黄

永

浦

他

の

志

摩

に
も
と

づ

く

修

制

外

政

に 

ほ

、
 

造

奇

友

の

土
鹿
無
全

間

、
 

遐

邦®

反
局

、

11,
林
岳

、
 

度

業

候
企

計

画

局

、
匿

喊

更

生

届&

丫

が

却

っ

て

い

る0 

土 
喪

條

金

局(
&
a
c
 
F
?
s
-
J
^
k
R
 
X
F
 t 

/
C.Q
 ) 

に 
-

儿

三

五

年

に

授

け

ら

れ

、
 

土
改
要
抵
防
止 

を

丸

東

とb

、
上

友

条

金

邑

の

寂

裁

を

述

じ

、
上
鹿
頓
叁 

の

外

規

氏

の

敬

化

や

皮

精

废

助

の

条

業

を

行

う

。
上
流
地 

薪

の

洪

水

防

止

お

と

が

氷

旅

保

渡

に

更

す

る

更

安

な

責
任 

を

も

う

、

そ
の
事

業

に

っ

いZ
は

後

述

す

る

。
難

郊-t

及 

6Â
svft̂
 

ド 

—v̂$rAŷ
« 

ほ 

一

几

一

五

年

に

、
ス

ミ

ス1
レ

バI
去
に
よ
り
装
け
ら
れ 

今H
t

黄

銀

企

商

の

パ|

ト

ナ1
と
し
て
一
答M

や
廃
の 

等

K.
就

買

を

屈

じ

、
 

土
改

お

よ

び

水

の

轶

金

書

集

tr
と
に 

っ

さ

ー

技

的&

放<

扇

楽

を

扱

う•
&

お
山
林
屋
の
出
足

で

あ

る

幽K
号

ご

も

私

有

紙

へ

の

技

武

城

あ

を
行
っ
て
い 

る

。
全

娃

家

み

ム

び

敗

膏

東

看

の

ヒ

五

九

ほ

す

ご

に

土

歯 

保

全Z
の

袒

球

の

中

に

あ

り•

土
咬

尿

金

局

のW
は
点
撕 

港

の

指

尊

魔

財

の

下

に
•

去

律

上

の
胞

定

に

し

た

が

'', 

農

献

が

土

改

お

よ

び

次

の

保

全

の

計

画
を

硏N

るW
、
屋 

集

様

全
計

画

均

盯•

そ

の

必

多

帝

宿
O

¥

M

き

て

の
資
金 

の

援

期

を
行

い

う

る

が

、
 

そ
の
千
其

域

百
年
二•

五
嵐

ド
ル 

に

き

て

建

し

う

る•

こ

の

野

後

は
を
旌

に

ほ•

冬

利
ア
の 

邸
憲
難

联

定

原

全

奉

度

金
(
A

・
5

・c ,
c
j

が

您

コ
と 

&

っ

て

い

る

：
吏

に

去

算

で

資

金a
町

の

膵

外

と

な

る

上 

協
・ 

水
の
集

金

や
利

福

の

個
人
約
施

援
の
貸

用

にQ

い
て 

0•,
庭

次

先

生

均
(

メ
 a t
t

み̂

> 

)

が

具

顕

疝

利

の

瞅

資

况

行&

c
ス
い
る
；

又 

航

笄

能
ま

に

よ

る

と

、

こ
の
管

系

の

あ
る
施

tr
柜
ほ
入
か 

ら
控

除

出

来

み
•

弘

有

也

に
囲

す

る

主®

を

理

邦

钎

政

後̂

日

、
上
送

保 

A

届

で

あ

る

が•

山

林

局B.N

は
そ
の
军
業
に
樂
行
し
た 

彩
.

乙•

南

皆

亦

郭

の

水

旅

世

簷

理

事
堂

を
垣

丝

す

る,

速 

在

無

務

省

匚

は,

次

の

三

つ
の
玄
律
,"
*1'

る
水
産
把
保
段 

7-
及

び

失

氷

防

止

各

案

が

行

わ

れW

い

る

。
 

の

一
H

2*®
年

の

共

水

類

茹

ま

に

よ

る

一

一

の

更

多

水

源

止

域

内

の

正

水

基

世Z
I

の

波

水

店X
*
M
 

グ

ー

九

五

三

辉

<°
賞

案

資

セ

だ

竺

法

i'*
よ
る
六
ニ
の 

バ

イ

ロ

ッ

ト

水

原

地<

渡

条/
 

- 

⑸

一

九

五m
年

の

第

八
三
国
缓
去
五
六
六
に
よ
る
水 

醺

比

限

渡

お

よ

び

洪

水

訪

止

第

流

士) 

注)

U

 
• 

S

 
•

'?
>-•-
一
、,z

t
<
^
/
L
L
/
Q
Z
O  

4

Sa SXYl̂
ccy

ヽ2

ウ7

二
れ

ら

の

嘉

義

史

の

SI
穫

la-
、

二

斐

水

請

上

水

原
地 

ズ

13•
大

世

孝

が

多4

区
耿
三
个
石
口•
の
う
ち
で
一
五•

四 

百
万
一
？

、
大

二

パ

イ

ロ

ッ

ト

水
源
世
野
莱
ズ
女
を
お
一0

び 

小

水

旗

地

ズ

三•

三
百
万
区
；

公

産

五

六

六

七

よ

る

も

の

13'
、
 

小

水

通

時

でM

5.•
六
百
万
口•

のW

改
中
で
二
ハ
三
カ
沟
春 

業

面

旗

二

百

万

久•

と
身

っ
て

い

2," 

の

含

変

風

の

斐

水

お

よ

び

土

砂

光

史

に

よ

る

年

半

均 

灸

曾

旗

5••

ー
。
獴

ド

ル

以

上

に

上

る,

土
庶<

全
局
の 

一
九
五

二

年0
評

ほ

ぞa •
鹿

無

だ

け

の
纤
度
朱
置
が
五 

五

七

百

万

ド

ルK
建

し

て

い

る•

を

の

紙

査

ほ

・

佐

物
と 

牧

篁

に•

灯

す

る

も

(D•
安

水

忍

法!=

よ
る
土
世
に
封
寸
る 

も

の•

が

り

一

、
灵

谷

展

彼

、
鬼

螃

娘

颇

、

セ
世
へ
の
不 

生

差

的

な

底

覆

物

の

夜

茂

や

落

天

走

を

、
宗

屋

、
生
慶

、
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近
®
•

金

塚

、
載

物

会

、
象

奋

、
海

經

非

氷

遊

®-U

泞
す 

る

も

の

、
更

に

成

域

曲&

最

酒

と

しN
、

界

外
作
集
の
超 

延
'

こ
の
よ
う
&

米K
防

止

に

応

す

る

水

源

地

事

庭U

つ
い 

N

a•
、

一
九W
六

毋

以

来

連

邦

政

浩

護

痴

に

土

心

様

全S 

案

上

近

後

薙

衆

が

狂

わ

れ

て

い

る

か•

一

九

£.
七
年
に
旅 

水

防

製

設

流

否

三

ー

、
 

土
研
ま

え

お

よ

び

比

液

減

怖

帳

流 

五•

九
大
そ 

水

疏

改

良

七

ハ

八

マ

イ

ル

、
 

金
氷
施
次
六
五 

三

マ

イ

ル

・

能

廃

心

だ

运-

ハ
九4
4

、
上
比
処
葩
噴
業 

で

ぼ

峙

経

源

短
寂
一•

七
五
六
千Z
:

姉

我

武

盛

,®w
•
e
+
 4
 

春W
武

度

茶

燈
-

二

五

六

千

う

、
牧

車

冬

渡

九

二

五

斗2
 

肝

太

生

徹

豊m
六,

、
港

保

エ

五

八4

マ

イ

ル

、
 

陵
飯
類 

整

波a
A

三
一
、

建

林

三

六4■

"F
遂

しn
い

るa '
こ 

れ

ら

の?5
集

は

令

绫
- O
S

工
五
乐
蔺
延
定
さ
れ
る
。
 

⑸
 

ペ

イU
ッ

ト

水

原

他

緑

變

音

葉

は•

上
赤
に
斐
水 

防

築

施

扳

を

渡

け

る

こ

と

に

よ

り•

た

度

と

氷

を#

せw 

藤

企

す

る

電

業

の

划

系

を

駅

ら

か

にG

・
巨
っ
こ
の
龍
の 

筆

集

を

奥

舞

す

る

上

で

の

近

当&

地

方1
邦1
選

邦

い®T 

同

の

才

去

を

見

出

そ

う

と

す

る

も

のZ

あ

る•

大«

か
塔 

紫

の

う

ち,

現

在

五

Ba
を

三

ー

卅.
て

更

施

中

で

あ

る

が

、
 

鬼

和

英

ヒ

三

五

百

万

ド

ル•

若

窪

邦

英

必

もa
®

通

演e

と

い

う,

闪

ぎ

は

ま*

^

系

爰

簿

二

六.
一
a

、

上

冷

専

定x
 

激
龍
蔔
谖
般
一
、
五M
五

、
 

水

用

改

声K
o

o

マ
イ
ル
・ 

分 

水

迩H

ニ
一
マ
イ
ル
、
蔻

比

般

を

定

一
八•

五4
 a 

、
専
急 

燎

献M

二

五4
 7;
w

坎

秋

府

一

九

キ2
,

相

助
武
釐 

蔻>
-

ニ
ー
六
ネ
マ
、
牧

章

徭

移

ハ

ニ

キ

且

、
 

階

後

工g
六 

4

マ

イ

ル

、
 

緩

凝

加

整

谈

廡

円

五

〇

〇

、
拒

帜-00ea
、
 

で

お

る•

⑶
 

次

ま

立

六

大

に

よ

る

卑

紫

に

つ

い

てe
次
師
に
述 

べ

る

が

、
こ
れ
は
乱

樹

力

の
下
に
地
方

用<

の

行

う

多H
 

fe
の
水

源

世

保

鏡
を
葉

で

お

る
•

義

痛
若

ほ

こ

の

ま

缉
に 

よ

り

、
头

水

防

止•

寛

栄

お

よ

济

养

裏

楽

有
水
烤
理
の
に 

あ

の

Ife
方

固

床

の

毋
業

を

後

功

す

る,

一
九
五
七
耳
に
酒 

七

州

七

一

二

の
水

京

心

费

1-
近

演

お

れ

た
が

、
決
氷
筋
噥 

施

親

二

八
,
^
•

土

砂

ま

定

流

酸

後

椅

エ

五•

水
路
改

幾
二 

0
。

フ
イ
ル
、

分
水
遊

段

一

。

マ

イ

ル

、
 

交

足

地

安

良

五 

4

マ

イ

ル

、.
等

奩

般M
放

一

三

八4
A

、
断

広

我

培

二=( 

不2
•

株

物

残

海

競

獄

一

八

エ

キ

ョ,

牧

旅

線

趣
一
六
三 

4

タ
•

標

他

証
®
•

後

聯

七

。。

、.
嫗

松

九

イC
ゼ

、

そ
の 

法

谩

贵

0•
、
年

ぬ4

万

ド

ル

窟

良

と

な

っ

て

い

る, 

近♦

公
な
五

大

大

に

も

と

ゴ4
"

募

,*:

屎

温

お
よ
び
装

-89-

北M

Jt
発
案I

我

原

售

度

方

式

の

一

例

と

し

て 

二

こ

ズ

は

、

私

を

の

姿M
絶

を

主N

す
る
水
策
龙
城
の 

保

護

格

城

菩

注

に

よ

り

、
そ

の

煙

咚

を

紹

介

し

よ

う

。

旺
二 

' 

こ
の
状
面

等

は•

改

資

、
 

手

挖

を

ニ

三

節
,̂

分

けN

箱 

示

し

だ

も

の

ご,

可
®

リ

祥

し

い

内

あ

の

も

の

だ

7''
ろ
ー
、
 

そ

の

一

気0

男

衣

に

11"
め

る

。a
ア

二

の

注

建

が

通
鎏
す 

る

前

に

、
次

の

袈

息

が

問

邀

に

ほ

っ

后n

ぃ
う
ま
ェ

亠;_)

•

K

 

z>
u
-
,0
n  g  X

 M-

き1

匕

v

ハハ
 oŝ
.

の 

土

熒

お4
H

水

の

怎

金

ヒ

ド

な

財

の

签

赤

発

展x
 

定

巻

に

府

保

し

あ

っ

て

い

る

が•

毎

人

の

豊

場

の
上

.
底

冷

よ.
び
懐

企

の

計
®

と
蓮

室

河

川

の

大

さ

な

更

版

と
を 

主5

に•

經

が

っ

け

ゐ

の

に

ほ•

そ

れ

ぞ

れ

の

住

代

の

各
案 

月

約

熬

次

に

大5
S

ギ

ャ

ッ.
ブ
が
あ

る

、
 

め

小

水

原

史2
■

ど

の

多

葉

15
、
直

等

河

1,1
の

総

合

的 

&

計

画

を

き

た

ず

と

も

行

い

う

る

・

す

苴

わ5
ェ
飛
度
毎

胆

苔

の

農

民a
よ

び

そ

の

海

依

に

眼

点

を

合b
出
れ

ば

、
 

運

邦

改

府

、
州

を

の

生

の
他

方

行

改

機

蘭

お
よ
び
住

民

の 

巔

同

の

形

で•

そ

れ

ぞ

れ

龍

当4
朝

を

の

青

用

便

理

ICE 

X.
う

るm
M

が

可
能
ン
一
行
る

。

二

の

よ

う&

気

を

鱷

来

し

よ

う

と

し

だ

こ

の

妻

律

の

鸥 

徴

と

し

て

、
 

水
修

理

を

中N
とb
て

猿

蚊

の

土

最'̂

水
を 

保

全

す

る

水

条

也

碟

社

会

に

関

す

る
.<

率

を

定

め

る-
-

と 

を

戒

目

と

し

目

が

ら

、
 

広

い

東

展

の

金

企

業

の
発
废
を
は 

か

っ

て

い

る

こ

と

、
 

名

冬

の

灰

水

調

飾

去

の

主
墓

焼
口
奥 

気

に

あ

っ
だ
が
、

こ

の

去

律

ご

に

此

方

行

政

擬

関

お

よ
び 

比

方®

袱

の

計

面

运

釈

お

よ

び

眞

行

上

の

を

任

が

強

調

さ 

れ

て

い

る

こ

と

・

が

港

げ6

れ

て

い

る•

る

お

土
表
県
金 

脣

が
擬
强

す

るw
け

に

、
ビ

の

水

泳

史

管

理

計
画
も

土
废 

保

全

E.Z
断

面b
て

更

め

ら

れ

る

こ

と

が

亨

ま

さ

れ

て

め 

リ

、

そ
の
現
紙
ズ
ほ
殄
正
上
庭•

保
企
飲
爾
の
住
簣
を
も
っ 

Z

い

る

。

Z 

広

律

の

目

的

こ

札

は

、
連

痛

要

宮

が

也

方

の

行

政

戡

関

や®

花
と
防 

途

し

て

、
水

素

お

よ

か

距

氷

原

止

域

で

の

芸

水

防

止3,

だ 

は

水0
保

金

・

農

加

と

利

預

の

便

途
•

她

み

に

順

す

る

改 

良

の

野
業

を

計

画.□

実

行

す

る

た

め

、
 

お

よ

び

地

方®

板



-90—

が

±.
度

・

水
®

熊

の

番

辰
•

別

18•

条

全

の

計

两

を

要

行 

す

る

の

を

援

助

す

る

た

め

？

も
の
で

あ

る

、3
尸-

比

段

内 

関

條

君

へ

の

蓮

馬•

経

洋
•

奏

会

上

の

魚

敗•

亜

邦

有

也 

0
反

般

い
・
お

よ

济

変

堂

可

,,'

の
水

資

譲

発

典

計

雨

の
' 

で

上

あ

水

浜

地

文

忌

浜

賞

!-
断

同

す

る

統

犯

を

承
す
も
の 

で

あ

る*

2

制
袋
国
放 

四

世

ホ
用
派 

境

曲
を
堂!T
る
麦

格

が

あ

る

と

苑

め

ら

お

ア
一
也
方
田
旭 

ほ
・
気
紮

奥

行

計

医

の

計

迎
、

必
冬s

土

貶

、
 

世

浪

樞

、
 

建

再

派

の
取

得

・

ホ

定

の

率

戻

責

の
金
用 

、
 

次

伝

骋

裳
の 

眞

行

、
各

検

定

袋

塔

禀

の

住

め

の

雄

邦N
0

要

約

、
親
盛 

の

基

紙

と

鍵.
再

(D
た

と

の

準

備

、
斐

水

簇

死

父

ム

に

胆

す 

る

築

水

也

双

の

土

地

の

ま

ぼ

払

上

に
わ
だ

る

育

身

考

か
ら 

0
土

隱

球

金

子

衆

奥

尬

へ

の

罔

花

の
取

暦

、
美
水
虧
止
セ 

亜

就
に
挺

更

小

8:
加

読

の

赍

同

の

又

払S

と
!
=

を
る
ぬ
球 

が

あ

る,

こ

の

也

方

氏.
限

か

活

新

を

始

め

る

に

ば

、
刑
去 

J

も

ヒ

ご

さ
建

点

や
認

疑

な

行

い

、
 

文

宜

奈
x

を
行
う
产
」
 

め

建

赤

と

英

約

を
給

ボ

か

、
る
の
能

法

愛

凫

資

展

の

振

助 

ヤ
浅

荷

城

勋

を

う

,T
う

ゐ0
.Z

あ
る

M 

我5
と
き
方
拧
我
酷
翦

用

さ

二

の

氷

東

世

祭

*:
に

対b
 •

ウ1
ダI
シ
ッ
ブ
を 

と

る,

君

千-6

n

ほ
、

土

曠

保

企

貉<
a

、

氷
金/

、

天 

無

資

源
公

能

、
土

建
族

金

府
一H
力
の
時

ri
除

殯

を

も
っ
て 

い

る

が

、

二
れ
、っ
の
塔
底

医

が

水

の
計
囿

を

滌

整b

、
水 

お

也

感

ご
の
黑

強

の
断

在

を

雨

ろ

か3
b

、
奉

堂
を
浜
す 

る

他

選
を

遠

搭
政

府

へ
推
面b
、
也"

S
像

の
組
例
区
長 

違6
、
*

の※

裏

與

狂

研

国

を
渋

計b
 

、
見
つ
そ
れ
に
会 

质
す

る

。
也
方

国

広

の

城

逶

ほ

、
弟

太

に

も

と.0

き

行

わ 

れ

るH
O

で

、
ピ

の

給

楽

そ

の

闰

派

は

課

統

や

延

刻

の

編 

运

に

つ

い

て

の

、

～
級

的

な

権

曲

を

う
る
わ
け
ご

あ

る, 

©
 

爼

和

拧

改

徳

窓

土

展

感

全

第4
、
資
辨
呉
窟
の
堂•

め
る
蚯
韻
内
て
池
の 

蓮
邦
幾
関
ゃ
处
ー
ホ
苞
依
ヒ
規
画
し
て
、
壮
発
氏
黄
检
丫
献 

通

の

騎

士

1•、.
丝

リ

、
州
の
推

薦

す

る

突
戸
駐

国
を

後

受

エ 

秀

種

の
塔
常

の

終
赤

初

県

を

磴

か

め

、
政

府

や

軍

の
支
玳 

を
割

当

て
•

威

曲

後

期
わ
ー
こ
め
地
方
目
保
と
睇
卤
〇

契
約 

を

緒

が

、
足

め

ら

れ

た

次

我

得

栄
を

朴

い

、
反

っ
斐
氷
防 

駆

に

風

す

る
-
m

の

エ
第

新

玄

取

坂

う•

山

林

局

を

の
相 

の

殖

系

上

也

管

挖

旗

風S
、

師

管

也

の

氷

琮

の

状

餒

を

弱 

ベ

、

次

声

儕

菓

を̂

画

し

奥

行

す

る

外

、
 

土

比

弧

理
時
変 

R
外

の

エ

里

の

忠

装

施

点

後

に

っ

ち

・

券

翅

邦

者

修

*0
う

る

和

桑

み
二
ぶ

じZ
、

資

療

の
節

当

を
行

う

こ

と

が
出
及 

る0
き
&

丧

東

荚

生

身

守

、

ニ

ル
ラ

の

号

葉

の

た

め

の

融 

覆

や

資

合

前

意

を

歼

い

、
各

公
計
年

浅

の

初

め

匚

、
 

負

金 

の

利

子

索

を

夂

示

レ

・

北

方

史

乐

を

連

じ

て

近

脊

金

を

旅 

収

す

る

、

⑻

衣
の
他

こ

の

ま

擇

に

よ

る

晋

常

ほ

、

ニ
五
万
囚
坟
下
の
水
原
貶 

城

お

よ

び

费

水

誠

心

に

順

す

る

も

の

で,

泱

水

広

止

ま
た 

出

水

の
便

金

売

度

利

用

お

よ

び

私

分

た

っ

さ

ー

友

府
更
定 

第
°

别

益

を

生

み

止
す

改
一
左
室
焦
の
サ
厂
無

あ

、
改
茂 

専

業

の

般

築

坊

の

応

模

に

ほ

制

限

が

あ

り

、
 

さ

た

ま

水

福 

節

お

よ

び

诞

悪

水

利

以

外

のE
的

の

も

の

に
対b
てH

、
 

反

装

を
充

学

し

な

い•

き

乃

事

案

ほ

、

そ

の

場

所

お
よ
び 

姿

装

の

種
皖

ご

と

に•

不

流

に

ど

の

よ

う

に

変

獻

す

る

ひ 

を
港
一
て
・
敬

八

登

用

で

霞

穴

の

水

網

河

と

そ

の

龍

祐

を

就 

条

約

に

星

立

し

、
併

せ

て
述
邦
女

府

支

出

公

を

滋

来

る

托 

け

ル

ざ

く

す

る

よ

う

選

ぶ

す

み,

3
、

理

用

度

初

の

在

準 

g

用
案

の

施®
 

水

無

心

管

復

の

等

素

氐

・

法
水
修

布
施

锻
•

法

宏

散

水 

施

談
•

理

光.
凝

水

施

談

、
ガ

リ

ー

の
専

运
•

笈

火

老

故
技

比
海
張
胖
好
奥
・ 

世

卞

氷

退

里

、
 

改

水

植

も

除

去

、
 

萇
約 

防

火

鼓̂

、
危

災4
土

砂

江

演

地

特

の

歯

動

次

後

な

ビ

ニ 

わ

た

る.
3

た

小

水

抜

世

で

は

、
 

階
段

匸

・

輪

住•

牧
資 

故

生

女

長

、

灰•

林

の

合

現

和

遊

桀

知

ど

わ

多

蠶

が

、
主
に 

&

る
,

こ

の

う

ち

、
 

こ

む

ま

律

に

よ

る

連

邦

の

径

滞

竣

助 

m

、
洪

水

防

族
•

底

人

、
 

奨
亮
な

ビ

の

用

水

竺

與

密

篥

ゼ 

ア

我

公

共

に

利

益

を

あ

た

え

、
且
っ
照
入
で
小
用
林
ど
は 

施

設

显

來

ぬ

程

就

の

も©

に

相

ろ

れ

る•

⑻

殮
邦
資
会
の
使
用

水

兼

心

保

護

JC.
稅

ゼ

ら

れ

る

者

仝

疝

、
そ
か
利
援

を
一
攻 

府

ゐ

要

第

利

チ

萃

ズ

青

な

止

し

た

版

以

上

IC
旨

る
べ2
ズ 

ほ&

い,

を

た

非

或

邦
有
也

へ

の

連

都
破

劭8
、
防
火
施 

設

、
 

植

初

®'
葉

に
よ
る
点

浜

防

匸.
•

が

り1
や
水
咯
の
安 

証

、
 

娉

殊g
的

の

階

段

エ

お

よ

び

下

流

か
滨
水
防
無
施
設 

に
代
る
酒

埒

feg

に
関

す

る

も

の

に

展

り,

を

区

段

*1'
底 

两

だ

け

と

す&

。

©
 

車
業
の
経
态
的
评
颂

評

斌

は

原

則

と

し

て

貨

幣

技

に
よD • Q

施&

ー
ー̂

 

が

賞
®■
(
 

し

を
®

法

す

る

も

の.
た
け
を
讴

め

2,
。
 

そ

の

兼

絡

一

次

膜

短

の

堂

拓

に
封

す

る

比

率

が•

右
利
ほ 

こ

と

び

型

尊

で

あ

る
・
第

二

次

お

よ

び<

形
便

装

に•

こ
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の

経

点

的

判M

に

用

う

べ

を

ご

は&

い
が

、 

暧

用

分

板
顿 

の

蠣

联

匸

は

用

い

う

る.

ま

た

多

目

的

ダ

ム

に

つ

いN

ぼ 

地

力

田

蚁

の

延

的

を

加

え

怎
評

惭

を

行

ら

こ

と

も

あ

る• 

3
選

先

政

府

の

後

助

を

展

先

づ,T

る
基
準 

こ

の

針

画

は
、
 
⑴

水

お

よ

が
土
史
資

源

の

集

全b
よ
、び 

叁

相

に

整

与

す

る

雇

施

・

Gi)
物
延
的

に

屋

忆

し

慫

赤

能
に 

喪

近b
た

史

城

を

公

共

の®

広

風

進

の

た

い

哀

を

す

る

埸 

合•

⑻

便

决

を

う

け

る

人*̂

数

や

资

涙

の

械®

お

よ
が
計 

画

止

坎

外

ご

の

便
お

の

程

夏•

な
ビ

に

っ

も

走

焉

の

上
腰 

枚

を

勤

め

る•

理

び

慢

况

す

る

。
ま

だ
便
施

萱

麻

比

密

が

一R
k

て
あ
る 

世

義

が

あ

る•

%
 

水

曲
地

10
變

斐

と
時
紫
奥
行
洪
画 

⑸
 

水

京

史

域

の

宼

木

度

を

っ

く

り

、
斐
氷
防
製
に
っ 

い

て

ほ

、
血

洗

胆

の

性

状

・e
域

、
 

渡

度

、
愛

否

の

内
' 

就

存

英

水

由

我

液

松

の

動

暴&

ビ

、
水

の

性

速
に
つ
い
て 

ほ

、
現

お

の

水

利

詼

版

の

吠

能

と

近

性•

柞

業

上

の

顧

邁 

诲X
漏

水*

、
水

利

魔

お

よ

浮

水

,0
熏

給

垂•

水

の

脓

風 

利

用

如

里

に

彩

等

の

あ

る

土

資

工

世

苴

の

装

架

、

水
地
の 

离3
る

こ

と

に

よ

り

超*

色

ろ

け

る

土

*,■

の

姬

画Y
程
澈 

爸/

を

顔

べ

る 
•

&

里

黙

夷n
計

画

の

超

迁

I-W

っ
て3
、
まX
防®
 

の

上

也

思M
玄

に

っ

き

、
 

炎

軽

防

止

刼

果

の

表

氮

、

迥
熬 

遊

希

を

徳

絵

冽

反

す

る

上

で

の

災

害

応

止

施

設

の
療
道
・ 

教

・

規

義

、
量

用&

C
の
遗
庆
・
多
巨
飽
渔
邀
物
の
晉•

用 

の
奏

水

曲

祭

耳

的

へ

の

意

当&

例

当

て5

ビ

を

行

う
♦

弱 

楽

阪X
管

理

に

つ

い

て

13'

土

農

・

水
資
潦0

居

斯

5'
利
用 

わ

た

め

にM
専

氐
能
猷
&

ど

(D
積

演

、
数

信

、
 

名
目
约
施 

敬g

責M
を

豪

案

水

測

に

劇

当

て

る

方

去

、
想

条

に

も
と 

匸
す&
 
• 

雑

裝<

用

水

の

た

め

度

方S
麻

が

杆

う

楣

堂

物

にG

い
て 

オ

、
 

施

效

・

散

愛

、
 

史

雨

と

モ

の

*1
野

ま

を

南5

か

1"
す 

る• 

•

、■ 

©
 

国

誤

計

画

の

彩

式

内

春

の

就

琪

ぼ

省

く

： 

5

 

経

府

城

助

を

資

け

る

星

菜

お

感

猿 

土

史

の

也

浜

に

贺

す

る

導

族

ぼ

、
施
人
有
地
の
無
厶
の 

た

め

淤

雲&

も

の

を

除

き

、

一
表
的
に
水
煮
保
装

上
旭
霎 

&
 
S
 6
 b
 •

庶

水

、
 

障

督

物

余

夫

、
海
程
遊
殺

に

凝

り\ 

或

っ

そ
の
効

菜

博

定

に

ぼ,

政

府

转

期

推

入
利
引
率
を
屛 

い

る•

我

水

防

集

〇

た

わ

お

希

エ
里a
、

ふ
っ
う
梅
人
が 

行

う

こ

と

ば&

く

、
ま

だ

仝

12-
球

1c
わ

た

2,
形

で

洲

画b 

B
 

a d &
 

い•

な

お

日

版&

越

皆

の

安

林

翳

祭
•

牧

界
®

無

、

上
企
磨 

極

西

上C
一
に
め
の
法

、定/

段

、
 

斐
氷
後
一
和
を

水

法

師
の
施 

教

に

も

援

助

す

る
,

き

と

座

案

用

水

の

東

潦

求

水

曲

段
, 

水

舞

、
 

工

巣

用

水

械

総•

レ
ク
リ

エ1
シ
ョ
ン
・ 

直
力
・ 

魚

息

獄

解

療

・

あ

水

迫

茂

百

と

に

関

す

る

越

蟆

に

も

後

®1 

す

る.#

、

僕

关N

復
車
の
您
运

肉 

責

務

先

の
政
策

13'
、

改

良

軍

策

を

建

全

洽

绥

済

的 

評

価

に

も

とO
さn
3

こ
と
、
 

投
'

す

べ

さ

資

用

は

第
一 

次

便

送

坂

以r
で

あ

る

こ

と

、
里

堂

權

を

の

評

陋

は
ャ
介 

に

庭

験

性

が

あ

る

二Z
、
を

定

めN

い

る,
3

丘
大
歳
塔 

も

、 

相

則

項
輦
ゴ
レ)

に•

そ

れ

ぞ

れ

の

目

的

に
応

ず

る®
 

族

と

愛

用

をM
う

か

に
す

べ

き

国

を

豕

求b

て

い

る

。
 

こ

の

後

有

的

評

価

は

、
 

水

無

保

遗

瘠

盛

の3

石
上
也
込 

環

磨

探

り

一

我

を

の

ぞ

い

后

一

切

の

狼

教

方

法

に

つ

い

て 

行

う
•

上

胆

国

理

雲

業

区
、
 

北

薫

生

番
荚

の

囂
な
ど

あ

り

、
 

そ

れ

が

行

わ
れ
る
前

度

の

下.N

 •

他

の
旅

蝮
&

ビ6

行

わ 

れ

る

と

考

え

る,

釜

林

や
牧

界

耕

貶

3'
ビ

オ

の

土

也

也
理 

S
M

は• 

経

験

に

』。 9

、
登

席

を

上

爼

る

公

的

以

的

便

送 

芝

生

み

出

す

の

が
督<

だ
か
一0

で

あ

る

、5

だ

こQ

支

建 

に

も

と.0

と

経

済

上

袞

斜

上

の

愛

邦

政

府

の

護

β1
を
行
わ

&

い

串

案

も

、

終

音

的

评

価

を

滅

霎

とb
甘

い• 

3

貴

癖

辞

価

を

は

要

と

す

る

の

ほ

、
 

終
お
我
助
を
う 

け

る

一

切

の

版

殺

儕

湾

物

の

外•

防

火

施

级

・

植

物

凌

覆 

に

よ

る

廠

座

ぬ

±.
辱

栗

、

小

ガ9
!

』
天

充

の

屈<

庵

敢 

格

無

目

的

の

睹

能

匸

を

と

洪

水

防

傲

の

だ

あ

の

土
地
処
理 

お

よ

が-F
あ

の

斐

水

防

樂

fe
誤

に

代

っ

てn
わ
れ

る
豪
協 

内

を

登

で

あ

る,

©
 

便
®
|

賞

若

の

経

运

に

管

適

師

い

ら

れ

る

不

報

' 

次

<0
強

り

で

あ

る•

土

越©

復
と

想

燃

し

て

い
る
徳
选
物 

忆 

つ

い

て

ぼ

憊

族

を

別2

に

分

1'1'
で

源
達
する

*
'

そ
の
源 

土

池

処

運

と

能.
び

讨

く

儀

選

物

の

水

無

保

護

上

の

横&

0
、
 

兩
煮
の
便
送
か
一
っ
上
貶
処
變
費
を
空
引
い
た
も
の
と
す
迎 

3
だ

失

水

あ

英0
な

め

の

然

送

ぽ

、

そ
更
を
れ
の
施
段
の 

責

用
に
比
引
し
て
・ 

谷
遊

設

に

割

当

て

る,

水
謙
也
保
段 

と
斐
*:
片

饗

の

可

ib
に
も

sf
斯

の

あ

る

土

也
也
鬼

も

、
 

上 

に

準

じ

て/

坂

う•

瘦

也

に

一

っ

の

章

板

とb
て
狡
能
す 

己

斐

水

綾

俞

あ

提

の

ご

と

さ

ば

、
そ
れ
自
体•

で

徒®

N

青 

宿

を

評

価

す

る
,

共

水

議

和

を

親

や
用

水

比

の
よ

う&

棲

堂

物

で
モ
の
グ 

ルt
プ

ロ

、
怒

奏

用

を

魅

遇

す

る

次

提

を

生

み

出

さ

お

ぱ 

き

ら

ず

、5

た

斐

水

弥

梨

や

羨

恋

の

よ

う&

各

目

的

かO
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の

梗•
釜

ボ

、

そ

れ

ぞ

れC
背

加

安

用!
C.
渔

応

す

る

蛇

婆
が 

あ

る

。
と

わ

遊

誤

が

定

一

欠

ま

用g
曲

以

上

に

利

用

さ

れ 

る

と

さ

は

、
 

こ

の

一

灯
の

利

用

か

ら

の

哽

送

を

一

括b
6
 

貸

用

と

対

运

さ

出

る

。
多

目

的

の

爐

差

物

で&

、

各

目
的 

別

の

便

隸

を

一

括

し

て

費

用

に

対

応

そ

せ

る

が

、
 

今
材
の 

療

に
ほ
、S
的

の

何

ル

か

を

さ
ず

取

上

げ

て

よ

い◆

よ
お 

や
、
 

足

素

はX
皆

®:
め
亜
受
は 

、
車

ー

目

的

ビ

の

向

凍S
耻 

水
花
ご

の

氷

の

商

氏

度

給

匸

よ

る

負

帝

義

に
号b

い
・ 

水®

地

成

舟

に

も

、 

も

し

い
あ
じ

る

し

い

旗

益

,2
生

ガ 

る

と

松

め

れ

ば

、
 

青

屛

田

把

を
考

え

る

上

で

弱

衣

を
す

' 

計

画

匸

取

上

け

る

登

讯

に
ほ•

計

画

の

に

め

の

サl
ビ 

ス

、
段

裕

後

酊

賞

な

ビ

を

入

れ

身

い

・

レ

か

レ

そ

の

把

の 

断

爸

提

資

、
至

我3
遺
段

、
軍

県

、
 

维
含
の
管
承
：

お
よ 

び

蓮

亜

tr
ら

生

じ

た

齋/

と

れ

る

い

军

独

県

<D
よ

うM
矫 

発

資

网

も

、
 

沸

茸

に

入

れ

る•

一
方
貨
幣
で
评
液
す
る
魚 

譽

ほ

、
 

通
界

後

物

の

行

わ

れ

る

土

止

垣

夏

の

没

送

、
 

斐
水 

や

土

油

推

殖

に

煦

す

る

災

若

の

熏

少' 

災
®

我
か
に•

よ
る 

寅

里

利

用

の
簿
在

に

も

七

ゴ

く

用

好

的

、
 

依
康
也
で
の
附 

抗
生M
3
H

出
生.
度

道

隶

加

か
ら
の
所

他

般

、
 

上

か

底

竜 

X
ケ

の

給

栗

と

し

て

の
麻

水

供

船
貲

の
武
ジ 

ニ
の<

素 

汇

よ

リ

前

だ
に
故

企

さ

れ

る

府
水
«.
の

质

母•

レ

タ

リ

」

I
シ

ョ

ン

低

後

、/

爲

獄

燈

夜

の

帐

處

写

と

と

あ

る•

も 

お

、
 

生

命

項

矢

の

簡

止•

逆

蓮

1®
加

の

利

益§

ど

13
、
尝 

格

で

は

か

ら

れ

な
い
か

め

、
数

變

を

酒

べ

、
豊
集
ギ
水
造 

理

上

の

費

IS•
分M

の
貪
料

と

す

る, 

続M
助

セ

施

戳

お

坪

通

は

、

そ
の
受
版
と
共
一

1-
切
を
り 

五

〇

年U
下

の

病

初

駅

圈

匸

対b

、c
か
億<

を

、
刻

力 

异

版

ゴ

示

す

二>

一
と
す
る
。
商

品
)

を
ゐ
生
め
資

帚
に
っ 

い

て

の

ほ

•&
ほ
、
原

則

ヒ
し
て

所
运
のM

般
計

画

值

格

を 

吁

い

、
剃

引

洋

la:
大

竣

産

の

雕

資

率

千

五

九

と

し

、
国
派 

の

支

以

う

亮

正

駕

入

先

の

利

率3
、
笑

オ

'''•

よ
っ
て
运
め 

る

、
5

實
麻
の
劇
巻

多S
的

の

権

造

丽

匚

っ

い

て

は

個

期

費

雨

座

除
便
施
x
 

ĉ
v̂
sfe 

r 
y 

各

頃

的

ご

の

余

知

び

な

ぎ

同

じ

に

§•
る

よ

う1
摒

を

て
- 

こ

の

方

去

口

、

個

羽

国

的

別

極

旅

を

境

出

す

る

が

、
此
宴 

が

あ

れH

風

一

膜

鑫

谖
を

生

筐

す

る

革

一

巨

曲

魔

設

の
赞 

用.
で

代

雨

す

る

ニ

と
が
あ
る
・ 

次

に
各
区
的
別
の
受
麻
を 

出

す

・

而b

て
経

目

的

別

に

接
送i
堂
用
た
る
则
余
億
協 

を
計•

紙

す

る

。

近

I-
烬

皆

窜

か

ろ

画
别
賛
眠
合
計
を
整
阴 

い

た

戒

り

の

苑

念

責

用

を

、
劇

余

慮

送

忆

必
例
す
る
形.
モ

-95—

5-
目

的

用

火

爲

二

広*

す

る

・

も

レ

竭

用

百

的

我

の

養

帝 

が

殂

ろ

か

ご

占

い

上

さ

は

・

度

度

協

に

比

例

し

て

费M
を 

第

当

て

る

二Z
と5,

る

。

更

に

真

冬

的S
例

と

し

て

、

畐

じ

土

也

に

求

氷

と

排

水 

Q

窗
殯
が
存

す

る
»

さ

、

灰
系
改
資
竇
&

排

水

と

次

水

あ 

傾
、
に
例
をN

る

淤

率

を
生

ず

る

、

こ
の

場

合

、
宛
一
ま
と 

し

て
•

球
木

す

べ

さ

超

世

の

見

領•

心

形

、

土
也
利

用

夫. 

土

廉

<D
性

資

将

ビ

に

も

と

ゴ

く

扁

水

暴

致(

点

 

J
T
K
 

y 
'

非

水

降

の

量

窩

を

契

価

す

る• 

方

モ

産

凑

風

通

の

菜

の

ピl
ク
血
水
哥

.-
一
•

対

す

る

洪
水 

小

京

水
な

堂

若

を

葬

陆

1-
あ

、
 

次

に

両

目
的

と
同

じ

後

逐 

を

生

み

出

す

多S
約

水

珞

を

龙

え

、
そ
の
膏
、
密

を
港
価
す 

る•

次
七
率

一

目

的

の

1®
合

わ<

居

に

足

例

し

て

、
 m
g 

結 

の
西

合

の

爸

務

を

、

そ

た

そ

私

の

耳
麴 

に
胤

当

て

る, 

况

二

類

二

去

と

し

て•

オ

ず

多5
的
の
水
生
の
管
网
を 

詳.
例

レ

、
二

の

水
定

不

求

水

明

発

过

け

に

启

い

ら

れ
こ
と 

さ

の

災

点

発

市

の

便

宏

を

运

め

る

。
火

に
-

一
の
水
路h

ろ 

の

金
没
法

を
求

め

、

こ

れ

がB
災#

後

荷

度

法

を
幾
引
を
、
 

•
エ

蛇

利

活

の

庇

進

厂

よ

る

後

拄

を

域)H
す
る> 

こ

の

よ3 

に

かJ
た

援

笳

の

比

率

に

よD
•

水
啓

賣

を.
二M
划
原
限 

連

と

关K
援

産

匚

分

け

て

劇g
て•

そ

の

う

石

土

也

利

离

度

紧

費

の

五

。
乂

を

更

匚

夫

水

防

禦

匚

応

贯U
、 

我
旗
を 

抹

水

匚

則

冬Z
る,

⑹

第

-5
次
武
流
の
課
值

こ

れ:3
資

用

介

理

に

際

し

后

い
る•

二
の
弟

二

女

件a
 

は,

衰

常

水

制

の

改4,

の

两

合•

そ

忆

1"
よD
誘
死
さ
れ 

だ

二

次

的

活

動

ズ

の,

対

や

サ

ー

ビX
の
橋
青
の
録
増
加 

あ

よ

り

S-
る

か

わ

、
こ

の

よ

う&

事
狭
の
有
魚
仁
ょ
り
生 

プ

る

二
次
的
看

防
で

の

純

所

得

城

に

よ

り

測

ら

れ

あ

、&
 

お

こ

の

使

桧

盛

は

、
 

前
国
に
次
の
よ
う

に

弊
颁

さ
れ

る
こ 

と

も

あ

る

。

の 

蟆

於

匸
で

冊

方

的

匚

済

喪

さ

れ

る

奏

筐

期

製

を

啓

の 

無

壊M
分

の

五%
 
•

5

 

加

工

該

更

さ

れ

る

底

鹿

物

の

旗

加

教

匚

っ

さ*

船

ハ 

三
九 
•

殺

粒W
ハ%
 
•

岚

瞪

住

物

三

つ

吆

、
砂
糠

大
枝 

工
大/

、

菜

砌

痺

亲=
5
%

、
米

一

三

ル•

强
孑
作
助 

一
。%

、

岡 

茂

菜

义M
皆

版

加

竣

の

一

八%
 
•

こ
の
よ

うy

•

水
施 

旗

に
よ
り
酒
加
す
る
督
、
旧

笈
^

ミ

 

に 

い 

っ

て

い

る◆

,
 

壹
用
金
植
壊
率

水

源

要

無

に

関

す

る

賣

用

先

夜®

準

近•

度

诙

孜
産

が
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定

め

る.
»

乗

用

氷
®

褪

の

資

灯
分

里

ほ

、

憧

あ

籟
匚
も 

X 6
W

、
 

国

ろ

ひ&

段

旅

着

に

観3

て
る
、
 

き
を
世
か
田 

依

や

土

比

所

看

者

、
里
差

着

ロ

、
渡

違

邦

福

セ

で

の

土

地. 

地

段

搬

、
遗

用

羅

、
 

反

喙

无

水

利

鹿

、
誑

遽

無

再※

首
理 

義

権

督

、
豊

栄

罔

氷

管

理

擬

循

に

よ

る<

後

线

装

中

力

面 

接

便

法

に

対

总

す

る

施

戦

責

ヽ

連

邦

政

府

以

外

と

の

契

均 

貸

用

、
衆

憲

界

有

死

ズ

の

改

适

选

誤

の

逢

铉

雉

奔

毋&

ビ 

を

負

理

す

る•

こ

れ

!-
対

し

て

道

邦

政

府

3•
、
車

救

援

助

费

、
世
の
故 

府
*

紫©

青

用

補

助

率

を

抵

え

な

い

範®

で

の

洪

武

店

叢 

のE
め

の

±.
世

过

逝

賛

、 

建

兆

有

也
で

の

酝

棄

責

、
苣
透 

愜

送

以

外

の

使

送

に

順

す

る

进

説

ャ

友

它

を

賞

也

す

る

。

ス

そ

の

他

X
上

の

外

こ

の

指

茵

苕

で

ほ

、
河
魂
計

画

お

よ
か
他
の 

行

政

機

同
の

赤

塞

と

の

岡
典

、
甚

成

道

琳

の<

宸

分

府

、
 

堂

邦

松

霓

師

性

也

で

の

改

氏

弟

族
•

氷
練
地

で

の

挺

牧
宿 

計

画

、
 

契

約

の

よ.
び

報

告

手
板

、

世

为

施

契
約
に
対
す
る 

サ

ー

ビ

ス

談

町

、
 

州

キ

と

〇

曲

燃

、
 

貧

産

の

権

科

た
責
任
・ 

• 

我
新
工
の

サ
ー

ビ 

ス

他

の

我

邦

燃

覚

と

の

防

息

、
探
集

と

徒

埋

、
 

理

粉

竇

耳 

锌

ほ

お

よ

が

费

庭

の

剳

咳

目

ビ

の

悔

に

か

げ

て

、

畝
殂
レ
、

更

に

木

京

比

業M
計

画

の

冽

を

茶

げc
い
る

び

、
 

声w
す 

る

。 

：

モ

Z
、

您

香

米M
人

のK
竇
流
や
水
気
世
に
対
す
る
若
ー
工
方
ー
氷
護 

地

啓

鎮

直

後.
一
般
、
 

お

よ

び

そ

の
改
族

岌

行

の»
9

方
を
、
 

公

去

五

大

六

に

倒

を

と

り

耙

介

し

た

わ

け

で

あ

る

。

出
米 

う

れ

ば

、
水

源

遊

匸

お

11-
る

用

水

記

外

の

増

戒

の
具
体
例 

オE

に
も

入

り

た

o'
っ

た

が

、
 

そ

の

率

摊

が

出

肥&

か0 

だ
。

&

お
わ

が

画,N

可)U
上

表

の

飛

駛

母

理

を

行

う

簡

合

、
 

彼

国

上

は

同

遨

め

京

上

げ

方

が

か&

9
選

っ

て

く

る

か
も 

知

れ&

い♦

に

も

か

か

わ

ら

ず

、
塞

す

な

す

匿

導

と&

る 

水

の

罔

題

を

取

扱

う

率

統

の

上

で

一

彼

区

の

そ

れ

は

、
小 

&

り

佞

に

セ

つ

近

が

あ

る

と

冠

う

。

ヘ
林
禦
法

检

厢

経

疥

研

史W

義
)
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第

3D
ア

メ

リ

カ

タ

旅

地

利

用

I
 

土

池

利

用

の

任

買

4

豕

画

たt
r

そ

の

あ

木

か

土

也

歩K
か
天
您
資
源 

の

利

用

ば

っ

い

て•

土

地

極

海•

工

庶

ョ

会

產

滋•

魂 

※

原

全

経

済

ツ

ピ

と

ハ
ラ
塗
安
及
前
第

分

野6
お

る• 

こ

れ
ら

の

諸

論

口 •

七

曲

•£
キ

ie
と
す

当
獎

源

の

刻

用 

と
祿
空

底

っ

と•

私

毎

あ

万
至
社

会

範

海

の

兄

躋
か
ら 

可

題

の

诉

を

を

明

、？
か

たU 

圣
り
経
料

的

史
理
の
略 

針4
車

貝

区

所

貶

し

て

い

る"

3

レ
こ3

第

合

择

海
ヒ 

い
っ
て
ニ
ニ 

実

探

55
发

式

春

次

術U

奥

す

る

も

の6
と 

専

ら

経

濟

管

の

をM
2

よ
る
一p

の•

更

定

•■•
会

制

发
を 

衣

家

に

を

で

謐

改

す

ろ

も

の

な

ヒ

、
可

成

り

の

試

回
の 

X
番

が

豕

ご

れ

お,

お

冷

共

、
 

こX
ら

の

血

茏

内

容

吃

ほ

立

入

、り
於
ハ
ダ 

そ
れ
ら

が.
駅

畜

林

を

の

曲㈤

土

地

如

天

素

負

院£

然
合 

的

な

尿

り

城C

・
全

冰

対

な

冬

連

包

行

っ

て

い

る
こ
レ
ー 

ヒ•

本

意2

要

す

る

。

书
ヒ

エ
リ

土

地

産

葉

郡

円

た

期 

一
9

ろ

所

灾

を

発

案

し

て

fe
リ
•

社
会
的
に
き
れ•

さx

の 

孫
能
組

窓

そ

お

ろ

し

・

更

な

気

线̂

土
筮
・ 
f
c

典/

驾 

と

實

用

を

の

也

勿

包M
的

負
済

的

条

片

分
、ヶ
、
畑
正
・

台

炭

、
 

旅*0
屿6

ド
イa
ル
に>

点
®

向

し

、
 

地
式 

的

rzM
亲

分

紫0
ず
ら6
な
地

带

书

見

らH
と•

芝
を 

湘

に

J;
っ
て
は

、
 

同

半

の
尺

敗

に
か
ん
が

み

、
レ
ー
ラ 

ル
•

ゾI
U

ン

グ

忆

エ

リ

エ

地

利
用
力

種

類

を

惻

限
し 

て
い
る
ヒ
ー
ニ
つ
も
少
な
く
なC
。

1.
二p

か

か

わ

ら

ず

、

一

嫩

装

氏

妤

、

又
土
地
の
公
失 

逞

理

域
肉

が

、
寿

合

的

か

土

地

利

用

の

知

識

を

現
す

名 

隹

、炭

巨•

か
校

り

福

い

ヒ

見

ら

れ

万•

芝

の

理
由t

r
 

い

ろc

ろ

考

え

ら

れ

ゑ

兔

猛
!±

玄

大

で

あ

リ

、
相

体

的

ヒ

人Q
ズ

少

('
おw 

6
ら
•

土

世

历

有

の

規

祺

大

公

私

と

もN
A
W

い
。

レ 

そ

が

っ

て

土

地

の

性

灰

て

合 

っ
た
利
用
を
行
お
う
と
す 

れ

ど,

ま

走

都

内
が

今x

や

す

ひ

が

、

一
方
裁
版
は
お 

る

が• 

労

功

カ

よ

ミ

し

6'
タ

で

35,
る0
2

の
を
め
然
台 

的

な

土

地

利

用

を

え

之

た

匆

目

的

経

岩

ヒ
な
リ
や
す
、 

M
次
は
経

评

的

生

芝

者

と

じ

て

、
 

花

湯

安

仏

二

成
忘
を 

办0
ど2
え

ず

；
加

り

石

.1Z
が

何

の

大

を

求

め

て•

土 

芯

を

涉

動

す

ろ

自

由Y
)

韦

木

さ
い■
'

つ
ま
り
土
世
生
至 

で

も

、

生

速

者

li
エ
界
生
産
笈
で

の
足
合
と
同
じ
集
段 

で

、
 

利

用

充

を

を

受

、

s

ぶ

。
喪
忆
公
有
林
で

ー

ニ
氏
承 

二

率

生

す

る

エ®

君

理

極

肉

に

し

て

、

油

会

的

な

裕

要
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求£

と
り
入
れ
た
步
目
的
毎
時

2:
武
り
寿
す
へ◆ 

ま
た<

合
的
な
土
地
行
政

tz
当
石
公X
W

罔
お
昨
希 

C
岩
蜜
レ
て
い
お,

思
春
省
の
土
壌
条
金
局

','

甄
キ 

も
数-r
再
ほ
わ
た
石
曲
漸
雍
典0
話
果
生
じ
岳
広
大
埃 

土
次
模
能
地
や
、
 

炭̂

部•

車
地0

線
旧
事
業
と
、2 

れ
ら
の
南
止
の
を
必6

理
氏
强
助
の
連
邦
機
罔
と
し
て 

誤

rr
う
れ
を
が
、
駅
合
利
用
の
発
展
を
目
標
ヒ
す
石• 

と
、り
に
ー
九
ー
ー
ニ
ー
耳
に
設
遗
ざ
れ
た
丁
レα
ロ\

没
水 

昉
止
、
策
行
、
走
番
、
很
界
耕
地
利
用
、
盘
林
お
よ
び 

生
俠
の
圧
浩
水
準
向
上
を
目
測

k.
す
石
土
地
お
よ
が
取 

の
轨
合
的
な
利
用
阳
登R
E
4
0

歳
興
でB

っ
た
。
ま 

七
水
来
ダ
ム
争
会
忆
工
石
造
あ
、
用
水
。
鍵
給
を
主
正 

希
と
す
ろ
土
地
匍
発
商
が
瞿
地
切
亜
整
排
水
路
冏
設• 

土
地
の
用
夢
か
占
進

XJ
で
、
土
咬
制
査
ぶ
と
敗
分
顺
に 

モ
ヒ
づ
く
我
培
旧
地
に
我
で◆

立
ち
入
っ
て
い
る•

臾 

匸
土
地
や
資
源
の
お
ふ
測
用
の
だ
め0

委
烫
会
於
ビA
 

性
大
やN
V

か
坟
り
の
数
に
上
ろ
で
あ
ろ-
っ•

そ
の
他 

四•

の
土B

行
取
機
阳
で
あ
ち
士
牋
尿
会
埼
や
大
然
質
照 

杼
の
行
政
方
材
も
州
氏
で
毙
ば
れ
た
姿
烫
会
で
決
望
す 

る
序
合
も
、
地
県
世
会3

上
世
利
用
上
の
同
奥
こ
っ
ハ 

て
、
 

青
あ
的
な
列
断
が
行
わ
れ
る
ク
ズ
、
 

ハ
ラ
ま
で̂

埃,
と
こ
ろ
で
、
 

こ
のR
ラ
は
綜
合
的
馍
土
地•
前
百
て.
汾 

rr
る
林
地
の®

夜
ざ
け
に
つ
い
て4
•

天
穀
リ
同
煥
を 

金4

り
石
。
土
地
匸
固
若U

てQ
な
林
木
力
生
摩
期
闻 

が
镀
ハ
ば
か
り
で
な
く
、
土
地£

汶
と
れ
林
蔗
物
と
し 

て
道
货
倉
の
キU

入
る
ま
で
の
、
 

務
熊
加
工
・G
動
澤
が 

或
い
か
ら
で
あ
る,

生
選
者
ヒ
し
て
の
農
氏U
Q 

一っ
ま
で
韦
校<

、
探
策 

も
段
氏
の
烷
寤
の
史
文
と
旬
工£

目M

ど
す
ろ•

こ
の 

点a

ら
土
地
の
利
用
这
に
旗
徒
を
つ

rr
れ
ズ
、
 

敷1

奮 

|

林
必
唄
净k

な
ろ•

我
が
国k

!i
興
な
リ•

近
文..
麴 

Z
有
差
燧
の
瑞
麗
が
非
常

IZX

さ
い
分
ら
で

d•
必
お
が 

土
城
尿
全
局
の
土
地
公
衆
篡
準2
よ
っ
て
も
、
 

単
地
点 

林
地
エ
リ
も<

好
世
を
、
他̂

ヒ
も
育
寄
地-w

舉
当
て 

ら
於
て
<\
石•

比
だ
林
也
才M

地
と
鼓
合
す
ろ
が
、
永 

耳
攸
卓
也
な
し
口
養
地
と
裙
完
毎
な
規
合
が
步
ハ
・ 

衆
莖
物
郎
畜
ま
一
物
の
価
格
か
推
将
ご
れ
まX
X

、
 

版 

又
ほ
こ
れ
ら
の
ま
理
た
よ
り
、
耳
析
得
の
ま
そ
当
鄂
金 

を
吹
簿
す
る
よ-
っ
、
ェ
地
利
用
を
校
闻
す
べ
-<
、
一
領 

に
は
收
入
が
ふ
を
く
て
铉
ハ
林
木
に
ロ
、
余
リ
岗
心
をJ  

队
わ
は
い
。
す
公
力
も
酸
渓
大 

、
 

特
別
の
地
域
は
别
ど

し
て
、
 

点

3s
を
比
較
的
軽&

し
機
会
が
あ
れ
ぽ
取
も
し 

て
米
だ
。
今
日
で
も
、
各
排
地
圻®
2
®
-U

、
懸
足
林 

の
林
相
が
も
っ
と
も
不
良
ヒC
わ
れ
石,

に5

か6

わ 

ウ
ダ
、
 

适
芸0

公
布
地
処
分
故
案
の
循
釆
と
し
て
、
思 

冢
沈
祖
の
森
林
面
順
か
、
も
っ
に
も
広
く
域
っ
て
ハ
方• 

ひ
か
レ
一
行
・
回
氏
お
麻
乃
至
妞
域
超
浑
と
し
て
見 

れ
ば
、
林
産
的
な
瓶
要E

・
雄
耳
大
お
い9
で
あ
ろ, 

史
産
の
利
か
ら
見
て•

林
木•

林
革
物
お
よ
び
そ
の
囲 

塞'B

紫
で •

田
氏m

客
鹼
頓
の
五%

を•

話
年
生
み
出 

し
て
い
ろ•

しb

石
之
、
 

こ
か
冰
衆 

林
茂
紫
肉
祭
、粉 

寿
無
の
う
ち•

林
地
近
あ
若
忆
關
す
る
立
木
だ
知
牧
入 

口
五
分

rz
直
ゴ
カ
い
り
で
あ
方, 

ニ
カ
ス
一
っ
な
区
貢
っ
窟
紫
が
、
単,̂

民
解
消
み
、い
刃 

土
比
和
耳
、<

巨
果
氏
乏
対
す
方
を
け
の
土
地
政
衆
で 

T
み
た
そ
の
回
炭
記
方
的
意
演
を
紀
返X

j

れ
た
い 

の
は• 

C
一

っ
弍
で̂

な0e

こ
の
よ
う
块
点
を
是
正
す 

み
こ
と

rz
云
っ
た
夕
は
、
一
九
三o

耳
為
後
た
持
黒
し 

巨
沢
戡
费
滾
功
展
全
更
動
で
る
っ
て
、
水
源
球
强N

重 

w
a

避
い
て-H

ハ
と
が
、
公
木
佚
給
の
園
氏
匏
済
的2 

X

定
と
し
て
、
 

国
有
林
の
晩
特
就
嫁
き
包
わ
だ
し•

を 

れZ
前
絞
し
て
、
知
有
林
の
訳
否
そ
、
み
く
の
州
で®

あ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
捺1
侖
で
口
あ
る
が
、<

界
嘗 

地
公
よ
か
流
約
租
穫
の
車
理
の
を
め
始
め
ら
れ
を
地
方 

的
众
レ
ー
ラ
レ•

ゾ
ー
ニ
ン
グ
も
関
依
林
差
案
を
吸
引 

し
、
室
定
レ
を
林
業
地
帝
を
培
簷
す
る0

ば
、
 

成

功U 

っ
っ
話
る•

七
、
B

に•

州

戻

の

'5,
颊
の
下
に
、
森
林
の 

池
素
用
き
探
捌
限
を
を
、
行
っ
て
ハ
石
州
も
、
若
干
あ 

石,
庭
丈
的
に
見
て
、
合
祭
団
の
上
危
生
産
素
け•

慶
紫 

ヒ
番M

米
セ
中
心k

し
て,
°

わ
彳
全
区
域
を
席
龍
* 

新
次R

り
生
産
力
の
高
い
地
芾
へ•

安
走
固
着
し
よ
5, 

と
し
っ
ゝ
あ
る
。
各
施
の
间
発
計
画
や
歳
豕
政
策
も
、
 

こ
の
よ
う
公
複
何
を
展
更
し
て
八
ス
。

し
分
し
、
 

注
耳 

の
逝
剰
民
差
物
の
知
理
康
家
の
行
き
今
オ
リ.t

r

同
姓 

の
生
毒
理
当
地
の
圧
海
及
び
都
地
胞
面
積
の
菊
沙
を
余 

诫
众

4.
し
、
一
左
耳
か
ら
、
 

土
麻
銀
行
制
腐
を
と
っ
て 

い
る•

も
し
こ
お
頃
句
が
催
持
を
れ
ろ
な
ら
、
 

赤
素
の 

と
め
の
疑
傷
はM

創
分
症
些
ご
れ
よ
一
っ•

こ
のS
建
り 

A

ハ
ズ
・
漸
次
負
ホ
現
襖
ぶ
丘X
E

な
っ
て
来
た
林
粧 

紫
が

、
 

農
場
林
紫
次
助0

方
向
を
と
っ
て
('

る
の
韦
、
 

注
目X

-

れ
てX
0

。

X

上
に,

合
家
画
で
の
一
锹
的
な
土
地
利
用
の̂

え
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、无
主
整
な
土
地
行
改0
坦
当
捜
巧

、
基
木
第
な
絞
比
物 

司
政
奈
な
屿N

つ
い
て
歩
べ
を•

队
モ
忆
な
、
協
世
利 

用
の
再
当
着
ど
し
て0
演
倉
丸
果
、
利
用
の
生
な
不
動 

ウ
ヒ
し
て
の
林
産
物
龍
箱
爭
痘•

及
び
利
用
の
無
向
釁 

建
は
ビ
に
っ
と
脱
展
を
比
べ
石•

II
林
班0

所
有
と
整
港

各
咏
园
総
地
貫
ー
ニ
ー
ヒ
斗
石2
?

ュ
—
力-
)

の
ち 

ち
、
旅
划
武

的

三
•

五
方
名
占
め
ろ
。

し
か
し
山
林
局 

記
针
で
は•

-T•
ラX

-
P

の
一
部
だ

H•
を
含
み•

を
の
約 

三
业%
=
.

六
木
面
千
巧-4
が
热
池
マ
、
こk

之
対
し 

枚
好•

牧
草
地
三
六%
 •

悬
地
ー
ニ%

と
な
っ
て
ヘ
居• 

林
地
面
後
の
中N
a
 •

林
木
庄
是
外
林
曲
レ
ー
し
て
、
 

林
旭R
帯
忆
含
ま
ね4

す
る
が
、
斌

牧♦

レ
ク
リ
エ
ー 

、ン
コ
、：

野
生
鳥
獣
感
歳•

風
景
な
ど
か
をM

の
守
ウ 

～
七•
五
千
五
な
が
め
み
の
で
、
こ
れ
を
除
く
に
、
林
木 

生
盞
用
林
地
よ
めg

九
千
五

2:
レ
ー
な
る•

を
の
所
方
刷 

比
毕
ズ•

翟
邦
有
ニ
ー
ル
、
州
再
お
よ
び
地
お
を*

術 

身
毛
八%

、
林
蓮
史
君
有-

チ
八%
 •

欢

冢

知

有

三■ 

ヘ%
'

を
の
他
個
人
趋
ー
ー
六•
と%

で
あ
り
、
公
相
林 

一
一
六•
七
方
一2

过b
•

私
有
林
の
比
理
が
ヒW

三%

と
用

1
•

港

に
高C

 •

令
世
祀
初
里
ま
で
のM

装
士
也
広
求
な

、
 

土
池
啓m
 

首
の
立
朗
か
ら•

七
っ
ゴ
ら
公
若
世
を
如
令

',
方
を
計 

を
レ
ー
っ
て
来
だ•

十
八
世
铝
末
か
か
十
九
世
紀,■
貧
匸 

か
け
、
き
ず
用
•

個
人
へ
の
下3
地
と
し
て
、
十
三
州 

ヒ
チ
ベ-
tl•x

匚/

し
、n
た
キ
ー
タ4
位
払
*,6
、

～の
朱 

公
奖
琏
残
地
一
回

an
千
万

3:
の
う
わ
、
一
。
厳2

を 

ra
版
図
ぜ

!-r

で
火
分
し
て
へ
お"

し
分
ソ
熒
业-

第
二
入 

っ
て
、
薄
へ2

の
弛
の
取
用
に
よ
り,

坦
界
有
地
は
苦 

千
増
加
し
だ3
僕
妗
ア
ラx

か
で
は
、
三
一M

万N

を
火 

分

し
だ
外
で
、
黑
吕
友
、
公
用
緑
籽
地
と
し
て
、
乐
有 

ミ
れ
て
い
石,

ル

公
M

林

(/)
国

有

族

劝
本
王
産
用
林
池 

へ
五
百
万W

:

在
産
外
以
他 

九
六
百
方M

、
林
木
主
産
と
水
源
衆
義2
■

ま
エ
绚 

と
し
て
廟1£

ど
れ
を
を
の
で
、
 

「
後
期

IC
わ
を
石 

阪
木
学
放
の
登X
善
历
花
的
に
」
幣
理
終
済
う
れ 

て
示
だ3

平
西•

非
端
居
に
わ
た
リ
、
登
別
的
物 

る
的
忙
照
に
於
じ•

結
笹
的
は
基
慮
で
、
 

运
穴
可 

洋
の
林£

物
の
收
莪E

§
.

掘<

透0

利
用
をH

I
-101 -

か
ろ
急S

で
あ
る,

生a

用
界
也
口
、
公
史
差
用
林
加
の%

こ®
-
 

ミ
い
が•
e

の
林
木
番
積
氐
全
井
の
均
を
と
あ
、
 

と
く
匸
板
秋
王
愛
上
曳
唳
で
ゐ
る,

一
 

A
 

の
立
木
表
荒
亘
は•

构
と
。
德
ボ1

ド
フ
ィ
ノ
人 

で
あ
っ
だ•
M

芝
八
千
万w

w

牧
野
こ
お
て
ら
れ 

二
の
九
口
万
火
ヒN
•

'
み
万
人
の
段
番
家
若
が 

第
へ
ま
近•
旗
切
京

奇•

与
番
仁
無
を
整
疚
し
て
い 

考,

林
不
益
莒
€>
、
枝
辛
ハ
再.
圧
ま
區
ざ
寸
ぎ
回 

用
す
る
が
、
次
及
の.
『
演C
K

、
妆
で
ぜ
は
ハ
・ 

久
海!
3:
延
水
力
規
剝
汶
冰
説
節
•

蹴
力
、
炭 

温
、
工
葉
わY

ダ
読
行
タ
た
め
の
用
小
原
と
し
て 

素
彼
っ
て
い
る•

は
く
に
者
第
で
か
葱
義
がr

袁 

で
あ
お•

又
国

。

 5
忑•
十
一
万
人
工
及
ポ
レ
ク
リ'
一
 

I
シ
ョ
ン
のE
め
クX
亦<

-•
対
し
て
モ,

各
種 

の
義
謝
に
し
て
い
石
・
サ
ン
マi

爪1

ム•

リ
ゾ 

—
ト•

眼
練
敬
地•

用
水
路•

訳
」
実
付
地
な
ど 

面
斌
一
一
吉
ガ
エ
カ
浦
感
ば
軍
帝
可
心
の<

屋•

平 

岩
斗
一
一
、0

0  0

回=
0
O
2
X

上
の
山
火
の
防 

二
学X
• 

ー
ー
一
の
苗
園
卷
営
ビ
ー
一
万M

の<

林. 

妆
野
福
延
、
式
長
ー
ー
マ
を
囈
の
戒®

社
茂
ヒ
ロ
木
マ

連
の
病
親
工
球
、m
の
他
墙
獣
镶
義
、
超
玄&

蘭 

般
モ
重
整
率
限
で
め
る•

一
九
五
六
耳
の
国
方
林 

収
入R

、

二
•

六
マ
マ
石
ド
ル
で
あ
っ%
 

固
有
麻

cr
を
の
数

か-

3
九
、
 

誤
需
镀
営
指
厚 

のK

ー
ー
山
は
局
が-
»

哲
林
尚£

決
ヴ
て
直
理
す 

る•

指
尊
余
徳
ほ
、
山
林
局
铁
—

君
城
局
卷1
 

風
我
林
区<
I
V

怛
林
慝
衣
と
な
石
。
臂
番
区
破 

ば
、V

木
局1

国
有
杯|

造
林
若
と
分
化,
 

率
律
的
に
口
、
林
木
結
首
、
枚
野
経
営
、
野
息
歡 

任
够
、
 

レ
ク
リ
エl
シ
ョ
ン
、
土
地
利
用
、
水
源 

地
翌
善•

火•

昉
止
及
び
総
務
と
合
れ
て
い
ろ
。
 

わ
が
国

k.
ち6
 

一
っ
終
喈
处
理
と
し
て•

欢
の
諸 

点
が
挙
げ
、1<>
れ
ろ
。

い
を
目
国
在
営
で
あW

こ
り

日

一

景
海
税
を
標
準
と
し
て,

州
に
當
路•

孚 

故M
金
レj

し
て
、
収
入
の
一
一
五%

を
央
付
す
あ 

縉 

巫
隹
力
庭
林
面
焼
は
一
五
ヮ
ガ
逐
疟
度
で• 

主E

し
て
天
底
突
新C
よ
ろ,

虹
林
烫
大
異
邦 

資
金
の
外
、
 

立
木
岩
入
省
分
ら
預
託
会/

用
い 

石•

な
わ•

感
庭0

、
原
則
と
し
て
立
木
理
分 

で
あ
ろc
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•

土
地
利
用
合
理
化
計
画
用
地
を
覇
延
す
方
。
 

こ

汉

は

一

九

五

〇

耳

農

帰

管
用
流
タ
イ
ト 

レ
迎
に
工
り
茨
け
ら
れ
て
ド
る.

当
初
土
蔗
既 

会
局
が

(S
理

し
て
い
た• 

®

去
の
過
段
利
用
の
だ
め

、
 

迫
力
减
返
し
、
侵 

钺
•

箱
整D •
家
全
饭
旧
の
齊
要
ヒ
な
っ
た
喫
也
・ 

次
野
を
政
向
が
承
用
し
、
渡
良
事
素£

行
一
工
主 

宦
用
終
地
は
五
マ
円3

で
、
 

木
部
令
は
改
野
で
あ 

石
・
本

来
•

受
一
,0'

し
く
ば
野
用
に
也0

な
い
シ
亠
地 

の
豕
超
矽
な
利
用
«.
地
方
的
こ
是
正
し
、
地
方
の 

么
が
传
出
載
・ 

収®

業
倉
・ 

强
株
恬
由
者
ツ
し
の 

生
活
区
族
に
べ
立
て
ろ-

右

、
 

呆
会
激
焉*

一
行2 

無
旨
で
あ
方•

し
だ
が

っ
て•
※

4
1

の
原
則
た
エ
リ
、
 

我
野
・ 

春
林
左
差
力0
孤
復
ヒ
将
杭
を
図
る
風
瘙
で
、
 

地 

も
氏
の
利
用
を
促
難
し
、
渐
次
自
家
消
宜
や
沈
窓 

を
増
加-
,<
一
は
よ
ラk
す
る,

州
\

の
侵
付
地
寸 

コ
.
>>
に

ftir
行
田
体
口
質
付
疗
ら
れ
万
が
、2

の
環 

甩
浒
可

X.
熒
け
て
、
地
方
氏
は•

こx

らg

 

土
地 

を
数
枚
以
草
、
 

林
華
物
探
取•

レ
ク
リ
エ-

シ
ョ 

ン
笠
ビd
用e
ゑ

©

营
林
君
の
仝
权
的
性
福
が
養
く•

国
皆
秋
冬 

ヒ
の
同E

、
国
若
林
区
か
芬
す
モ•

ょ
だ
般
の 

公
私
裁
闵
と0
協
同
学
業
が
死
室
し
てS

ろ
が, 

を
の
だ
め
宫
林
岡
た
ば
・
用•

私
為
林
義
か
あ 

る
。

8

 

土
地
廠
理
局
所
客
公
式
雅
種
地

総
面
旗,

七
、九
彳
ガ
ス
ロ
、
主
ヒ
し
て
超
性
・ 

半
乾
住
の
境
原
、
灌
木
地
お
よ
が
眇
沢
だ
が
、
 

本 

地
忒
三
千
万2
•

を
の
う
ち
主
亜
用
林
地
六
百W

 

N

で
あ
ろ•

工
地
産
財
中
も

-O
り
も
あ
盛
の
あ
ろ 

の
は• 

眞
石
で
あ
ろ
が
、
な4

利
用
さ
れ
る
土
地 

昧
攻
野
で•

ー
六
千
万2
が
、
州
有
池
一
ゼ
不
为 

2
k

共N

•

チ
イ
ラi

放
牧
送C
よ
石
浓
枚
区
に 

配
当
ざ
れ
、
 

療
苗
装
着
忆
便
用
許
可
し
て
い
る• 

面
部
十
一1M

の
建
邦
あ
地b

・
松
地
漫
の
五
三• 

五%

に
占
め
、
を
の%

は
放
牧
ミ
れ
万
・
常
备( 

率
位)

淤
数
の
五
一 
%

が
、
 

平
均
用
,111
グ
目X
牧 

U
、
'

ニ
平6

目
冢4

単
位
忆
毙
し
、
ギ
ー
尊
総
辅 

装
量
の=

0
%

を
供
裕
す
ろ•

建
界
牧
野
中
風
羽 

林
二
皿%

、
土
世
啻
理
局
所
百
五w
%
z

及
ぶ• 

開M
•

林

tx
主
と
し
て
焚
期
入
牧
、
 

上
如
啻
理
幅
加

題
地
氐
秋
も
昌
の
東
攻
に
血
す
る•

知
力
牧
野
を 

向
様
で
お
ろ•

殁
紙*

毎
畜
装
着
所
理
の
赤
耳
攻 

車
地
口
、
程
波
も
行
发
わ
れ,

耳
的
故
牧
も
可
読 

で
あ
る
が•

面
市
が
十
分
で
笈
ハ"

き
の
だ
め
放 

牧
区
超
訳
け
、
 

分
理
的
首
理
た
よ
り
地
力
を
改
善 

ヒ 

放
牧
能
力
を
高
め
ん
と
努
め
て
い
石, 

次
牧
这
の
镶
用
济
可
な•

-&
四
国
有
林
そ
际
じ 

く - D

耳
期
限
を
が
、
 

外
た
耳
善
可
が
あ
る
・
官 

菊
林
で4

支
新
の
車
淖
生
改
良
の
だ
お•

入
取
頃 

• 

菽
を
減
ら
す
こ
と
が
初
万
が•

款
牧
区
で̂

度 

用
の
原
利
氐•

永
久
的
で
あ
り•

し
た
か
っ
て
31 

良
は
余
リ
連
實
な
ハ,

放
牧
料
金3

收
野
広
理
瓮 

に
モ
ヒ
イ
ご
、
 

平
均N

当
リ
三
ャ
セ
ン
ト
・
原
杳 

車
位
冃
当
り-
一
石
セ
ン
ト
展
庭
だ
か
、
家
畜
の
市 

一
H
0

次
里
超
方
魅
寸
石
画
有
林
の®

含
よ
リ
を
、
 

若
千
も
八
。

折C

林
地
は
一
局
林
紫
部
が
留
理
す
万,

以
前 

広
杉
要
木, 

被
吿
木
央
分
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
 

•

九B

七
耳
の
运
停
飞
、
林
木
を
林
庵
物
を
東
態
し 

ラ
そ
ニ
と
は
な
つ
た
。
し
か
し-

微
て
オ
官
理H

 

不
十
分
で
、
裁
孫
違
の
キH
M

上
ば
、
地
元
氏
の

好
料
球
承

rz
委
ね
て
い
石•

し6

し
オ
レ
ゴ
ン
州 

の
クS
,

婦
魔
地

0:
、
ダ
グ
ラ
ス•

ウ
ア1

の
窓 

令
林
が
節<
•

加
冇
题
経
自
卒
務
加
の
林
務
首
が 

現
地
五
人
の
总
林
区
長
を
指
痛
し
、
経
営
し
てa 

石,

二
の
帰
屋
地
か
ら
の
溫
収
入
ワ
七
五%

ば
、
 

折
近
都
庁
は
え
み
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
回
歩
泰
と 

の
用
遽
が
見
ら
れ
石, 

的

そ

の

也
の
盟
邦
旃
地

国
立
公
風
点

d:
三
二
。
天N

を
皆
理
す
る
が
一 

春
通
木
八
百
万N

を
有
し•

尚
主
任
林
務
官
寿3

 

っ
の
胞
方W

理
区
の
林
務a

を
蓿
坪
レ
、
西
火
組 

燃
の
事
南

、
麻
林
保
護

IC
当
石•

板
探
は
技
唱
と 

防
火
の
た
め
の
み 

に
限
ら
れ
る, 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
争
務
周
の
留
理
す
方
东
存
也
区 

六
一
百
石2
,
c

及
ぶ
が
、
主N

し
て
イ
ン
デ
ィ
ア 

ン
圍
人
ス
は
瘫
波
为
也
で
、
 

異
邦
有
武
五
百
万N

 

に
置
ぎ
合
へ,

こ
の
ラ
ち
次
野=

ノ-r

zr
を
、
 

林
也 

-
X

百
万

3.
と
い
わ
れ
ろ
ぶ
、
生
き
用
林
地
は
七 

百
万N

で
、
用
林
業•

故
牧
部
が®■

理
す
方
。
,2 

の
錘
営
氐
、
生
産
乐
籠
の
た
め
の
残
探
規
网
、
囿 

人
の
収
入
増
加
の
だ
め0

私
籃
営
へ0
転
塚•

也
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あ

木

の

公

荒

、
 

水

と

七

会

の

彼

椅

なW 

匚
重
点
を
適
く
。

を

り

他

制

彦

商

、
魚
•

野

终

策

局

、
在
海
軍
岩 

土

送

尿

金

角

、
マv
α

武
屿
の
新
管
池
が
お
方
が
・ 

就

期<

管

咯

す

き

的

用

福

林

州

益

地

へ

千

百N

の%

は
,

連

知
■

内

地

で

、
 

そ

の

曲

式:
•S
分

就

短

火

ム

文

期

入
^

よ
リ
哌
用
し 

て

い

る•

を

の

内

容

ズ
•

生

産

用

林

地
-

八
、
公 

順
一
一•
/

釣*

頃

用

五• 

牧

お

回

吗

景

劇

地
' 

き

の

処

九

百N

と

な

っ

て

い

る,

し

合

レ

生

差

>$ 

林

地.E
精

は

る

と

、
謚

林

胞

面

複

三

チ

カ
2

と
ハ 

わ

れ

ろ•

州

旭

林

番

宮

が

州

洞

林

を

溢

替

し

、
 

卞 

部

組

鄧

と

レ

て
•

地

区

林

請

店N

に

は

森
林
に
普 

官

が

、

役

够

今

美

期

匚

当

ろ

。

各

阴

とIP
、

腔

磐

の

込

硬

だ

石

防

火

、
 

関
衣
杏 

防

祭

の

怕

福

で
森

林

輔

をN
、

か

な

リ

近

ル

でC
 

タ 

ノ 6

し

全

体

と

し

て•

知

壮N
旅

や

思

立.
不 

地

が

期<

、

し
と
が

っ

て

收

入
の

参

('
ク

ェ
•
,

ワ 

シ

ン

ト

ン•

ア

イ

ダ

ホ
• w

ン

タ

ナ

三

第

燈

で
も 

ろ•

ま

な

疹
く 0
蝌

は

直

営

苗

丽

を

も

っ

が

、
 

私

真

林

へ

の
苗

木

英

合

が

主

で

、
 

火

有

あ

目

卷
力
送 

林

率

栄t
n

锹

て

進

ぎ

なC
•

近
赤
成

鎖

の
よ
い 

の

ぼ

、
 

ーー
 

K  i
ヨI
ク
•

ミ

シ

ガ

ン

タ
ー
ー
州
で
あ 

る
。

@
 

地

方

自

治

ホ

商

抓

郡

、
串

郡

区

、
 

学

校

区

お

ヒ

を

米

田
が

か
所 

萩
林

で

八
一
日
石a
'

を

の
な

か

げ

は

郡

及

び

郡
区 

X

、3
た%

®

ウ

イ

ス

コ

ン

シ

ン

、
 

ミ

ネ7

タ
=
 

州C
あ
る
。

郡

お

よ

び

郡

区

有

林

は

同

型

で

、

レ 

ク

リ

エl
シF
ン

、
 

林

木

庄

理

を

主

目®

と
レ
ー 

絶

愛

常

希

双

分

か

験

、

分

故

地

の

を

め

所

布

•2:•
婦 

し

を

も

の

が

り

い•

ウ
.I

ー
へ
コ
ン
シ
ン
附

内

郡

南

林

二

百

万2

ば• 

州
•

郡0
«

収̂

常

が

行
わ
れ

る•

対

政

府
1̂

群 

ガ

推

褶

の

な

必W

当
リ
ー 0

セ

ン

ト/

虫

し

、K
 

後

そ

の

他

の

券

案

を

残

期

し

、
收

益

の

う

ら

^-0

 

%
w

成

尿
魂

ヒ

し

て

郡

忆

細

め

、
 

残
頼
を
収
得
す 

る,

ニ
オ£

政

菠

庆

躲

林k
ハ

ハ

、
こ
の
経
管
区 

r
り

、

三

つ

耳

前

破

産

次

解

の

諸

郡

が

主

烫

寰

濃 

を

曜

银

出

米

石K
ラ

rz
な

っ

を,

故

お

レ
ク
リ
エ 

I
シ

ョ

ン

收

入

忒•

直

森

郁2
入
ろ,

市

町

村

有

林0
w

な

水

沢

林

で

あ

ろ•

ま
を
学 

応

--:A

。̂

存

您

林x

が

有r
万
•

更

に

蹴

像

規 

念

槪

勤

が

普

及

し

・W
取

団

ホ2

萄

工

公

厳

折

名 

送

の

記

金

林

が
め
る•

ス•

私

有

冰

跳

云

の

公

言

地

岡

か

の

祐

衆•

林

木

主

塞IH
?

林

世 

の

や

か

な

あ

林

で

あ

方•

次

耳

の

麻

衣

の

話

条

ヒ

し 

て• 

一

锹
こ

知

心

林

が

必

く 
•

生

生

豊

用

抜

比0
ヒ 

三
方
た
当

ろW
戀

に

时

し•

放

狭

用

花

族

哦

五

三%
 

を

モ

ク

忆

国

ざ

か

い•

ヒ

く

ビ

嵐

遢

麻

口

通

検

比
率 

を

三％

に
対

二

菽

耘

用

第

茯

は

一
五%

で

あ

そ 

レ

か

し

林

差

紫

崗

会/

求

タ

ー

器

の

範

营E
、
 

近
耳 

重

歩

し
て
永
た,

あ

林M
会

社
有
林

貧

故

会
社
三
五 

バ

レ

プ

会

を

ゴW

 
•

と

の
也 

卓

台

詩

六

ー

一

百

万2
,

そ

の

考

は

五

行2
以
上 

のX
折

加

で

は

か

五

千N
吹

上

の

ナ

旅

况

で

あ

ろ• 

合

無

回

林M
&

首0
進

査

力

点• 

ベ
ル
ア
会
社 

と
云
わ
巩
る,

勘

三

十

ケ

用

一

彳5

マ
ム
上
の
士 

池

を

軍

将

し

を
・

ベ
ル2

・紙
会

を

は

、
 

が
っ
て 

ベ

ル7
近

聯

入

劇*

の

た

あ

、

ニ
ュ1

ヨ-

ク
以

Ise

rr
で

、
九

ェ

摄e
阳
鏤
し
を
ニ
ソ
ー
ポ
司
る• 

今

石

平

均

一

〜m
百

理M
奥

万

か

ら-

原

木

包

親 

荷

し
て
わ

り

、

三

カ

連

賃

物

で,

近

距

谨

タ

株

地 

二T
公

里

林

出

来

石• 

Y
-

ら

だ•

工
場
き
な
也
勿 

施

族

へ0
半

永

久

的

な

叵

験

力

投

負

の

展

定

し

を 

国

敗

の

そ

め

fz
モ

、

原

木

成

合

涼

。
将
紀
的
處
保 

が
能

ホ

で

お

る,

加

ち

バ

ビ

、
防

火

施

設

の

一

辍 

的

整

幅
•

感

能

負

粗

历

浪

少

なS
N
X

り

、
蛀
未 

率

柒

モ

斑

獎

改

を
娉

し
,

近

我

期

終

過

を

31
き
合 

ラX
ラ

た

な

っ

て

木

を

。

こ

の

な

お

、
 

林

木0
成 

育

がM
<
•

市

母

条

杵0
要

好

父

帝

都

や
カ
當

で 

の

ペ

レ

ス

今

社

方

ネ

カ

発

展

が

若

し<

、
今
日
を 

の

範

甞«

、
各
所

药

を

通

じ

最

上

で

あ

そ 

面

部

の

穴

足

模

取

杖

会

社2

合

板

、

ベ
ニk

会 

近

も

、
原

木

カ#

鏡

の

確

镀

の

を

あ

・

林

案

银

首 

ヒ

カ

を\

れ

て

東

て

('
ろ,

し
か
し
北

郡

で

ズ
・ 

堂

だ

でm
長
依

期

を

維
帯
し
一
っ
ろ
ま
请

勿

怒

道

が 

少

く

、
战

陈

地

を
就
代

り

に

公

看
,"

茨

すb
、
他 

へ

肥

却

寸

方

后

合

が

分

人

。
但
し
ケ
イ
ス
コ
ン
シ 

ン

州

の

春

林

収

複

送

に

工

る
我

社

之

、
収

殺

曲0 

一

お

租

技

支

払

ひ

の

氏

宣

お

だ

め

、
ま
記
毎
善
を
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行
っ
マ
い
方•

:£
の
也0

会
波
加
林
の
経
君
氐
、
 

支
区
十
分
で
ほ
は9

⑺

黑

β

林

抠
林
地
ほ
こ
と•

五
斗
石N

で
妆
筠
笈
含£

ガ• 

王
茬
用
林
地
は
、

一
•

五
4'
方N

と
い
わ
れ
る, 

S
N

火K
0

規
操
沂
有
君
三
八
〇
万
人•

ー
モ
ー 

千
万3

で
、
 

W
D

N

M

下
ロ
一
ニ
一
。
近
人•

な
お 

朗
苑
着
一
人
当
り
平
均
オg

ル
マ
で
お
と• 

て0

感

若-

成
我
奈
件
由
一
般
に
良
塔
会
が

、
 

也
の
折
苑
に
に

し
林
相
不
式
で
、
 

応
又
选
訳
、
筏 

接
右
汶 
、
 

爆
林
機
有
您
業̂

不
十
分
で
お
方
。
そ 

の
理
由
と
し
て,

不
現
則
小
量
生
産
の
た
め
の
布 

場

ひ
い
て
は
林
家
へ3

更
心•

用
激
のX

欧
、
 

密 

収
入
頂
冏
で
の/

機•

垓
寛
、
理
親
文
も
な
ど
へ 

の
買
お
金
不
足
扑
挙
け
ら
れ
な,

レ
か
し
、
 

行
政 

キ
屋
蓑
田
林
の
外
部
か
ら
の•

林
素
改
考
へ
切
正 

力
はE

わ
り
っ
っ
あ
そ

⑶

を
の
ね
の
個
人
有
林

生
産
用
林
地
一
三•

一
千
万a

•

ー
人
当
り
平
内 

現
根
巨
一
一
九
衣•

を
の
キ
て
な
や
却
現
模
韦
大 

さ
く
・
决®

な
芸
常
を
も
含
を
の
で
、
 

平
均
し
て

ろ
・
合M

国
で5
•

飲•

ペ
レ
ア
養
宗1̂
•

五
大
走 

<

か
一
つ
で
あ
る•

五
年
照
a.
物
生#

烧
西0

密
瑶
•X.
里
じ
て
、
立
本 

ペ
ー0

怅
ド
ル
、
 

匚
覇
な
じ
泉
根
也
急
で
の
丸
太
救 

モD

南
ド
レー

y
一

、の
た•

流
近
女
で
の
施<

裁
者
の
耳 

折
怎
は
ニ
も
旗
ド
レ
で,

風
庆
历
密
後
菜
の
五%

11 

当
る
。

近
耳
の
木
核
消
買
道
ロ•

ーV

。
〜
ー̂

五 

意
立
亠R

次
で
お
る•

そ
め
ラ
を
骏
戕
丸
太
五
チM

を 

ベ
ニ
ヤ
文
木w

a
%

、
ペ
ル
プ
狀
ニ
勺4
 

桶
梅
林 

V

亠
へ%

・

至

在

月

以-

そ%

・
 

痛
対
太
一•

八%
• 

他
木
マ
大
ク 

坑

木
•

と%
 •

そ
の
他
用
は

V

 B

 %' 

淤
女
一
六M
%
.

で
あ
る•

主
要
诠
物
種
ク
消
賞
動
向 

.<•

次
の
面
り
で
あ
ろ
。

毁
依
用
紀
太
一
九
ヮ
六
ほ
セ
承
隅
七N

 

慰

、
 

一
九 

三
二
耳
栄
也
三D

権

、*

二
次x

戦
中
七0

您

、
一
 

九
五D

耳
以
降
は•

六
五
心
立
方
唄
前
後
を
統
け
て 

い
る
。
道
管
室
のA

D

必
は
計
案®

で
、
ま
た̂

五 

方
.

•x
旬
内
で
主
注
し
て
い
逊

バ
レ
ア
な
ー
九

。

 D

耳

二
-

慳
で
あ
っ
拒
の
が, 

一
九
一
一
三
耳
七
億• 

一
大m 

ー
ギ
・
一
切
感
、

一
た 

四
ヽ
耳
一
二
憶
、
 

一
九
五
六
耳-
一
ニ
ー
億
立
古
次
ヒ
盾

農
史
林
よ
リ
三•

林
相
武
訳
坞
で
军2

•
 

祈
布
君
の
車
揍
は•

会
社
契e

の
也
通
円
取X
 

海
紫
着
、
 

駅
婶•

汾
物
若
な
め
の
外
、
土
池
县 

注
を
も
金
X)
で
い
万•

番
曲
折
方
着
の
分b

ぱ
文 

同
一
町
村
万
至
部
内
に
、
故
地£

折
有
し
て
へ
役 

そ
の
東
仲
は
離

入
力
主
で
、
相
続
は
域
程
衣
で
も 

る
。
洗
有
期
旬
ー
ー
区
々
だ
却
、-
一
コ1

イ
ン
グ
ラ 

ン
ド
の
鏡
分
で
ば
十
九
年X

上
が
均
三
耳
外
下
が 

物
を
占
め
て
('
な•

m

林
奉
物
の
稀
夢 

厶
志
炭
物
の
泌
贲

商
希
利
の
一
九
五
回
耳L

業
セ
ン
サ
ス

1"X

万E
 

林
亜
業
网
紧
工
陽
数
ロ
、
夜
木
会
社
一
三
千
、
無
核 

匸
筠
二
方
、
べ
ー
ー
や
、
合
板
工
思
五
百
、
小
板•

确 

律

・
纪
廳
典
様
工®

皿
五
ャ
、
紙•

ペ
イ
ペ1

ボ1
 

ド
七
百•

紙
加
工s

M

千•

そ
の
胞
口
千
ヒ
な
っ
て 

い
ろ,

課
材
工
画
の
規
模0

•

数4

ド
レ
の
小
工
斑 

か
ら
教
百
万
ド
ル
のX

工
建
式
で
、
広
ハ
幅
が
あ
る 

が•

パ
レ
ア
エ
啰H

数
百
万
ド
ル
以
上
で
、
生
産
物 

ド
レ
为
リ
の
帔
補
資
木
匕•

欠
産
泵
中
で
累
商
で
あ

ル
サ£

耳
増
加
し
て
(X
ろ•

へ
ロ
一
人
当
り
ペ
レ
ス 

耳
的
實
堂
ゼ
八
石
ボ
ン
ド
で
、
 

步
数
の
工
獨
的
親
と 

放
我
がr

い
てe

石,

固
内
庄
超
は
一
九
回
六
好
・ 

En
an%

e

産
し
た
・
玄
菜
樹a

一
ヒ%

た
が
、
増
加 

領
何
で
あ
る•

ベ
ニ
ヤ
tx
、
一
九
一
。
再
一
應
が
潮
増
し
、
 

一
九 

五
六
耳
木
過
立
方
呎
た
理

す

そ

一

九m

。
耳
来
の 

就
業
場
合
板*

の
次
较
的
呼
紫
拡
載
の
无
る•

生
産 

貲
が
應
货
レ
た6
•

近
耳
で
氐
校
街
改
筋

ヒ
よ
り
他 

T

U

、
し
だ
か
っ
て
需
婁
常
用0

攬
句
に
あ
乃
が
、
 

ニ
カ
日
本
商
品
ヒ
の
市
陽
建
等
が
国
恵
で
名- 

そ
の
也
用
忒•

全
用
林
消
貫*

の
へ%

程
次
を
を 

あ
、
耳
た
よ
りx

差4

公n
 

政
材•

港
質
遗
の
派
少
が
甚
し
く•

一
九
三
大
耳 

に
比
し
、

一
九
五
一
一
耳
は•

半
诚
し
マ
い
石
。
し
か 

レ
近
耳
レ
ク
リ
エi

シ
ロ
ン
用
木
炭
播
逐
か
階
加
す 

ろ
祖
何
で
め
毛

を
の
他
、
ク
リx

マ
ス,

ツ
リ1
•

松
府*

テ
レ 

ピ
ン
源
な
じ
の
消
費
が
あ
る
が
、
省
略
す
る• 

林
産
构
の
消
質
は
、
従•
来
燃
枝
の
城
リ
を
神
ラ
形 

で
パ
ル
フ
材
の
増
加
が
あ
リ•

且
砲
の
用
双
港
賞
が



-I08-

我

期

的

忆

渐

用

し

だ•

そ

の

隣

、

ベ

ル

ア

様

の
現
実 

価

麻K
産

責

し
て
も
、
 

発

効

通

格i
t

比

較

53
安

支1
、
 

を

の

掛

来

希

雲/

野

增

加

し

た

が

、
 

一

方

炊

枚

以

実 

効

価

格

も

魔

賁

し

、
崎

整

理

ぼ

や*

固

定

し

て

い

名 

べ

\
-  Y

用
斌E
我

故

ほ

ヒ

の
画
杼

照

賞

*,
」
示
-

次

〇 

の

で

、
 

板

粧

牺

安

12
食
°

込

ん
で

米

た

。

林

産

物

の 

潜

任

就

要

の
予

測

は

週

快

し

ぱ

し

ボ

行

わ

れ•

ハ.
っ 

れ

も

人

口

・

生

活

水

萃

上

用

1"
拝

ラ

が

に

、

か

故
リ 

カ

全

歩

増

切

を

見

込

ん

で

ひ

る

。
M

 

林
差
也
浜
給

一

兄

五-
一

耳

の

林

木®

菠

谢

生

で

な

、

ア

ラx

わ 

を
含

み

五

Un
へD

面

立

お

浜
(

甚

生

五

前x

上)

卷 

林

弛
&

当

リ

七

百

立
方

吹

た

な

ろ

。

こ

ク
中

にn• 

湯

木

・

販

比

可

能

苗

後

木

豆%

を

含

む,

这
を
叔
物 

用V
種

六D
％

、

小

丸

太

用

義

頑

二

三%

で

あ

互 

王

差

津

業

成

、

土
地
が

広

く

気

鍍

が

あ

い

の

で

、
 

味
点
管

理

の

期

織•

天

気

史

新

刀

た,
め
の
皮
褥
方
法 

の

現

制C
理<

を

置

ハ

て

、
 

長

卷

方

式

辽

と

る

号

合 

が

矽

い•

次
一
一
迎
耳
林
典

調

の

充

実

に

伴

い

、
放
賦 

利

用

げ

す

す

ん

で

养

た•

わ
か
国k
異

は

リ

、㈱

斜 

也

が

タ

へ

の

で

、E
狼
城

敬

の
者

及

も

转
や
か
た
し

一

部U

ば

縦

空

焉

種

も

行

わ

れ

石•

レ
会

し

監

林.
ヌ 

a
当

リ

ロ

〜

三1@

も

の

俎

植

で

、
伐

採

頂

猫S

2

す 

る

面

感

比

単

:5
值

く

、

館M
樹

林

也

帯

で

dr,
極
更 

天

然

更

研0
方

が

成

嶺6
よ
い
・ 

耳
選
択
鱼
は
一
五
一
一
處
立
方
次

、

一
九
五
一
一
耳
に 

は

、

生
立
ホ

ー

。

八
梅

、
柘

料

木

一

七

職

が
今
出
ご 

れ
•

北

本

主

連- D

ヒ

通

で,W

の
一
っ
ろ
駅

品

七
七 

意
•

燃

松
-

一Q

感

を

上

り

、
残

り
は

廃
涼
と

な

っ
を 

こ

の

耳

。
谓

直

•S-
レ

ー

の

建

引

一

五

施

立

方

次

以

主 

と

し

で

カ

ナ

ダ

か

ら

輪

入

ど

れ

た•

外

日

山

林

局H

 

林

木

王a

上

又

の

諸

火

を

内

德

ヒ

し

て

(\
ろ• 

㈠

用

般

の

主

要

給

源

た

ろ

扳

以

用

帝

旗

が

西s

で 

あ

る

・

战

採

量

忆

枯

摂

銀

を

加

え

石

ヒ

、

耳
成
せ 

量

の

二

六

招

に

先

し

、

レ
一
く
に
針
紫

墟

si
樗

が
ひ 

か
ハ
。

㈢

林

度

武

に

小

数

樹

種

に
っ
エ

く

彼

若

し

、
大
技 

炭

会

が

減

じ

、

下
等5

旗

杖

惓

複

か

小

え

て0

る, 

母

火

災

病

玄

者

の

だ

め
•

耳

広

伝

量
の
ほ
ポ
柘
植 

レ

、
且

そ

の

母

し

か

利

用

し

て0

块

ハ

。

し
た
が 

っ
て•

現
找
探

碰

で

も)a
战

で
お
を 

4

•

梭

の

春

林

友

芳

の

日

様

と

レ

て

、

-I09-

B

 

0

を

雨

雲

を

あ

た

し
て-S

 <

U
は
• 

一
 0 2

ーー
 

D  

扉

同

て

現

郡

計

票

樹

板

材®

感

の
成

轨

理

を

冗
っ 

〜

一

五

切%
 
•

広

臻

曲

一

五5 
ー一
 

ヤ
名
、

而
部
板 

可

蓄

制

の

成•R
量

を

ー
ー
ー
ー
-ヽ

た

叨%

増

加

す 

否

必

要

が

あ
る
。

ゆ 

矢
話
理

加

の

た

めUI
T

立

木

次

熊

の

改

等

、
 

鬼M

言

访&

が
•

乗

上

の

送

で

あ

石

。

き

の

た
め 

の

B
員

木

相

用

を
促
進
し 

し 

五

ギ

万m
の

遗

林

可

能

地

の

超

林

を
は
か
リ 

©
 

不

帝

立

木

灰

態

の

生
装

用

林

地

力

の

根

相

を 

改

良

し•

理

丸

異

新

を

袋

发
す

る• 

内 

資

析
•

を

荷

の

利

用

合

理

饪

・

廚

か•
-

の
新
足 

送

丽

龍

切

を

め

の

演

限

所

至

林

来

林

産

茱

発

展

の 

を

め

刀

経

済

的

研

空

を

に

蛭

す

そ 

ぞ

の

也

木
谟 

K
世

の

特

殊

あ

港

の

襯

査

韦

す

す

あ
そ 

-
一
こ
に•

林

地

利

用

の

名

逹

を®

万

ラ
と
すW

 

袜

装

式

家

劇
のM
純

お

加

らK
-
•

N
 

休
尬
利
用

の

長

南

土

地

利

用

ひ

い

て

は

床

越

利

用N

っ

ハ
て•

奏

ぶ

べ 

と

こ

とH
ギ

常

忆

夕

く 

当

蔔

の

歓

悔

で

こM

を
尽
し

用E
c
•

レ
な
が
っ
て
ー
ニ
ニ
ヾ
ロ
、
氫

去

に

お

rr
石
林 

地

利
用
の
意
潁
の
茨
必

と

そ

れ

を

も
そ
ら

し

を
経

済

萧
力 

と

の

期

族

・

並

びS
J

の

奥

生

じ

を

主

要

な

社

会

的

、
 

政

家

加

用

貝

にe
今
駱
先
す

る,

林M
0

族

ざ•

一
六W
D

耳
と
オ
・
吁
妝
窗
の
半
ば 

を

占

め

て

い

だ

ヒ

い

わ

れ

石

。

、し
み
し
爾

来

動
世
紀
の 

終

り

頃

で

ロ,
M

蜜

を

中

心

ヒ

す

石
諸
童
素
的

発

の

協 

で

あ

っ

た•

た

離

技

断

訳

蹟

の

敷

設-
」
よ

り

、
公
共
確 

春

地

か

欽

莖
•

朝
任
農

氏

・

映

桢

会

益

な

公

に

、
 

綾

衣 

と

な

く%

下

rr
ら

れ

、
農

堀

而

発

、
趁
案
及

び

都

市•
連 

次

の

な

め

、
再

し

い
森

林

が

杈

り

去

ら

况

を

故

地

口• 

恭

揚

ゃ

工

第

力

楣

蓄

用

地

と

し

て

瓯

薮

な

モ

ち

、
更
だ 

農

だ

の

既

强•

生
産
力
増

強

の
た
必
•

防

迎

故
•

瘦
内 

林

な

じ

の

維

持
•

盛

就

を
熄
在

し

を

云

弟

そ4
当
が

、
 

十

金

公

効

果

を

孝b

用

校

か

っ

だ• 

前

世

紀

依

キ

・

資

源

乱

农

か

枕

く

をm
•

海
く
か
城 

辰

護

・

林

木

央

給

上
の
社
会
总

必

要

か

ら•

翟

部
•

州 

の

痪

林

の

育

理•

行

政

徴

肉

を

粗

凝

し

华

め

ら

れ,

司 

W
林
の
前

苧

と

し

て

の

蘇

林

禄

将

地

モ

区

副

さ

れ

胎M
 

と

。
今

世

紀

に

入

る

こ

だ 

、
 

「
林

衆

の

目

的

ロ

、
森
林 

を

闵

込

あ

方

こ

と

でt
r
K

 

く

、
を

の

保

誤

と

利

用

と

を



一III- 一IIO一

巧

み

に

毋

み&

わ

せ

万

二E
で

お

ろ

」

ヒ

の

理

由

今

、り 

«

通

谷

力

林

家

紫

西

だ

技

*;
し

、
 

内

彦

若

の

菽

は

乐
告 

た

€.
國

有

林

と

レ

て
骑

百

し

た•

繭
米

国

打

林

や

州
酒 

林

の

住

首«

•

公

关

夜

責U
X

石
資

源

氏

金

成

定u
則 

っ

2.
ろ

か•

夕

日

的

経

密

の

姓

旗£

示

す

こ

と

にx
リ 

社

会

的

«•£

の

憲

族

ど

音

迎

的

な

ら

し

め

を, 

金

也

忙

に
、

石

废4
、り•

炭

也

・s

産

用

地

の

姒

前 

面

な

故X

士
•

漸

く

を

の

衅

害

を

黄

至

し

惶

め

を

。
比 

都

で

よ
•

双

界

妍

窓

の

潛

割

の

だ

め

、

手
无
と
共
に
読 

栄

•e
也

方

明

広

も

不

迸

定

と

公

り•

帝*

一
し
い
放
載

親
空 

ヒ

租

建

滝

純£

生

じ

だ•

だ

っ

た

お

大

潮

三

州

は

、 

レ 

—
丐

ル•

ツ1 
ー
ー
ン
グ
イ
郎
法
を
き
レ

、
林
家
•

レ
ク 

リ

エ

—
シ

ョ

ン

划

S.
2.
注

め

、
新

規

票*:

2

芸
た
し
名 

用
郡
武 

上

我

侵

般•

初

世

意％

の

現

象

が

鎮

若

と

域

田 

士

曲
&
T

心

と

す

ろ

真

源

银

全

へ

の

訳

说

が

す

す

み, 

一

元

～D
再

校/

中

部

大

平

原

五

帕SX

转

ra
林
池
胳 

の
直
成
節

画

か

、り•

土

地

利

用

金

理

比

沛

画

や•

工
ぼ 

烝

全

局

の

尊

緻c
a

で

進

ん

だ, 

こ

の

風•

ウ

ィ

—
ク

ス

衣

、
ク

ク1
ワ
•
<

ツ
ワ
ナ 

り1
ま

に

入

り

、
更

那

はx

の

拭®

小

度

立
ざ
ね
・
面 

買

林

る

水

次

Jfem
x

にX

り/

入

づ

れ•

各

用0
妳
義

等

周
も
瀬
次

を

臾

し

、
紙

林®
•

火

組

績

の

車

感

・

或
®
 

林

紫

足

宣

の

と

め

力•

定
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百

石

エ-

カ
ー

が

あ
て

ら

れ

て

い

る

か 

ニ

の-
っ

ち

充

主

鳥

製

保

装

忆

っ

ハ

て1x
川
に
福
甩 

で

申

菜

を

お

こ

な

っ

て

い

セ

助

用

妖

用
地

時

深
用

地

と

し

て

利

用

ど

れ

る

面

旗

な 

V

 D
D

 

有

工1
カ1
、
訐

可

数

再

力

、
 

を

の

お

も

な

内

蓉 

H
、
 

サ

ン

V、1

ホ1
ム

用

処

、
陪

探

般
地

、

テ
レ 

ビ

ジ

ョ

ン

用

地◆

枚

腸
•

軍

キ

ャ

シ

ア•

成

野
用 

地

卷

ビ

で

あ

そ

ズ

を

鉱

山

用

負

付

地

目

と

地

暗 

理

商

が

ざ

め

る

が

、

±1
鄂

S3
お

林

で

皿

百

万•
エ
ー 

カI
が

ガK

と

沛

の

た

め

資

村

rr
ら
,

て

ハ

ろ, 

こ

の

を6
は

土

地

利

用

合

理

止

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

r: 

工

ろ

面

月

也

七

百

ガ

エ

ー

カ1
を

营

理

す
る, 

日

面

卵

的S
冰

り®

野

ffi
部

回

有

限

一
三
、
百

石

エ

ー

カ1
カP
加%

亠へ 

一

百

ガ

エ1
カ
ー 

ロ

放

牧

ャ

れ

る•

そ

れ

ら

ば

、
 

拓 

山

、

山
出
・ 

草

地

分

ら•

ボ

ン

デ

コ1
サ

松

恺

节' 

ピ

ニ

ヨ

ン

松

、
ネ

ズ

ミ

サ

シ•

ナ

ラ

、
カ

シ

7)
林
地 

希

、
 

総

ひ

ヒ

こ

ろtJ  R
A
N
 

と
迎
草
ダ
イ 

ア

の

尚

旅

改

買

IC
アe
そ

こ

か

紀

港•H
、

か

っ

て

官

傕

般

創

設

広
に
エ

リ
ー
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部
研
去e

れ
た
が
、
 

不
査
当
な
だ
め
換
に
放
囈-

れ 

た•

単

へ
。
希
姿
が
ふ
を
、
族
第
张
寿
に
牧
年
米*
 

が
学
へ
、
 

正
単<

ヒ
水
源
«j
祖
は
ハ
ち
ぎ
る
し4

紿 

下U

た
。
雨
来
、
故
谈
敝
ヒ
庄
墓
'5
の
調
師
を2

石 

の
が
、
ビ
ッ
グ•

グ1

ム
の
増
加
、
 

水
お
よ
び
他
の 

資S

へ
の
嘀
姿
着
加
に
相3

っ
て
、
重
雯
饺
回
送
と 

&

っ
て*

エ
ハ
石
・

約
ー
ニ
百
石
の
中
取
七
よ
百
石
の
羊
が
瓯
例8

の 

间
、N

用
お
を
み
ハ
笨
牧
ご
九
方•

二
の
悪
草
連
口 

あ
師
給
布
雲
の
と％

ぎ
が
、
高
山
ノ
陵
朗
放
牧
は$
 

地
の
春
穆
冬
球
草E
£

が
っ
ま
、
有
注
上
重
県
で
あ 

る,

こ
の
fe
世
の
政
收
地
は
誉®

、
土
世
卷
理
商
折 

雷
放
枚
区•

州
菊
地
おX

が
私
相
他
で
お
万, 

画
部
の
票
ま
氐
主
と
し
て
亜
温
ヒ
畜
哇
広
広0

レ 

て
い
る
の
で
、®

羽
林
rt
水
深
と
浓
版0

用
面
で
倉 

我
を
そ
っ, 

国
あ
林
の
牧
野
双
東
士

<->
水

.®
衆

特

と

魅
範
レ
て
'®
い
ま
革
区
ま
産
ク 

ま
め
の
囱
当
汝
入
牧
刪
取
ヒ
器
極
広X

ろ
草
生
改
良 

㈢

中
小
の
我
有
楽
君
に
有
利
な
よ
ラ!Z

入
牧
根£
 

方
配
す
互

匸
あ
专

入
恢
勿
剳
当
像
ば
干
均
六
キ
ュ
ー
わ/

で
、
正
星 

U

 

一
后
区
あ
り•

そ
れ
な
れ
が
一
座
の
反
嗡
ー
二
入
牧 

と
れ
る
か
、
涸
人
な
たm

部

嬉-

ヒ
ご
数
量
、
理
衆 

再
内
放
牧
期
向
へ
片
思
五̂

月
中
三
ケ
月
31
で)

を 

足
め
戻m

料
を
妆
ラ
。
辞
す
口
匆<
 
- 
▽

耳
同
の
期 

駅
で
更
新
す
ォ•

双
贪̂

咨
cr•

土
廉
の
或
定•

勤
直
高
八
草
量
力 

増
加
、
史
を
し
悖
京
将
の
飼
養
と
衆x

の
福
産
を3
 

喋k

し
て

9
L

您
、
単
空
の
広
智0

必
衆
住
、
奏
効
な
利
用 

期
同
の
前
査

㈢

恢
街
茶
酒
と
铝
史
の
福
岡
で
有
利
な
経
書
計
画 

ボ
成
を
お
こ
坟
ハ
、X

牧
用
向

、
松
華
量
、
気®

駅 

分
、
取
野
改
良
郢
業
を
定
め
石,

㈢

現
堤
览
皆
と
利
用
合
理
生
、
眼
蓄
の
財
令

、
 

草 

量
を
ホ
や
す
だ
め
の<

快
シ
ス
テ
ム
、
訳
加
の
窓
前 

C

っC

て
牧
野*

省
ヒ
图
向
す
き 

财
王
草
の
狀
熊
护
よ
が
峡
何
訓
査
、
定
期
的
頁
料 

翹
象E
•

エ
リ•

各
単
位
ご
と
の
状
镀
の
区
外
と
熒
化 

慎
向
の
訓
査
をn

こ
な
み•

笈
を
然
他
的
な
耳
英
報

菊
地
笈
の
滾
者
を
み
二
枚
ラ

⑷

入
攸
表
数
と
庆
用
期
向

い
ま
や
用
術
り
つ
っ
あ
ろ
の
で•

を
の
を
乃
気 

五
一
白
石
ド
ル
の
确
座•

一
大•
/

百
万
ド1
1/
の
木
相 

火
欲
期

、
ド
ラ
イ
プ
ウ
ェ
イ
の
次
雷
を&

二
な
ハ 

っ
っ
あV

、
こ
の
ョ
か
魁
去
一>

ず
キ
た
冠=
2
 

百
万
ド

レ
の
私
資
金
モ
扳
、X

)

れ
を•

し
か
し
そ 

0

史
全
は
成
民
た
ロ
ー
フ
ワ
百
万
ド
ル
包
賣3

万2
 

C

ラ• 

• 

3

入
牧
权
の
令
記

許
可
の
aa0
%
u
£

o

 

耳 W

-

五 0
/

が=
0

 

耳
1K
上

ヒ

立
%

が
一
。
耳
以
ヒ
向
一
人
で
あ
^, 

ハ

我
灵
合
上
解
顧

八
。
口
の
乘
河
金
お
よ
び
出
合
が
あ
り
、
 

支
を 

山
林
局
裏
へ
の
前
無
の
穩
気
と
し
て
、
 

回
内
如
林 

夫
供
新
醺
根
同
会
歳
か
あ
そ

㈢

入
牧
料

一
九
三
一
印
の
免
金
を
基
施
と
し
、
そ
の
教0
 

後
栄
究
済
尚
の
報
若
匸
よ
石
球
書
廊
格
の
み
動
を 

右
息
し
て
ね
二
代
ラ•

一
九
五
三
耳
一
與
一
ヶ
月 

平
内
入
牧
材
は
、
故
畜
で
五
何
セ
ン
ト
、
羊
ー 

V

七
五
乜
、
\

ト
、
於
頫
卬
皿
巨
ガ
ド
ル
、
ニ
ャ
ば
ふ 

あ
の
攸
厚
の
率
丈
リ
体
ひ
み
、
•

上
処
管
理
局
や
州 

賃
村
地
り5&

夕
よ
り
高
ハ•

しa
 U

國
方
林
の
入 

枚
秋
の
危
却
二
ロ
プ
レ
ミ
ア
ム
げ
っ
く
こk

が
尔 

ハ
・
？

の
他
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
周
で
ロ
、
セ
リ
鹿
に 

よ
る)

M

ビ
ッ
グ•

グ1

ム
と
の
養
等

ビ
ッ
グ•

ゲ1

ム
は
、
 

匆
去
の
一- D

耳
间

,-
倍 

加U

た,

西
住U

建
一
つ
が
、
 

筑
争
モ
吊
ろ
の
で
、
 

ベ
ラ
ン
ス
を
ヒ
チ
ラ
と
し
て
い
石
・ 

そ
し
て
、
 

英
在
カ•

理
政
条
ヒ
レ
て
ば
、
 

⑷

入
校
者
が
天
出
し
を
以
良
®-
たX

リ
、/

草®■ 

を
ふ
やU

、
孜
責

レ
を
入
权
权
有
に
求
刻
と
し
て 

氏
用
ざ
せ
奋 

g

 

入
峽
灰rr

大
変
機
ぼ
有
を
還
ら
し
小
規
模
校 

石
を
ふ
や
す• 

い 

が
可
着
例
入S

の
っ
ヒ
家
畜
炭
数
な
へ
ら
す
行 

針

•々

政
野
の
孤
生
の
急M

と
っ
た
か
、
 

ご
れ
口 

同
農
を
お
こ
す
を
ン
が
っ
を, 

6
 

州
お
よ
び
私
有
林
ヒ0

協
同 

ウ
ィ1

ワX

広C

エ
リ
、
水
瀛
地
で
伪
回
相
林
の
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朝
訳
ヒ
同
時
匸
、
 

荐
愛
邦
有
効
で
の
卅
ヒ
の
を

同'
」
 

工
ろ
乐
装
の
优6

用
か
れ
・
ク
ラ1

ク
•

マ
ツ
ク
ナ 

り1
宏

式
二
れ
を
玄
必
レ
な•

茵
火
、
痛
虫
害
昉
除 

由
木
の
生
是£

給
、
 

所
布
着
圧5
■

着
へ
の
彼
術
援
助 

の
た
め
の
好
即
気
岡
が
足
更
と
れ
を•

き
だ•

残
業
津 

全
計
噩
匚
よ
リ
杯
幾
へ
の2

与
・
群
軍
木
羽
療
余
へ 

0
如
均•

設
だ
思
栄
皆
及
阖
と
幅
力
し
て
土
地T
丽 

X

啓

x
r
>
^
L
C

ミ
ロ)
や
州
普
天
局
( 

Sz
&
I
 

^
S
A
C
K
)

匸
よ
り
行
わ
れ
ろ 

要
用
林
兼
普
女
華
策
匸
(»
で
ハ
ム
カ
知
訳
を
关
禽
す 

石
こE

ヒa

っ
た
：

⑷

林
地
前
南
若
へ
の
池
蒙
援
助

山
林
局
レ
一
胡
用
し
て
三
へ
叫
の
亦*

局
口
私
有 

旅
方
主
着
、
 

小
股
材
亲
君
た
夜
婚
接
助
す
石,

二 

れ
女
一
九
五
。
耳
の
協
同
奈

城

施

業

我
1

3

アスン 

か
根
欢 

で
あ
方•

一
一
の
加
架
、
生
荐
物
ク
以
む
た
っS
機 

風
す
を
率
谀
值
、
 

附
二
産
怖
さ
れ,

療
第
林
墻
官 

ま
たn
普
及
フ
ロ
ジ
エ
ク
ト
求
济
き2

可
ぱ
れ
- 

匕"

必
ざ0

庁
所
融
林
務
官
も
乃
石•

山
林
周
か 

計
画
を
栢
赴
し◆

羽
科
瓷
金/

及
ず

あ•

一
九
五

三
耳
に
そ
六

。
。
の
杯
務
言
が
あ
り
、
 

三
き 

再
看
の
ー
ニ
八
百
る
エ1

カI
U

っ5

乐
ま• 

A

マX

ツ
りl

、
ひ
い
、り
ぎ•

く
た
み
・
答
キ
・ 

松6

ミ
公
出
の
主
産
利
用
で
我
身
を
し
そ• 
K
n
 

将
若
口
極
百
フ
ォ
レX

タ1
を
チ

っ
て
ハ
石
。
 

0

農
場
林
亲
普
及
尊
素

音
友
商
は
回
五
惻
ヒ
融
司
し
、
ク
ラ1
〃 

、D 

ッ
ワ
ナ
り|

法

IC1
万
基
為
林
業
音
及
却
楽
を
お 

こ
は
一
っ,

土
池
下
前K
学
治
工
が
州
督
及
間
が
こ 

の
瑟
必
争
装
に
あ
き
リ
、
山
林
同4

資
料
笈
里
典 

レ
物
同
す
る•

こ
の
则
概
困
と
杯
案
専
門
販
の®
 

識
互
也
じ
、
一1
一
州
が
林
棠
改
善2
検
極
的
と
笈 

り
っ
っ
あ
石•

防
風
林
、
般
用
林
の
更
成
、
船*

■• 

炭
物
速
定
利
用
会
理e

、
海
軍
版
の
眇
相
限
か
ら 

の
差
啊
の
を
差•

桓
照
木
の
用
疲
ハ

、
 

動
力
制 

植
卷
秋

、
イ
ー
プ
ル
宛
あ
け
機
、
 

木
村
承
也
棧

C. 

よ
る
椒
序
芯>

の
機
械
化
、
取
村
工
場
の
設
補
度 

善
な
ビ
に
っ
ざ
、
音
女
爭
派
を
お
こ
な
う• 

4
H

ク
ラK

の
林
紊
物
理
十X

>
7
•

上
底
係 

金
バ
ヤ
ン
ァ
が
ホ
え
、
一
九
五
==
耳
に
一
ヘ
ガ
人 

カ
“
イ
ワ
ジ
ア
賓
が
林
察
犁
育
を
う
け

、
六-

不

へ
が
あ
货
防
火
の
終
者
だ•

紫R

ン
と•

W
 

田
木
の
依
同
告
氏

一
九
五
一
一
呼
の
源
林
お
よ
が
き
肉
林
用
の
苗
木 

王
蓮
型K

血
た
二
百
れ
で
あ
っ
だ
・

こ
の
ろ
ち
三 

O
〇

百
千
も。

 •

ク
ラ
ー
ク•

マ
ッ
ク
ナ
リ1

共 

こ
よ
ろ
停
岡
計
画
で
配
分
こ
れ
な•

こ
の
苗
木
ス 

段
同
州
で
生
応
一
〇
れ
適
当
ぼ
穂
騎
で
記
布
べ
ー
れ
ス 

f

ミ
檀
孑■

及0

だ
め
の
委
典
会
が•

雨
部•

レ 

—
ク
番
州
、
 

た
束
西
州
で
っ
く
ら
れ
て0

ろ, 

5

 

海
軍
用
材
料
限
杼
計
画

が

ム

、
テ
レ
ピ
ン
如
松
脂
王
度
の
だ
あ
、
大
素 

.
松
と
久
ラ
ッ
シ
ュ•

ペ
イ
ン0

人
〜
一
一e

径
ホ 

の
正£

君
に
将
別
助
を
全
と
ど
し
て
ハ
る•

二
れ 

女
土
欧
保
全
おX

が
風
内
単
病
別
子
当X

IC
モ
ヒ 

ザ
ニ•

山
沐
局
が
音
理
十
石•

王
惫
量
立
チ
百
ド 

ル•

セ
售
一
巻
三
千
人•

助
成
金m

ヘ
石
ド
ル
で
あ 

つ
き.

g

 
M

有
私
有
也
で
力K

同
防
火
施
扳

-

九
五
一
一
耳
に
一
八
万
の
山
火•

州
•

私
有
林 

熱
訳
区
で
六
百
万
工1
カ1 
(

全
体
の
マ
七
二％) 

不
施
譲
区
で
七♦
六
百
万
工1
カ
(

一
三%
)

か
覧

rr
た•

年
丸
一
火
率
当
リ
三
マ
〜
五
五
ェ|

む
し 

山
林
府
は
ク
ラ
ー
ク•

マ
ッ
ク
ナ
リ1
法
た
エ
リ 

国
三
则
と
協
划
し
、
皿=

ヒ
目
万
工1
力1

の
壊 

<

護
で
忆
号
石
・
通
用
政
府
は
州
へ
九
百
万E

レ 

荆
ヒ
個
人H

・
ー
ー•
六
百
ガ
ド
レ
、2
■

の
他
地
名 

族
肉
や
栄
春
が

一
六
百
万
ド
ル
を
訳
備
は
ピ
に
払 

っ
て
('
チ•

シ94
^
*

粧
 

卜

昌

て 

関
す
お
直S

軍
栄
が
有
名
で
あ
ろ◆

火
災
の
主
姿 

凍
因

Er•
权
犬
を
五
カ •

火
、
ー
一
二
カ•

煙
革
一- 

「%

•

っ
い
で
キ
ャ
ン
フ
イ
ア
イ
アI

、
媛
林
ち 

X

び
欽
成-
』X

石
も
の
ヒ
ぶ
っ
て
ハ
そ 

川

掲
画
陵
素®

欧

こ
の
牽
策
で
敏
州
が
尊
同
し
は
じ
め
た
り
こ
ろ 

で
あ
そ

3

次
水
方
止

一
九
三
六
耳
の
失
水
制
繁
武
た
エ
リ
、
 

山
根
局 

の
货
任

Gt
画
河
林
と
灯
近
牧
野
、
水
源
旭
街
で
の 

調
査
訳
験
を
お
こ
ぜ
ラ
ニ2
 •

改
反
単
業
で
準
府 

ぼ
ら
こ
な
ろ
こ
と
で
あ
方•

コ
ロ
ン
ビY

河
の
叛 

東

お
工
び
土
曲
實
更
先
展
の
た
め•

土
地

•F
対
木
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g

と

快

同

し

車

条

€.
結

画

中

で

あ
る
ー

E

 

試

験

韻

査

一

九

二

八

耳

の

マ

ッ

ク

十

り

丨•

マ

ッ

ク

ス

イ 

W  I
森

林

訓

査

速

に
工W

茶

林

祐

添•

火
烫
防
娘 

蘇

林

と

我

野

の

水2 

河

す

不
指

用
(

土

憲

・

域

在

・

水
の

根

互

作

用

、
 

战

樂

の

水

量

へ
の

器

用H

は)

太

野

試

帙

、
 

氐
林 

御

査
(

六
一
二
一
白
石
エ1
カ

ー

の

空

林

の
一
一F
ぜ 

了) 
0

爵

制

査

へ

使

用

と
天

出
・ 

は

・S

品

塔
• 

竞

は

利
用 

租

我c

っ
太
こ 

林

差

物

所

充

へM
ぶ 

を

下

げ

利

用

度

记

聞

め

、
 

鹿

型

を
*

し•

他

内
わ 

X
ク

世

行

で0
旅M

物
箱
怜

の

同

題

を

と
く)
 • 

ス

エ

会

慑

金
局

一

九

五

一

耳

の

朱

会

荷

我

の

稼

告

に

エ• 

一

九

そ

三

ス
•

土
代
員

做

局

と

レ

て

譲

rT
ち

れ• 

供

rz
保

全

局

ヒ

は

リ

、
 

分

女

でU

農

地

おX
び
取
地 

の
慑

会

事

業

の

五

分

の

一

火

工

を

お

こ

な

っ

を•
-
 

ヒ

ヒ

百

方

エ

ー

カI
の

エ
会S
小
つ 

く

ら

れ
•

土
展 

侯

会
地

区

口 U

ヒ

巴W

ガ

エ-

カ1
C

建

し
、
-

漫 

鹿

のM
分

の

二

火

と2
わ
を
当• 

㈠

そ

の

効

釆

と

し

て•

革
,
12
が

水

た•

果

全®

制

(田内
てC

ろ•

快

烤S

改
次

差

釆a
直

研

セ

物

の

招

加

に

っE
M

芝•

レ
か
し 

※

比

部

でt
r

も

ハ

ブ

ル1

7,
ラx

の

次®

£

•

料 

女
様

と

實

贼

砌

を

利

ハ

表

単&

播®

レ
.e

が•

と
く 

に

冬

斜

地

で

効

果

的

だ

っ

总0

3J
部

で

ご

還

正

タ

助 

6

4

を

セ•

高

山

灰

爆

へ

ト

ミ
)

の
改
段
車
薬 

*

す

す

み

っ

っ

あ

お•

こ 

こ
で

二

土

世0
世

代

ら
し 

を

治

こ

こ

ハ•

水

の

芸

会

越

塚

広

大

の

、ン

ス

チ

ム£
 

改

密

し
つ
つ
あ

を 

史

料

モ
庆

啊
す

•

次

項

の

改

良

一

九

五

一

坪

匕•

八

マ

フ

ォ

エ1
カ
|

协

牧
野
経 

百

家

を

っ

く

若

こk
と

し

、
 

を

。 
土

送

社

庵®

£

存 

、
旅

女

の

紀

然

セ

と

モ•

西

鄂

で

口

公

底#1
に

バ 

イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
を
灾
ナ•

駅

会

区0
家

全

計

画

と

の

胡 

弹

を

ば

が

っ
て
('
る•

鹿
用
林
也

の
乐

金

南

柬

部

で

口

林

木

貫

成

が

洞
利N

な

り

、

演

科
地 

の®

裁

が

す

す

ん

で

ご

右•

農

®;
防

股

秋

た
工
び
シ 

エ

レ

ヌ

—

ペ

レ

ト

仍

桓

败

支

た

邛

隙

で

ふ

え

つ
っ
男 

を
 

すE
ニ

ニ

で

で•

宗
畜
景

奏

の

そ

め

の

改
野
内

A
击&

が

で

ざ

、

帮
東
淨
の
ケ
ン
タ
ソ
ヤ
・
フ
エ
ス 

ギ

ュ

・

ホ

イ1
ト
グ
ラ
ス 

ク

ス(2
n
M *

讶ヒ 

M
石)

等

の

幾

望

父

杖

草

泉

の
音
及2
及

立

：U

 

㈢
 

次

水

明

案

の

たm

め

ま

全

较

水
源
計

画 

而

の

計

画

よ

、

エ
共
阪

、
 

乐
全

区
' 

小

波

組 

合
(

ミ
ミ
ミ％

h
)
2

の

也

上

也

と

水

の

(6
理
に 

肉

探

多

方
-B

の
発

那
•

州
•

地
光
族
西
ヒ
根
网 

し•

全

水

逹

地

希

切

湯

I5J
計

画

ヒ

於

理

を

目

気

と

す 

を
 

こ

の

帯

索

衽

修

はW

っ
ひ
原

則

形
に
分
れ
を 

の 

土

ft
ク

胆

理•

渋

飲

防

止•

土

病

化

火
度
彼 

巒

、
 

亲

水

力

智

加•

ク

リ1
7

で

の
堆
土
成
少 

0
方

法N

っ
竺

取

投

ラ•

こ
れa

上
展
保
全
区 

£

灯*

と
し
て

、
校

福

盾

が

指

尊

す

セ 

8

 

上

鹿

二

串

・

流

水

居

加

と

水

関

安

定

の
た
め 

果

金

局

が

直

接

応
兼

す

互 

ハ 

茂

水

筠

止

の

下

兖

工

卑

・

水
磅
の
季

栄
で

あ 

っ
て
エ
矢

嫁

がG
 
-

一
な
ら, 

こ0
だ

め
-

一

の

水

東

区

が

就

け

らn

- 

㈤
 

t
棱

乐

全2
野

生

角

訳

の
候

酸

の

漏

方Z
成
文 

っ

を

の

ヒ

レ

て

、
 

筋

択

径

対

、
 

欢

陽

牧

野

力

蹈

-• 

ぉ

よ

か

改

区

學

葉

・

土

泯

被

黄

孤

后

饮3
£

%

だ

ヘ

。
林

木

桓

戲

の

必

要

性

が

大

さ

く
«

っ

て
-

と• 

丈

SF
大

平

氏

の

上
浜

米

全

区

でU
、
即

質

の
乾
脈
世 

、

の

奈

状

桓

や

、
気E
藤

溉

也

保

義

の
あ
め
一
〜
三 

列

の

防

X.
林
帯

を

っ

く

る

のN
•

-

三

百
万
木
を
英 

扮

し

た•

氏

内

有

1β
か

ら

の

菽

象

へ
ク
菌
木
戻

給
室 

口
ゴ
居

少

な

ハ•

帝

部

で

忒

木

棉

ホ

ス

ト

の

端

要

か

大

き

-<
、

そ
れ 

に
対

レ
闻
状
校6
走

れ

る•

北

部

田

ク
リ
ス
マ
ス
プ 

リ1
の

ま

ま

が

小

之

っ
っ
る
迎 

を

だ

林

地

の
立
也 

に
よ
る

正

しC

土

地

利

用

力

を

町

の

土

地
み

無

厶
か 

こ

な
わ
れ
つ
つ
お
る• 

の

甘

園

樹

末•

蓮

灰•

家

用

瓶

物

・

阜

や

当

科

傾

物
ク
種 

孑

の
動

雪

普

加

に

応

じ

、
 

土

俵

原

全

区

で

の©

物
と 

二

大

た

ぶ

や

レ•

三
三
百
万
本

ク
由

木
•

袤

木•

三 

E
M

の
林
木
通

■$•
£.
を>

し
て

('
を

建

草
除
去
に 

メ

今

—

ル,

フ

ロ

マ

イ

ド

を

用

へ

、
®

を

五

列

の

末 

音

君

を

用

い

々

2
.

水
の
保
全

⑴

水
源
計
画
と
淌
査

河

川

範

威

そ

負

会

を

創

譲

す

ろ 

こ
れt

r  
土
地
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と

水

の

利

用

近

全

の

な

め

の

ま

記

視

せ

の

？
5

堂
専•

寿 

を

お

二
な
ラ

的

关

水

謂

题

計

画

と

改

良

事
米

R
Y

一
カ
呎

泳

区

が

、
 

一
八-
.
m

。

。
平

寺
理
少
区 

底

に
お

た

り

放

け

ら

れ 

、
そ

の

下

の

愛

水

源&

EI- 

。
百

ガ

工

—
カ1
协
嘶

地
•

吹

,S
、
は

地

に
わ
を
る• 

林

地

の

取

攻

い

は

徳

全

区

ノ

校

府

校

助

の

チ

と2
、
 

M
招

者

か

ね

二

笈

ラ 

圃

人

で

で

き

な

('
宙

本

辿

、
 

城

土

比
•

え
•

?

の

胞

水

宅

联

定

の比
*
•

モ
笑
的
に 

上

り
•

き

の

枪

貨

用

のK
0
%

巨

建

邦
政
对
力
支
払 

ラ•

二

の

水

球

区

の

裕

思

咫

的

五
万
人
・ 

舱
変
甩 

-

五
ロ 

一
日
ガ
ト
ル
、
上

慶

保

全

局

のx

水
滴
節
費
罔 

CX
九
一
一
百
石
ド
ル
で
名
亘 

ゆ

水

京

計

画

と

策

全
 

珀

回

率

の

时

水

池

の

殊

護

、
 

レ

ク

リ

エ1
シ
ョ
ン 

湖

水0
区

諜
•

法

鹿

り

卅

除•

工

乗

用

水

の

足

画

除 

女
・ 

京

尾

用

水

ヒ

澀

次

の
た
め

の

流

水

わ
£

か
地
下 

水
り
朝

型

の

旗

福

・2
の

た

め

バ

イ

ロ

ッ

ト•

フ
ラ 

ン

ト£

づ
く
る• 

渺

«

配

そ

の

他

農
素

目

的㈤

たm
の

水

力

胶

給

・

分 

K
•

利
用

十

一

に

風

、
ゴ

し

に

铳

概

こ

江

經•
'

ク
を.
"

・.• 

K
 

、

ワ

イ

ル

ド

ラ

イ

フ

、
 

レ

ク

リ

エ1
シ

,'1
\
,
"
 

給

の

た

め

の

水

龍

氓

査•

鮭

武

水•

地

我

人k

に) 

い

て

の

知

越-w
•

水0
式

用

君u

あ
だ
え

万,

カ
ニ 

C
水

12
に

S*
し

い

地

方

で

口

・

灌

源

衣

備

の

改

善

に 

つ

い

て

の

技W
筏

助
•

/

三

匸

氏

今

の

於
話

期
向
の 

更

い

地

帯

で

の/

直

安

正

街

理

局

エ

と

の

塩

冋

举

紊

、
为m
匸
こ
の 

尸• H
•
A

ヒ

と

り

忆

用

ぢ
-X

が
心
方<

罔

、
の
木 

米

全

向

理

匸
っe
て

の

找

的

後

段

の

仕

車

を

お
こ
な 

っ
て
へ
を

こ0
ほ

分

、-

昨

耳4

、

9

 
土

地

封

鎖

銀

打(

ミ

 

B
M

J

例

及

な

ど

が

析

か

れ

て

い

万

が

、
国
の
機 

会

匸
述

べ

る•

キ

六

ら

紫

国
の

会

立

但

林

ヒ

林

た

業
田
ホ 

一 

ほ
し
が
き

ア

マ

リ

カ

rct
r

林
理

物

の

加

匸

公

茶

が•

約w

5' 

u

千

あ

ろ

び•

主
.a

モ
のu

無

田

肉

家

一
一
百•

ベ
ル
オ 

M
向

泵

二

千•

ベ

ー

マ
•

含

げ•

台
求

狀
/

枭
七
售
で 

约
ろ•

こ

れ

、り
の
一
っ
ち•

牧

匚

レ

て

ー

剳

少

し

が,

孫 

林

を
折

存

し

て

い
る•

す

な

わ

ち• 

_
一
キ
の
哄

秋

会
辻 

か

、
モ1
0
0

万3

・
ー

六

。
の

ベ

レ

ス
•

故

小

社

” 

チ
ー
の
也
の
公
社

ニ

チ

が

ロ

加0
方2
 

冷

計

旬

利R
- V

0
。
行2
に

众
' 

こ

こ

で

一2
H
r
1

カ1
n
•

的

如

反

ビ

か

、「•

照 

寿

す

る

ヒ

ラB

ハ

ツ

方

町

方

に

笈

リ

、

こ

れ

を

rr
で
学 

わ

がS
の
林

野

面

变

に

呼

し
い
。

し

み

し◆

そ
ァ
で
る 

合

武

国

で-n

 
•

林

木

主

産

用

林

地

血

袤
(

ヘミ
E
R

ミ 

.<VF̂
 k
^
x
\

於
くN
»

の

的
-
-
%

N

し

か

当
ら 

な

り

レ

っ

て•
n

ク

也

療

の
な
-

が

知

らX
 X

ラ• 

•

ろ

で

カ

コ
•

经

社

有

林

の®

項

ユ

・

今

日
庆 

-

逢

ひ

に

な

か

っ

だ

。

主
"

衆

村

公

立6 •
玄
大
城
面 

役

の
政

君

南

米

林0
U

い

下

げ£

更

け•

ど
レ
ざ
し
ょ 

来

し
•

と

ル

珮

地

X.
兼

家N
上

は

会

初

fz
き

リ

波
,

： 

e
れ
な
い
よ
一
っ
な
土
他
区
、
愛

金

代

リ

之

川

や
印
へ
近

毋

り

て

へ
た•

と

二
ろ

か

、/

上

t-
耳

南

も

ら•

ぽ

っ

く

原

木A 

が

足

す

る

よ

ラ

忆

な

っ

て

木

て•

政

府0
指
绰
に
エ
リ 

林

栄

任

若

re
力

を

入

れ

万

会

社

を
出
て
来

を,

ヒ
く
た 

木

会

社

賃

な
菇

わU

なC

た

が

、
お
ひ
な
べ
て
ペ
ル
ア 

紙

会

社

氐

・

栄

木

の

新

婆

量

が

非

性

コ

大

き

い

のJ

・
 

短

我

期

で

も

超
者

ル

出

木

る0
で,

林

池

か

更

ハ

、

れ 

七

折

声

林

の

改

咨

に

、

非

常

に

弩

ガ

し

无• 

分

でW
、

ベ

ル

フ

会

社

有

林

の

面

積

も

可

な

り

嬉

え 

そ

が

、

ミG

隆

き

の

経

造

内

袋

で

も

、
合
ボ
固
で
一
番 

レ

ベ

ル

が

き

い

ヒk
わn
方

・

と

こ

ろ

で

合

能

血

口•

わ 

が

回

ヒ

ち

が

っ

て•

林

地

画

種

が

芋

常0

な

ハ
一
打
、
 

労

仞

若

ズ/

G1
く

労

質

が

商

い•

で

力

他

.#.
僉

制

丧

•» 

裕

海

事

利

を

ち

が

っ

て

八

石•

し
だ
か

っ

て

、
林
栄
経 

警

の

良

公

を

決

め

ろ

上

で

、

空

点0
務

き

方

げ

、
 

多
少 

ち

お

っ

て

く

オ,

2
S

た

ゴ

、
火

の

通

リ

で

あ

る, 

ま

ず

・

主

ん
で

ハ

る

人0
ぎ
-

た
かn

ck

包H
•

の 

松

林

世

帝

が

參

八

が

、
亡
力
地
沥
が
カ•

が
固
よ
リ
も
號 

が

た

彼

で

、
宿

ル

じ

平

坦

tt
序

加

:5
ク

な

く

纹

ハ

」X
 

匚
比

取

都

を

の

ぞ

ど

、
 

叱

嫉
®

困

せ

が

少

は6

っ
ギ
リ
、
 

季
用

的
-

I>-
中

工C

マ

ハ

ろ

世

域

が%

ひ,

e
つ

だ

め
•
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衣
秣
火

货

の

星

を

淡

炭

を

保C

し

、
ょ

ギ

発

生

す

ろk 

X
M
Q

な

り

や

す

へ•

約

五r
耳

前

に

ロ 

プ
イ
ダ
木 

モ
ン7
サ

ニ

用

rz
け

ナ

て
・ 

ニ

百

ガ

ルx

エ
な
わ
そ
ろ 

K
火
が

ち

っ

名

し

だ

が

っ

て

、
 

乙

ク

風

の

世

方

林

凤 

の

刼

反

よ

、

及

瑟

画

火

理

絃6
2
•

出
発
し
ち

ヒ

云

っ 

てK
人

。

軍

邦
•

州

の

西

司

,2
エ
リ
・ 

介

で

仪S
M

と 

も

、
窓

杯®

岡

所
•

現

池

者

規

苗

な

岀

の

組

缴

、
甫

1s 

車•

ト

ラ

ク

タ

ーR
ヒ

の

微

威

卷

異

、
理

,8g
4
0

を 

め0
遒

话

領R
6

、

か

な

り®

関

と

れ

て

八

石•

そ
れ 

と

句

筮

12
、
ヒ

く

た

入

加

石

老

ョ

ビ

、

闫

令

の

森

林

費 

聲

を

す

ろ

总

あ

に•

は
宗

る
硬

曲

の

际

火

準

相

区

し

、
 

月

公

共

消

防

無

肉

と

定

誉g
X

へ

す

乃

也

磐

が

あ

そ 

父
た
、
 

世

行2
•

工

っ

て*

、
森

林

诙

五

居0
淤
生
も 

か

な

り

か

けe
•

し

*:
か

っ

て

を

の

由

無0
右
去
を
清 

す

る

こ

し&

ズ

切

で

あ

そ 

隸

林

t®
火

を

病

土

'®
の
項 

瞅
•

予

防0
準

南

を

ピm
そ

け

し

て

い

る

か

、

が
荃
営 

の

氏

も

洲

断0
鱼

姿

な

软

常=

な

ろ,

頁
总
こ

の
よ
ラ 

庆

库

補

が

整

っ

て

ハ
又H

蘇

林

员

理0
磨

理

14•
よ
く 

目

が

専

く

わ

rr
で

あ

そ

次

rc
生
年

条

範g
君

之

を

経

皆

包

ゃ

っ

て

い

る

ル

ビ 

『6
 d

向

国

忆

焼

石•

•C
れ

ビ4
基

成

ヒ

し

て

の

春

林

書

積

韧

査

が

行

オn
て

へ

チ
む

ビ

ラ

か

有

尚

釆

ず2- 

宜

木

学*

広

っ

('
てd,
・
な
ら
ず

し

も

や

カ

オ

レ

•' 

たQ

疫

林

面

感0
小

た

る

の
が

ミ

ハ
こ

と

は

判

っ
て 

八

石

が

一

一

回

の

浅

援

面

演

が
井
稲

に
広
く
埼
石
レ
・ 

苑

林

賞

も®

商

な

の

で• 

咏

別
の6

金

を

ク

な

ど,

今 

巨

は

一

侬

澤

行

わ

れ

て

('
な

ハ

・
女
を

そ
の
啦
林
也
モ 

一

吋

換

51
千

〜¥

五

百

木

の

組

植

で

日

本

の

美

林

ぎ 

見

た

目

で

口

、
感

心

出

釆

乃

林6
 9

は0

, 

面

菊

林

で

Ur•
最

近

龍g
裁

て

人

工

槨

査

を
し
だ
り 

も

す

ろ

レ

、
笛

画S
歯

匸

も

胳

力

レ

て

ハ

る

が,

分4
 

の

は

、

夭

杰

更

新

地

で

お

ろ•

ま

だ

一

依

た

わ

か

国

'3 

ビ

捶

ホ

や

経

草

岑
広
が

こ

ら

な

ひ
たm

、
 

附
程
台
マ
ツ 

ト

ラ

ヒ
•

モ

ミ
•

ッ

ガ

ツ6
仍
法

版

で

あ

呑

埸

合

は• 

ペ

孫

あ

法

及

び

末

木

枝

茶

り

無

理

げx

rr
れ

ば

、
か

な 

りX
血

類

C.
わ

た

っ

て

立

源

rz
央

新

し

て

(N
ち•

相
塚 

ヒ
更

新

が

結

が

寸

く

わ

け

で

あ
ろ•

し

た

が

っ
て
屋
咨 

の

良

西a

・
指

業

窓

や

映

区

の2
■

り

方

な

ど0

エ
リ
冽 

新

さ

れ

受

景

近

で

ユ

、

近

林

戦

格

を

大

キ

ゼ
音

氏

サ

も

撅
向
に 

あ
る•

也-R
E

工

石
®.
誠

fz
た
べ
・
能
や

も

よ

く

、

且 

U
の

エ

ラ

长

機

球

を

用

い

ラ

ろ

林

地

が

タ

い

か

み

で

か

る•

ま

た

む

邪

政

前

や

州

政

村

令

、
蝦

林

守

爍

に

口• 

お

タ

リ

カ

を

入

れ

て

米

っ

っ

お

互 

並

印

の

広

城

紹

林 

地

結

の

ご

しa)
cr•
立

林

し

な

く

て

た

頼

通

更

改

か

拈 

づ

か

し

い
ぜ

万

勺 

し
左

が

っ

て

、
今

後

マ

筠

林

11a
残 

か

だ

ん

な

ん®

た

方

を

ろ

ラ

・

レ6

レ

、
今

の

板

暗
で 

機

育

夺

菜

匸

工

っ

て•

ぽ

ろ

ぺ

く

暖

民

'®
加

理
せ 

感

十

ヤ

リ

を0
方

が

、
 

田

リX
C

SK
で
あ
ろ
、 

そ

のS
ム
•

ざ

サ

の

ホ

緑

お

浜

の

度

も

と•

とM
景 

の
激
出
が
一
っ
な
く
行
っ
て
4'

と4

と

ろ

ふ

を

仝

協

判

斷 

の

マ

料

忆

レ

て

い

そ 

土

展

が■

レ
ニ
ー
っ
で®
'

短

ご
え 

*

す
ハ
に
ー
一
方
お
号
ハG

で•

こ

のX
う

な

地

帯

で

は 

お

木•

家

死

册
倖

家

が
•

强

池0
地

力

を

渡

区
学

せ

た 

リ
•

エ

地

の

没

位

茫

慧

を

組
-

な

ハX
ー
っ
忆
、 

ま
ほ 

十

万
わ

け

で

好

方•

こ

の

エ

ラ

な

殊

点

衆

能

み

祖

戡

、
生

走

尿

範
,

更
新 

及

び

点

緑

紫
±

の

方

质•

费

声

方

広

な

の

の

加

何

にX 

り•

名

首

の

次3

を

判

断

す

る

と

、
統

谕

上
•

ベ
ル
フ 

殳

社

洞

林

、
国

有

麻
•

州

石

林◆ 
W
0

世

の

金

•^
及

び

比

人

用

林•

超

覇

林0

制

を2
な
っ
マ
ハ
ー•

も
ち
ろ 

ん

こ

式

日

平

今0
部

価

で

め

っ

て•

但

及

に

大

必

ら

ず 

し

も

こ

の©

存

忆

当

ら

的

至

焰6
お

お

わ

け

で

あ

々

U
6

し

、
バ

レ

ン

公

社

加

林0
玉

苦

み

よ

ハ

こN
0

 

注

自

セ

れ

て

エ

い
。

こ

こ

でu
•

こ
れ
ら
の
会
ね
布
林 

の

率

情

は•

ニ
、り
に
そ
れ

ら

の

金

を®

体

の

動

言

忆
っ 

ハ

て

、
梶

变

包

史

べ

エ

ラ 

三

会

江

有

林

林

産

阳

稼

の
会

社

の

雄

分

で•

バ

レ

ア
•

欲
余
世 

IX-
九

,13
五4

石(

阡

の

同N

・
新

し

く

八
三
。

方n 

の

林

世

也

取

组

レ

だ 

n
の

向

袋

枯

会

社

口•

疚
坪
池 

や
切

令

林

地

を

、
 

主

幺

し

て

バ
ル
フ
金&

広
あ
リ 

、
 
u 

日

万

况

を

滅

I;'
て

へ<

パ

レ7

・
故

正
嫉

大

、
合

冬

回

五

大

亜

紫

。 

ー
っ
で 

お
る•

合

飘

回

タ

バ

レ

ア

ル
消
買

承n

•

人

口

一

人

当 

り

で

八

百

ボ

ン

ド

とC
わ

れ

石

か

、 

こ

れ

ロ

、
わ
か
回 

の

一

人

当

リ

の

的1-0

居0
量

で
あ

ゃ 

こ
の
エ
ラ
に 

讷

負

量

が

ぶ

之

を

のe

・

大

瘁

後

去

二0

耳

の

同
の
こ 

は

で

、
ョ

の

向

忆

圧

差

菽

时

の

改

衣

か

す

ナ

カ

、
变
ハ 

新

願S
が

次

火

た
直
出
べ
ー
れ
友
の
幺•

固

反

の

折

倒
が 

ふ
之
•

生

活

IZ
余

浴

が

出

米

万H
0

、
 

お

や

ぺi
ネ!
 

木1
ド0
消

費

>•
が

ふ

汇

を
か

ら

で

あ

石•

こ
の
々
め 

故
•

ペ

レ

プ

差

蒙

cr•
息

建

に

是

联

し

技•

ヒ

く
に
南
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部

で0
工

塔

の

新S

と
広
区
口 •

目
完

次

し

ぶ

っ

だ 

し

か

レ
•

ニ0
通

。
秋

范b
、
か

っ

て

カ

ナ

ダ

か

わ 

の

ペ

レ

ア

rr
胸

入

制

眼

の

だ

め

、

ニ
ュl 
m
l

ク
州
を 

时

で

、
 

ー
一V
耳

に

わ

た

り

六

ヤ

の

ェ

摒

を

优

義

レ

左
二 

と

が

あ

る•

今

日

で

も

、
 

三
二
想

立

す

呎M
上0

ベ
ル 

ア
オ

を

汚

貢

し

て

い

る

が

、
 

原

木

の

釣U
*
一

%
 

口•

外 

国

办

ら

無

入

し
て
ハ
オ•

っ

女

り

原

ホ

入
耳

姿

か

、
 

ふ 

な

り

超

リ

ラ

る

わ

け

や

30W

と

こ

ろ

分•

ペ

レ

ス

産

キB
、

非
常

に

米

幅

資

本

包 

必
室

ヒ
す
ろ•

生

建

物
ド

ル

白

り

の

点

関

寛

大

兼

氐
、
 

ふ
£

亜

を
通

し

て

衆

君

で

あ

そ

し
ふ

モ

こ

の

衣
備
日 

叡

十

再

に

わ

セ

っ

て

氏

わ

れ

る

し
、

を

た

履

わ

な

け

れ 

ぱ
•

费

本

が

回

収

は

茨

な

ハ

。

し

そ

が

っ

マ

、

こ
の
訳 

劇g
河

野

でV
十

金
=

っ6
ラ

ビC

の
原

ホ

量

を
推
精 

し

て

ゆ

く

二

上

身

、
缕

蒞U

と

リ

何X

リ
も
大

'13
ね

向 

透
忆
な

芬,

こ

のX

ラ
な

原

木£

来

荷
す

若

の

に

、
 

今

日

でU
®
 

内

で

も

三

〜B
百

Is
の

史

定

確

IZ
ス

ゴ

ゴ

カ

を
用
な
く 

笈

っ

石•

そ

の

だ

韵

の

連

貫

嫔0

、
 

<
 

る•

二

つ
-

奥

也
よ
亲

を

ち

、
を
れ

だ

け

で
吁

近

か
の 

土®

で
直

あ

車

業

げ

十

冷

C.
出

来

笈-

レ

を

が

っ

て,

な

か

、
 

、

な

社

て

ユ

、

自

ご

の

杯

業

か

を

めC
處
察 

公
窗

風

焚

咯

をe

っ

て

ハ

ろ

モ

ク

が

り

二4
な

い•
e
 

モ

空

中

旳

臭

測

聋

を

エ

り•

ホ
林
を
調

査

し
•

原

紀

星 

が

串

茶

的

直

を

城

立

レ•

プ

レ

ト-

ザ

ー

、
我

松

豪

桢 

ト

ラ

ッ

ク

タI
ト

ラ

ッ

ク

・

贏

い

战

、
植

戦

機

、
找
城 

き

状

じ

を

が

荷

し

・

tL
色

手
募

をS
ら
行
一
っ
ち
の
が
め 

2

こ0
よ

り

岌

爱

衽U
•

ま

て
®

へ
芮

科

君

,''

モ
他 

ら

ぎ

か

け•

後

至R

方
エ
一
っZ •
に3

る

首

改<

た
旗 

カ

す

方

外
•

口
同
脸
林
や
家
を
行
一
っ
島
分
び
め
る 

三

〇

曲0
会

若

そ

は
•

太

平

洋

洋

法

川

の

大

犯

酸

区 

秋

分

社

中

合

;®•

ベ
/\

<

我

泣=

ニ

敏

記
®

な
原
木
施 

東

が

必

茶

な0
で
•

外

業

甕

铭U

力

を

入

找

出

し

。 

オ

レ

ゴ

ン

谢

カ

ウ

エ

、

・
ハ
ウ
サ
！

会

注

ェ*

我
材 

❷

砍

、
ペ

レ

ア•

な

こ

の

タ

宵
®

生

み

を•
.

一
っ
の
穴 

エ*

で

行

っ

て

い

る

っ

で

、
 

西

石

だ

が

、
玄K
な
森
林 

£

径

存

し
て
ハ
ろ•

レe

し

、
そ

ク

他

ク

北

部

比

区

で 

a
•

夜

冻

旭

を

无

却

す

る

良

君

分

等3

っ
た•

こ
の
よ 

-
『̂

^

^

^

、
そ

力

柜

限

チ

小

ざ

く

、
 

一
行
斬

姿

為
の 

任

更

上

、
衣

43
かM

、
な

る

の

で

、
 

堂
林
を
し
て
ー:
 

主

兗

的

忆

そ

れ

を

代

期

賀

で

笹

抬

出

来

石

見

巡

し

が

、
 

立
匸
二7

い

か

ら

で
カ

モ

と

く

,2w

茯

で

貢

基
超
か
土

資

本N

今

希

は

出

示

ろ0
た

か

、
N
5

J

の
亦
美
点
雪 

を

を

延

っ

る

こE
忆

な

ぞ

加

、っ
ろ

に®

去

の4

春

回
林

裁

た
ば
か
な
り
の
危
無 

ヒ

が
裕
済

と
が
お
っ
た•

森

林

火

烫

ヒ6
税
と

み
こ

れ 

で

あ

る

。

レ6

し
建

邦

や

州

おK
火
粗
簿6
井
蛤
匸
ナ 

す

ん

で

来

を

し

、
 

こH
ヒ

協

カ

レ

・

支

を

自

ら

瓠

俵

名 

す

ろ

こk
に

よ

り

こ

れ

を

防

止

し
う
ろ
見4

み
が
非
常 

に

木

纟

く

及

っ

て

来

だ

。

お

わ

以

前

ロ

連

邦

相

え

よ

果 

お

推

楽

に
方

し
非/

rz
乐

利

で

も

っ

だ

が

、

改
正
さ
れ 

支

急

則

就

も

林

菜s

啊

麻

紀

を

达

之

を

去

伴

規
定
を
設 

rr
ア

も

の
が

、 

乐

之

て

求

だ•

こ

れ

ら

の

事

指6
ら

、E
く

tz
林

業

の

育

成

の

状

態 

が

よ

ス

、
生

産

生

帀

處

の

奈

杵

の

工

(\
和

部

や

曲

部
で•

ペ

レ7
殳

社

有

杯

が,

米

常

に

発

正

し

を•

五
耳
切
の

被

再

に

エ

オk
、
会

社

の

六

口
力

が

、

林*

着

を

雇

ハ

入

汽

・

四0
毋

が

宣

林

計

画

包

を

っ

て

ハ

そ 

毎

耳0
时

火

施

沢0
を

め

ー

ギ

ガ
ド

レ
を

英

じ
て
お
り 

H
だ
画
住

の®

林

面

積

が

日

万4
で
あ

っ

を

の

た,

呼 

ニ

ニ

方4
0

痛
林

を

近

耳

引s

っd
へ

て
行
っ
て
ハ
冯

更0

・水
咲

木

の

読

却

枯

及

と

必

耍

木

の

生

管

衽

産

た

つ
い
て

か•

効

比

含

称

の

與

有

尊

.*
を

旅

ん

で

ハ4

曲

ー
ー

対

し

毎

耳

徴

威

K
一

女

乃

規

定

に

な
■

て
い
る
の
が 

災

い

レ

て

八

名

一

一

の

窓

で•

サ

イ

ス̂

ン

シ

ン

州

。 

若

干

の

殳

近

は

、
 

川

が

森

林

収

獲

茨

を

を

必

二

碎

耳

力 

地s

tz
ゼ

リ
•

ー0
%

少

は

養
裁

を

納

必

ろ
こ
とk

し 

そ

の

で,

林*
•

に̂

を

入

れ•

ゴ1
イ

ン

グ
•

コ
ン
サ 

1
ン
ヒ
レ
て
の
ヌ
ー
咨
布
を
っ
く
り
上
げ
て
い
う 

を

の

他
•

木

現
•

ア

レ

コ-

レ•

強

駅

は

以
を

つ
く 

る

ホ

科

化

哮

”
理

会

社

を•

森

林

を

加

洞

し

て

ハ

ろ• 

展

旨

の

燃

気

変

聊
-

工

ろ®

格

の
聴

咨

が

入

き
0

の
で 

林

業N

あ

を

り
肉

赵

を

も

を

域

り

し6

し
木
售
会

お 

*

小
板®

気
会
辻

で
,

感
料
入

手

り

だ

お•

林

*'
岳

」 

&
b

ラ

チ

の

か

あW

ご
、空
に•

林

や4

ハ
衽
君
は
な
い
お
・ 

石
炭
会
社
ズ
夜 

木

入

手

の

た

め

、
 

族
地

处

址

で
機

沟

用
水
理

策

力
だ
め 

森

林

を

が

宏
す
ろ

を
の
が
お

ろ•

を
力

外
の
«:
山
会
を 

改

密

期

ま

会*

.

小

典

欠

本

な

じ

で

も,

漸

火
森

林

星 

善

忆

力

セ

入

れ

ろ
馍
何
が

あ
ゑ

会

社

月

林

人
•

一
妝2
便

利

で

圧
差

約

な

土

她

をW 

い
が

、•

そ

か

fil
儀

は

、
更

任

ヌ

を

十

分

でa

爱<

•

分 

後

で6
休

と

レ

て

忠

加

す

ろ

上

忆

、

そ

れ

く

の

禀

連
 

间

で

の

た®
•

か
乙
、ら

に

進

行

す

る

:&0
L

見
ら
れ
て
ハ
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る
・
世
方,

工

っ
て
日
、
 

会
社
。 
土
地
関
人U

プ
レ
、
 

戍
地
冠
見
そ
出
て
お
り
、
ま
た
衆
式
で
口
世
価
が
弁
狛 

C

胳
貴
レ
イ
--9

お
る
の
で
、
 

果
入
が
等
怪
え
ら
れ
て
来 

て
い
ゑ

し6

し
そ
の
掲
合
で
も•

丸
方
の
中
小
河
有
瀬
み
ら 

の
原
木
入
手0

以£

虎
原
す
る
二
と
が
必
娶
笈
ペ
レ
ク 

会
社
そ
の
也
で«

、
地
元
消
乘
と
レ
て
、
会
注
,5
林
生 

条
の
製
松
用
火
カ
を
・ 

迫
元
武
依
工
母

忆
能
リ
、
沢
ホ 

M

君e

対

レ
校
筋
抬
顧
動
を
行
う
外

な
、
 

団
ホ2
•

我
じ 

て
、
 
k

に
堪
べ
ろ
よ
う
な
谷
建
の
加
加
着
被
助
率
家&
 

質
ハ' 

史

匸
固
別
の
会
社
ヒ
し
て
も
突
施

し
て0

* 

J

林
空
絮
団
住
の
林*

活
動

台
投
回
で
大
今
火K

親
蘭

C.
超
方
故
の
段
同
配
合
と 

レ
て
・
二
穴
卅
ヒ
た
包
合
が
若
ま
レ
を
が
、
步<
a

小 

更
族
で
交
ホ
も
戻
交
介
正
运
若

モ
於
く n

の
だ
め
戦
険 

幾
段
や®1

工
条
組
合2

域
牧
だ
れ
た
リ
、
大
取

し
を
り 

レ
て
、
そ0

蚊
が
減
レ
し
て
へ
ろ
。

レb

レ
、
一
好
、
 

林M

紮
団
苏
か
ら0

,

森
林
所
将
君
へ
の
彼
用
は•

戦 

我
活
もU

ね
っ
て
来
だ 

主/

力
田
办
勿
活
動
は
、
 
X
 

の
通
り
で
加
史

8
%

の
翌
が
兼
君2

サ
ー
ビ
ス
レ
て
ハ
る,

現
正
九
。 

人
の
电E

坏
来
率
奏&

底
へ•

我
質
可
茂
林
の
区
兹
娱 

の
病
成
に
当
る
外
,

一
九m

一一4

か
ら
西
部
大
冊C

亘 

っ
て
束
木«

劇
を
一
九
六2

六0

方4
0

保
証
ヒ
・
流 

*

近
皆

に
当
っ
てC

ラ

契
一
一

近
風
で
ホ
加
会
自
小
で 

灰
地
京
人&

行
っ
て
ハ
互 

0

ア
メ
リ
カ
林
理
将
攻
僉 

一
九
皿
一
用
忆
田
篇
ご
れ,

全
色
的
次
亦*

散
育
と 

改
善
の
疋
進
C.
丙
ナ
オ
学
衆
を
行
っ
て
。
を 

吸
杖• 

パ
ル
ア
、
 

欹
、
合
娘
、
 

そ0

他
ヶ
牀
虎
兼
君
の
機
限
で 

乃
万•

主
な
事
栄
ロ r

ア
メ
リ
カ
の
た
物
の
林
木
計
画
」
 

と
ハ
ト
・
次
の
*1:

一
っ
の
里
咐
属
り
成
る
が
、
何
れ
も
林 

差
物
の
生
産
増
加
を
図
ろ
ろ
幺
す
ろ
も
の
で
多
も, 

⑷

林
木
農
働
計
画(

O
S
zrc  

X
0
0
)
 

-

九m

一
耳
忆•

ウ
ェ
ヤ•

ハ
ウ
ザI

会*
#
®
 

め
だ
の
を•

差*

林
衆
会
が
咪
用
し•

ア
メ
リ
カ
林 

産
物
縮
会
の
文
将
の
下U

•

全
囿
rz
抵
リ•

ー
九
五 

五
耳N

rt
、w

へ
划
で
そ
の
数
が
と
チ
、
面
積
モ
ゼ 

マ
マ
方4

に
及
ん
だ•

林
木
度®

ヒ
は
、
 

艮
寻
送
る
営
に
よ
リ
、
 

改
光
出 

柔
る
林
鹿
物
を•

絶
覚
加
に
育
成
し
て0

石
林
延
を

C

 

超
米
林t

会

-

九
三
113
耳2

液
立
ど
れ
だ
ダ
ク
ラx

•

フ
マ
、

～
 

産
業
着
の
団
乐
で
あ
る
西
海
岸
駅
松
衆
琨
会Z

、
を
力 

供X

平
洋
北
面
寂
木
衆
着
協
会
が
加
わ
り
、
組
瞰
个
れ 

た•

当
初a

内
産
差*

復
兴
深
忆
方
と
、、っ
く
庆
尚
奈
加 

筱
素
恻
讽
の
、
做
店
を
氐6

石
左
め
の
話«

で
ち
っ
だ 

吁

、
二3

法
fl1

勿
弟
止
娘
韦
再
ぜ
レ
、
ワ
シ
ン
ト
ン• 

オ
レ
ゴ
、ニ
ー
荆
で0

耐
去
た
も
と
づ
ス
越
案
制
眼
の
趣 

旨
の
皆
及
欲
去
な
当
っ
た•

盅
县
貝
口
、
主
と
し
て
板*

・
ペ
ル
ア•

歓•

小
根 

そ
の
世
加
工
会
社
の
代
式
者
で
、
 

ル
人
の
林
業
事
質
位 

三
天
汽
口
画8

:

区®

内
の
源
林
河
方
君
の
皋
耕
相
演 

に
和
じ
て
い
石•

今
日
の
協
会
の
目
的
は
、
 

上
田
部
の 

林
栄
の
改
善
で
、
审
業
の
中
心0

、
西
海
岸
林
本
寰
錫 

計

画(

彼
界)

で
あ
り
、

一
九
五
皿
耳
ま
でW

、

ニ3
 

六0

林
木
農
海g

五
。
ガ
ム
を
京K

し
、

一
九
皿
一
耳 

以
来
苗
関S

る
君
し,

苗
ホM

灾
賃
根
合
々
行
っ
て
い 

勺
5
:  

面
部
マ
ツ
版
替
会

一
九
三
七
耳
に®

微
さn

を
か
、
 

今
日
会8

は
あ
部 

く
ツ
の®

な
切
ヘ0
%

の
車
着
な
行
へ•

ぎ
だ
间
内w

ド

ラ

こ

れ

'1
加
入
す
石

に
ス•

近
州
の
林
木
版
場 

烝
奥
会
の
误
め
だ
名
首
接
準
た
宜
応
レ
な
け
れ.
ダ
ね 

ら
ね
イ
。

こ
の
抵
準
ロ
、
曲
火
、
昉
赤
宝
善
、
次
收 

惻
眼• 

継
抚
的
母
収
義
を
造
保
す
石
た
め
の
成
旅
木 

力*

«

、
用
及
、
 

無
立
木
赵
蛀
林
な
わ
に
亘
っ
て 

定
め
ら
れ
て
い
左,

こ
仍
基
準
へ
の
施
否
の
検
査2
 

会
社
・
故
殳
、
 

スE

州
軍
興
が
、
 

無
料
で
行
ハ•

合 

裕
着
と
故
会
や
会
社
が

、
 

林
ホ
曇
期
の
矢
竹
を
苗•
ぶ• 

ご
り
更
動
で
密
や3
 
2

加
入
港
切
J©
加
す
る
理
由 

と
レ
てH

・

人
が
"^"
サ
ー
ヒ
笈
る
地
方
の
段
会
マ
公 

社8
*

技
術
镀
助
起
行6

・
茵
木
と*

価
た
匿
給U
 

ミ
ウ
に
宜
林
機
が
父
ど
も
另
新
で
貸
村
け
収
義
物
の 

市
協
を
馈
証
す
る
便
宣6

あ
る6

ら
た
び
、
 

な
お
そ 

の®

木
の
旅
灯6

可
能
で,

み
鸣
着
と
レ
て
自
発
的 

に
及
け
入
れ
ら
れ
万
訪
忆◆

国
民
誌
忆
面
し
た
を
り 

が
ち
ろ
を
め
レ
<'
わ
れ
て
ひ
ろ• 

3

 

地
方
林
木
増*

計
画

こ
れ
は•

農
麻
林*

を
荃
済
林*

在
ら
レ
も
方
纟 

ち
、
 

况
煞
指
物
ヒ
レ
て
の
林
木0

百
成N

C

空
敖
育 

すW

連
林
通
動
で
お
そ 

3

氟
の
物
金
也
動
当
初
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で®

立
り
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资

す

る

夜

と

亜®
>

で

抄

っ

て

、
小

社
•
M
•

ぶ

、
 

公

共 

幾

沃

、®•

人

も
が

加

レ
て
い
モ
ー 

呵

南

部

パ

ル

ス

弑

飯

全
校
会

-

九
"

九

耳

,2
田

都

ご

巩

、
南

部

森

林

送

沢

の

合

理 

的

利

用

、
 

防

火

・

理

式

岩

亜

欧• 

林

ホ

計

'®'

战

然
方 

法

rjc
善

好b
の

事

哉

を

行

っ

て

家

を•

会

負

-J
常
部
ク 

ペ

レ

フ

糕

の

八

三

カS
酒

酱

すW
W

ヒ

エ

无k
•

ホ4
 

東

倉
- 
M
0

よ

リ

広

を 

法
再
で
口 a
林.
指

张

の

放

言 

ヒ

・

公

徳

次

和
首

へ

の
直
底

援

助

12
力

位

入

れ
て
ひ
る♦ 

頰

老

r:
つ

ハ

て

は

・

開

部

九

明

に

般

な

賁

阡0
林

宗 

御

訳

ギ

ヤ

ン

フ

を

訳

け

岗

金£

坟

会

を

殂

じ

金

貝

会

社 

が

扱

ま

し

、
州

优

肉

が

否

理
す
な
。

制

狱

を
装
ブ
石
人 

貫

口

・

耳4
人

内

外,Ζ
&

ん
で
い
そ 

煮

入

所

再

岩

ヘ

。

強

助

は
•

一

九

五

三

耳

匸

钦

策.
段 

坳
ェ
・
七
マ
ア
へ
五<

0
方4
・

ぜ

壽

木

生

疋

ホ

大

、
ヒC 

万

木K
•

小

怵

羽

卓

た

处

問e
赤

レ

を.

こ
れ

、り
の
堂 

紫

カ£
m

・
我

页

言

公

た

か

ら

、
名

内

林

紫

軍

貝

一
三 

V A £
動
員
し
て
ひ
る
・

㈤
 

旳

日

の

木

会 

ウ

イ

ス

コ

ン

シ

ン

川

に,

-

九
皿
皿

次

七

林

業

経

営

者

と

経

済

松 

攝 

良 

雄

エ•

ロ

し

バ
ぎ

去

る

五

月

廿B
に

、
同

技

会

杳

耳

部

の

お

斜

め

で

、
 

林 

ft
物

再

簿

の

昆

武

し

や

経

営

II
次

の

問

題

な

ど

に

つ

()
て. 

社

千

加

説

期Z
5

ろ

機

会

名

与

え

て

い

r、
忆3
k

・
 

强

演

内

容

に

つU
て

の

凶

初

の

樹

注

文

に

・

我

際

の

林 

ま

赶

営

に

役

立

つ

モ

の

、

と

()
り

こ

に

で

あ

つ

rs♦
こ
の 

実

際

の

経

常

に
役

た

つ

も

の

、
 

と
云

あ

ば

、
 

今

日

の

林
業 

の

各

福

門

今

式

の

知

識

口

、

何

で

モ

後n
立

つ•

と

云
え 

よ

う•

し

ハ

し

畑

注

文

の

無

旨

口

、

私

小

王

と

し

て

林
業 

経

済

秘

専

攻

し

て

い

る

と

こ

ろ

ハ

ら

、
お

そ

ら

く

、
林
案 

経

幺

名

ど

の

よ

ろK
曜

済

的

に

れ

理

し

て

(I
っ

厂

ら
よ
い 

の

ね•

と

い

ろ

趣

味

で

の

具

体

的

な

方

法

を

法
べ

る

の
を 

希

箜

し

て

い

ら

れ

に

の

で

口

な

い

小*

と
思

う

。

二
の
意 

味

か
ら

ロ

、

林

業

試

験

陽

で

取

扱

っ

に

林

業

経

営

の

経

有 

的

む

処

理

の

事

例

を

、
 

若

千

御

親

明

て

る

の

か

き

名

将

て 

い
に
で
あ
ろ
一
つ,

し

ハ

し

こ

の

よ

うU
加

理

の

爭

例

に

口,

手

例

の
埸
べ

耳

に

、
 

設
^

ら

久

を*
■

省

利

田

住

で•

ニ

一

ニ

”
エ 

エ

若

ピ•

五

の

竜

わ

爱

茂

が

発

湊

し•

こ0
怏

公

のg
 

身
&

まa
べ

っ

て

ハ

ろ
一 

し
た
か
っ
て

・
蓮
小
由 

故

団

水

で

口

た

い•

告

記

及

び

匆

率

の

林

素

車

貝

シ

三 

ち

、
 
a

郎d
速
全
敖
竜
レ
一
技
術&

助
を•

行
う•

荻
育
工 

っ

ハ
て-t
r

保

全

キ

ャ

ン

ァ

を

肉

を

、
 

玄m
•

摩
圧
一 

一 

琛

本

氏

忆

演

習

レ

、
 

我

尼

学

庄

に

典

学

登
-

出
し
て 

い

ろ•

技
®

で

日

、
小

册

洞

者12
圣
啓
亲
詢
成
・
比
林 

我

減

の

道

付
,

耳

支

。
'5
小

の
苗

ホ

の

製

後

配
而
を
る 

ラ-

司

族

なS
も

？

J  0
外C
も
あ
そ

あ

る•
K

と

忍

ば

国
香
林

に

林

柒

用

の
機

検
を
入
れ
る
の 

バ

驾

利

た

、
 

ヒ

い

う

を

柏N
や

つ

に

と
し

て

7 ?

、
そ

れ"
 

直

ぐ

に

私

有

林

に

役

立

つ

と

い

つ

わ

け

で

も

ほ

い

・

ま

た 

あ

る

反

家

の

人

の

林

業

幺

今

柏

し

た

も

の

ロ

、
同

じ

よ

み 

な
経

替

内

窓

の

お

幾n
ロ

興

味

か

お

っ

てI
•

終

営

灵

検 

の
大3
い
わ

S.K
度
ち

に

役

に

立

つ

ヒ

い

り

性

能

の

も

の

で 

も

な

い

。
と

こ

ろ

で

、

度
念

な

が

ら•

試

醃

埸

に

ば

、

私 

有

林X
終

落e

中

級

着

の

終

済

内6
析

の

串

例

回

、

15
ヒ 

ん

ど

な

い

ヒ

云

っ

て

よ

い

・

も

っ

ヒ

も

、

こ

の

よ

う

な

こ

ヒ

を

云-
つ
の
口

、

募
る
愈 

麻

で

口

、

云I)
わ

け

で

あ

る•

そ

れ

よ

り

も

、
社

自

身

の 

史

司

ヒ

レ

て
ロ •

自m
で

不

十

分

ひ

バ
ら
取

扱

っ

て

来

r- 

楣

究

卵

頂

の

中

か

ら

、
 

林
業

終

营

に
当
っ
て

い
ら
れ
る
方 

進

に

、
 

知

っ

て

お

1'
て

多
力

ヒ

も
お

役

け

立

つ

た

ろ

う

、
 

ヒ

思

わK
る

経

済

的

な

商

題

に

つ3
て

若

キ

の
こ

と

名
申 

上

げ

rs
カ

バ

、
 

結

局°

澳/

果K
は

ろ

こ

と

に

な

る

の
で 

ロU
い

れ

、 

ヒ

君

え

て

い

る,

し

rc
バ

っ

て

、
こ

れ

ハ

ら

申

上

げ

る

内

容

口

、

一
向
き 

と
ま
ら

な

い

も

の

で

あ

る

・

ま

に

經

済®

攻

老
の

1®
で

口
、
 

常

識

蜕

な

字

同

内

容

で

あ

っ

て

も

、

二

の

よ

や

な

内

姿

を 

初

め

て

知

歯

に

な

る

方

座

に

ほ

、
西

團K
庵

ビ

らK
に

0.
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非m

に
抽
象
内
ゼ
と
思
わ
れ
る
晶
ガ,

恐
ら
く
い<

つ
,,' 

出
て
来
ろ
こ
と
と
星
つ•

し
ハ
レ
印
上
げ
よ
う
と
で
る
遠 

図
は
、
 

林*

衽
名
に
当
っ
て

1)
ら
れ
力
角
々

I<
、
こ
り
お 

や
り
な
そ
い
、
と
い
う
白
好
的

L)
方
法
它
示
唆
し

tc
り
、
 

お
数Z

し

rK
りp

ろ
、
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
 

そ
の
よ 

ろ

rj
お
ヤ
ボ
、
終
名
に
当
っ
て
チ
じ
め
有
兄
て㈠

ら
れ
る 

(/
う
い
ろ
は
等
魚
の
中
に
、
加
え
て
お
い
て3
K

だ
い
に 

力
か
よ
い
ヒ
思
わh

る
紅
清
的
印
頂
の
若
孑
に
つ
い
て
畑 

微
即
し
よ
う
、
 

ヒP

ろ
に
あ
ろ•

II
巻
法
の
快
能
期
間

経
済
学
で
ロ
、
用
焉

,'
お
11
て
米m

る
価
格
ヒ
露
留
の 

闆
侏
を
若
を
る
の
に
、
朝
周
を
猛
府
阐
、
短
照
、
長
四
と 

分
け
て
い
る•

こ
ハ
ウ
の
期
間
ゴ
と

Is
、
麻
弯
と
供
信
の 

性
質
、
ひ
い
て
口
帀
埸
価
格
も
ろ
か
っ
て
く
る•

こ
の
市 

展
地
格/

今
镁
の
千
超
師
格
の
変
化
に
施
ず
る
快
給
側
の 

毕
精
と
し
て
、
工
業
の
例£

と
る
と
、
極
!®
期
と
口
、
理 

杜
の
生
產
显
そ
の
も
の
と
狂
血
！

8

の
瘦
像
の
跑
囲
で
、
 

用 

域
璃
#-B

価
格K

対
処
し
て
ゆ
く
出
得
供
給
の
期
闿
で
あ 

り
、
短
期
と
に
、
原
桥
将
や
貯
和
量
の
増
減
っn
0

探
紫 

度
の
装
化
に
よ
っ
て
、
 

生
理®

名
わ
る
程
度
ハ
え
る
二
と 

の
出
米
る
期
間
で
あ
り,

長
第
と
口
、
市
場
福
等
の®

務

れ
る
と
、
初

IX
取
引
をP

る
心
等
口 Z

い
わ
门
て
冽
る
。
 

林
案
経
送
で
ロ
・
短
期
と
摂
南
の
区
別
ロ2

ウ
ず
レ
も 

判
っ
き
り
し
な
い
总
ボ
お
も
・
そ
凡
ほ
・
どx

ビ
ク
名
現 

模H
固
定
設
備
に
限
で
る
も
の
、
ど
れ

re:
け
を
壊
浆
度H 

旅
動
黄
の
変
化
に
関
す
る
も
の
、
と

G.
別
す
る
ハ
バ
阻
腺 

で

rci
い
か
ら
で
あ
る•

そ
れ
で
も•

は
佝K
閥
で
る
傾
用 

の
よ
う
な
東
動
日
を
增
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
造
の
生 

1
5

乞
ふ
め
し
、
供
給®

乞
増
加
し
み
る
明
間
と
し
て
口
、
 

長
く
て
も
間
栈
段
階
に
入
っ
に
林
令
バ
、
全
部
校
株
2-
人 

な
ま
で
の
期
懸
と
い
ろ
こ
ヒ
に
な
ろ
う•

し
ハ
し
、
 

ニ
の 

明
間
で
ほ
、
経
常
の
全
体
的
rJ
生
産
力/

為
め
る
、
と
い 

の
よ
う
ご
樣
依
は
む
条
修

1),
e

埸
の
価
格
の
印
情
に
応 

じ
て
、
間
伐
贵
乞
擋
源
し

re:
?

、
伐
期
を
多
少
伸
能
し, 

伐
採
陈
処
包
與
節
ワ
る
と
い
う
程
度
の
深
伐
お
行
わ
れ
よ 

う• 

• 

し
ハ
し
、
 

ニ
の
よ
ろ
口
関
間
八
、
 

林
楽
経
常n

と
っ
て. 

非
常R

爆
電U

愈
味
を
も
つ
こ
と
に
、
 

云
り
伝
も
な
い
。
 

こ
の
期
間
は
云
い
わ
え
る
と
、
 

後
送
内
の
利
用
可
能
令
微 

以
上
の
根
分W

3

種
女•

ど
の
よ
う

IX
保
自
し
奴
理
し
て
ゆ 

く
か•

を/

め
る
相
用
で
あ
る
。
二
の
よ
り
口
明
間
に
、
 

他
方
の
林
課
哥
植
に
よ
っ
て
、
内
なC
区
々
と
な
り
得
よ

ロ
ビ
に
よ
つ
て
、
経®

現*

も
段
わ
り
、
さ
ら
に
全
体
と 

し
て
の
エ
爆
故
も
週
滅-T

る
よ
う

EJ
単
魅2

生
チ
わ
駅
得 

を
云

う

***

林
業
経
西
の
埸
合n

、
エ
城
の
よ
う
に
生®

建
バ
暂
日 

ハ
り
る
よ
うU

性
快
の
も
の
で
も
な
い
い
ら
、
お
レ
な
べ 

てW

間
ロ
ず1

っ
と
長
く
な
る
パ
、
 

そ
れ
で
も
同
様
に
三 

つK

区
分
て
る
こ
と
ほ

tti
末
る
わ
け
で
あ
る•

ミK

ニ
の 

よ
ろU

用®

区
介
日
、
心
プ
し
も
新
ら
し
い
も
の
でH
"
 

く
、
施
に
森
林
評
価
年(

林
価
顎
法)

な
ど
で
示
な
が
て 

II
る
姉
で
あ
っ
て
、

r-
rc
そ
の
取
妆
上
のa

済
郎U

总
味 

の
理
解
の
仕
方
バ
、
及

っ
て
く
る
も
の
と
云
を
よ
う• 

林
城
経
苦
で
の
極
短
期
の
帀
隔
怏
給
の
問
題
と
云
つ
と
、
 

伯
別
に
取
引
の
対
象
と
な
つ

r:
供
給
豆
や
林
を
ど
り
決
め 

る
れ
、
と
い
う
二.
と
で
あ
る•

こ
の
谡
合
紐
莒
省
バ
取

51 

の
可
否
を
判
節-T

る
根W

は
、
お
そ
ら
く
区
々
で
あ
ろ
一• 

し
ハ
し
経
済
的
に
ロ
、
今
日
阪
懲
司
能
の
林
木
の
取
引
と 

い
う
意
味
て
、
 

い
理
在
家
計
中
印X

上
の
理
由
の
に
め
、
 

現
金
収
入
ボ
必
城
ハ
、㈢

配
位
と
杵
来
の
何
れ
で
販
君
す 

る
の
バ
百
和
人
、
と
い
う
忌
の
判
断
バ
臭
礎
にQ

ろ
り, 

しK

バ
っ
て
、
足
立
まX
 

口®:
1 1

将
来
に
新
ら
し
い
収
人 

ボ
い
らM

ハ
つ
に
り
、
あ
っ
て
口
頂
た
と
い
う
判
断
ド
モ

う
。

re
と
え
ば
底
版
の
よ
う/J

俎
伐
期
林
業
で
ロ
、
と
矽 

短
ハ
く
な
ろ
う
レ
、
 

舌
野
の
よ
う
に
間
戕
期
関
バ
長
口
れ 

M

、
長
くy
o

う
る•

新
炭
林
経
修
も
普3

口
規
,7'
い
バ
、
 

矮
林
宗
伐
終
咨
で0

、

そH

よ
り
も
も
キ
長
く
な
る
で
あ 

ろ
り•経

済
的
に
は
、
二
の
よ
う
な
林
木
理
猿
な
ビ
の
程
處
に 

保
育
し
て
行
っ
た
ら
、
科
和
で
め
ろ
う
ハ
ル
極
油
り
陽
台 

と
し
て
は
、
エK

を
一
度
に
現
金
に
か
え
ろ
こ
と
も
出
来 

よ
ろ•

そ
の
現
金
収
入
办
ら
、
 

今
獲
の
造
林
そ
の
他
,'
母 

野
以
経
我
や
祖
規
領N

差
引
()
氏
弯
領
区
、
他
の
浄
絮K 

投
資
し
て
利
益
区
挙
げ
た
り
、
株
式
証
谷
文
負
っ
て
、
配 

当
纟
つ
る
こ
と
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る•

極
め
て
係#
□
 

例
と
し
て
、
何
の
毕
業
へ
の
投
诞K

よ
り
、
立
生
名
見
積 

つ
て
耳
八
令

の
利
搔
べ
え
ら
れ
、
一
方
林
木
第
積
の
兖
払 

代
校
の
エ
别
バ
投
费
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
女
相
乗
し 

に
五•

六%

ヒ(I
つ
億
バ
、
こ
の
林
木
番
積
き
ど
の
よ
り 

な
額
で
存
続
と
に
ろ
ん
、2

测
方
利
チ
率
に
な
み
の
で
あ 

る•

云
い
わ
え
る
と
、
二
のg

稲
人
り
え
り
れ
を
現
金
ほ 

入
の
身
積
親

IX
対
し
て
、
 

普
通

Is
林
業
を
植
落
し
て
行
つ 

た
場
合
の
正
午
な
息
積
很
収
養
ヒ
の
比
率
か
、
五• K

%

 

の
賜
合
に
、
こ
の
経
名
の
利
用
可
能
な
林
木
番
積
の
保
真
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金
ロ
十«

な
わn

で
あ
り
、
 

ヤ
区
区
上
の

tt
率
に
な
れ
ぱ
、
 

保
真5

を
も
っ
ヒ
ふ
ゆ-t

の
が
白
利
だ
し
、
 

そ
れM
R

の 

氏
傘

に
な
れ
ば
、
 

成
装
卒
の
低
い
不
食
林
令
ヤ
之
今
林
木 

の
乱
積
を
も
っ
と
減
ら
し
て
、
火
薛
な
上
げ
に
お
火
涓
利 

と
い
う
こ
と
に
な
る,

但
し
奥
陳
経
密
に
当
っ
て
は
、
 

こ
れ
と
共
に
な
お
考
慮 

し
な
ロ
れ
ば
な
らU

い
幅
思
が
多
い•

物®

パ
リ
し
ず
っ 

で
も
上C

て
ゆ
く
イ
ン
フ
レ-

シ
ョ
ン
の
時
煦
で
ロ
、
用 

a

買
り
根
の
利
廻
り
バ
痔
い
と
云
っ
て
も
、
今
後
の

J1
木 

の
価
格
の
値
上
り
バ
、
株
植
の

工
り
よ
り4

大
き
11
と
考 

え
ら
れ
な
以
上
、
 

あ
る
程
反
役
资
領N
91
引
し
て
取

'®
ろ 

必
等/

ffi
て
く
る,

ま
1''
紋
够
の
規
根"

人
まv

ひ0

、
 

利
用
可
館
林
木
茁
秘S

肝X

き
く
な
る
と
、
そ
れ
を
一
度 

に
伐
る
な
ど
と
い
う
こ
と
口
、
労
鉄
砲
上
っ
穴
ハ
立
木
価 

楣
が
下
っ
匸
り
、
 

お
津
ポ
苍
く
な
っ
六
り
典
々
の
不
利
益 

名
伴
う
の
で•

列
底
走
む
ら
久
な
い
こ
と
で
あ
る♦
M

氏 

双
方
に
よ
っ
て
ロ
、
め
る
候
組
の
林
木
ガ
員
利
で
め
っ
て 

そ
の
後
曲
名
引
下
げ
、
係
科
盘
も
減
ウ
マ
ヒ
、
比
率
つ
倉 

<

か
っ
て
て
・
収
拉
そ
の
も
の
口
減
じ
て
く
る
、
と
い
ろ 

男
合
も
め
ろ
う,

と
ら
ト
、
 

經
単
の
登
金
や
不
府
の
用
,'' 

株P

るK
の
、
こ
の
火
卑
バ
若
千
低
く
ひ
っ
て
も
、
保
君

M

該
纟
痛
め
て
お
く
、
と
い
う
経
営
方
法
名
も
、
 

あ
定
で 

も
こ
と
13
出
来
な
：：
。

し
に
が
つ
て
こ
の
火
孝
口
、
終
対
的
ね
尺
度
に
ね
る
陽 

台
よ
り
も
、
経
済
的
な
一
っ
の
目
受,c

け
る
陽
台
の

方
- 

普
通
で
め
ろ
り•

し
か
し
そX

に
し
て
も
、
 

二0

よ
ろ
じ 

短
阴
供
給
の
期
間
に
お
い
て
、
利
用
可
能
の
林
木
番
福&
 

ど
の
よ
う
に
保
存
しa

つ
処
理
し
て
ゆ
く
ハ
を
計
画
す
ろ 

の
が
、
経
常K

と
っ
て2

っ
と
る
亜
建
な
咼
潁
で
あ
る
の 

に
、

云
う
迄
もU
2
:
•

そ
の
処
理
の
仕
方K

エ
っ
て
、
父 

の
期
間
の
収
益
と
殳
用
の
阳
係
も
、
ス
い
て
匕
森
林
の
庄 

S.
力
も
多
か
爱
っ
て
く
る
わ
け
で
め
る• 

百
し
そ
の
保
有
審
積*

施
持7

る
方
針
の
経
力
で
、
令 

級
配S
K

特
別
の
偏
り
が

rj
い
の
な
ら
、
 

毎
耳
万
至
数
耳 

冏
に
、
そ
の
底
睦
力
に
随
恋
し

r;
ほ
ぼ
内
時
な
快
紿
ガ
チ 

足
と
れ
よ
う•

き

r-
保
管
蓄
積
な
墙
加
しJ

っ
と
甘
ろ
饉 

旨
で
口
、
そ
の
生
産
力
欢
下
の
供
給
を
一
成
要
の
婚
らX
 

林
金
を
比
に
し
て
行
う
で
あ
ろ
う
火
、
供
信
建
の
异
別
靦 

当
に
け
、
林
座
力
改
善
の

rx
め
の
注
動
政
用
の
増
加
の
限 

係
と
も
考
馬
し
て
、
行
わn

る
で
あ
ろ
り
。
何
れ
に
に
よ
、
 

こ
の
俎
期
供
給
の
期
因
に
口
、
市
域
供
給
の
場
合
と
ウ
火 

っ
て
可
能
な
程
及
で
生
建
管
へ
の
み®

が
払
わ
れ
ろ,

客
首
舜
状
公
有
林
の
経
它
に
当
っ
て
の
経
営M

画
ヨ
た 

口
施
議
針
画
因
立
の®

图
ロ •

ニ
の
配
组
保
船
の
期
間2
 

り
近
れ
く •

五
耳
ハ
十
耳
に
ハ
ぎ
ら
れ
よ
う•

しR

ボ
つ 

て®

丽
候
結
に
関H

ろ

1&
幣
処
理
の
一
今
期
に
な
る
わ
け 

た
バ
、
こ
の
理
台
に
、
次
に
広
べ
る
長
期
根
給
の
11
透
し 

を
覓
庭K

し
て
い
る
こ
と
ボ
乡
〇
。
ま
す
萩
林
金
体

,'
つ 

(
)

マ
、
今

後-

王
屋
胆
間
に
わ''

る
极
な
校
明
り
根
船
計 

画
名K

て
、%
K

に
も
と
づ
い
て
、
 

五
耳
ば
り
十
耳
び
り 

の
液X

呎
行

11
画
区
種
て
る
わ
け
で•

林
産
物
阖
毎
の
動 

向
ヒ
維
愣
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
膚
し
む
れ
ら
、
 

作
採 

取
池
バ
适
秋
鳥
音
等
の
一
連
の
事
貧
を
予
定
で
も
。
し
に 

『

つ
て
こ
の
源
合
山
、
乂
、
の
曲
栄
期
に
配
当
とX

に
名
種 

単
娱

sa
BT
に
つ(
»

て•

生
産
自
も
段
ば
ら
れ
る
わ

rr
で
あ 

勺次
：：

で
長
期
衣
結
ヒ
ロ •

今
後
一
生
産
期
間
に
わK

っ 

て•

刃
陽
端
整
と
価
格
の3r
測
に
よ
っ
て
、
 

低
曲
針
画
幺 

樹
て
る
阂
合
で
め
つ
て
、
林
業
の
陽
台
数
十
耳
と
い
う
腰 

期)X
わ
に
る•

し
た
バ
っ
て
干
藻
さ
れ
るH
末
の
価
格
の 

落
勢
ハ
ら
、
そ
の
終
后
と
し
て
ど
の
よ
り
ほ
生<

物
乞
・ 

ど
の
よ_
っ
口
生
産
石
汰
で
広
産
す
る
の
バ
省
利
ハ
幺
求
め 

る
の
バ
計
画
乞
樹
て
る

M.
蹬
と
な
り
、
 

をx

に
応
じ
て
経

君
の
現
根
も
陡
化
寸
ろ•

つ
ま
り
王
裏
方
法H

ど

IX
つ
い 

て
の
か
ビ
り
の
鹽
択
バ•

生
産S

お
第
ヒ
価
格
の
比
畋
を 

通
じ
て
行
わ
れ
る•

し
た
が
っ
て
こ
の
長
期
根
給
幺
為
本 

ろ
段
階
で
、
俣
給
の
建
力
柱
ロ
め
つ
と
も
入5

く
な
ろ
・

(

註)

中
埸
で
の
溶
紹
と
価
格 

\
\
 

ハ 

の
關
係
で
二
の
弯
カ
我
ヒ 

t

 

\ヽ

 ヽ

麻

(,
ろ
善
栄
バ
つ
か
わ
れ
る
・
 

\
 

、 

用
邊
に
対
す
る
供
給
量
一
の

大
小.
小
め
格
の
上
下
に
よ 

2
 

り
ろ
べ
っ
て
く
ろ
の
な
、
 

価
格 

御
承
知
の
垣
り
で
あ
る,

上
図
で

13
価
格
と
供
船
の 

— 

i 

若 

関
係Z

示
し
て
：：
る
た
、
 

/
/
 

\

 

ス 

も
後
口
理
線
に
対
し
皿
五 

%
/
 

/
/
ー

 

一
 

農
の
預
斜
の
も
の
で
、
こ 

。

ー
 

の
場
合
快
給
の
界
ガ
性
口 

i  

-

*'
ヒ
い
つ
。
つM

り
極 

価
格 

務
の
上
下P

る
副
合
と
、
 

そ
れ
に
応
じ
て
供
給3
の
階
減
す
る
別
合
と
ガ
同
じ
军
の 

矚
合
で
か
ろ•

こK
K

対
し
て

52
曲
線
口

nil
なM

以
上
の 

傾
例
を
示
す
办
ら
、
価
珞
バ
上
下
し
て
も
そ
の
割
合
に
供
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給<

口
增
浜
し
な

(J•

っ
ま
り
供
給
の
尊
力
板
ロ
一
以
下 

で
め
っ
て•

ま

r:
供
給
口
限
直
的E

と
云
刁•

こ
れ
に
対 

し
て
令
曲
綠
口
傾
斜
べ

SI
曲
義
よ
り
も
な
に
ら
ぬ
で
、
価 

格
が
一r

上
っ

て

供

結

塗
ほ
そ
の
®,

合
以
上
,'
ぶ
え
ろ 

と
い
う
場
色
で• 

供
給
の
雄
力
也
口
一
乂
上
で
あ
り
、
 

快 

給
口
理
力
的
に
と
云
う
・

C
U

で
に
儲
要
就
換
の
例Z
帝<

て
示
レk

ボ
、
価
格 

と
肅
寻
の
喝
爆
ハ
ら
云
っ
て
、
 

供
鈴

,®
線
と
傾
斜0

方
向 

バ
ラ
ニ

11
、
领
葩
ら
上
れ
ば
需
理
口
へ
る
と
い
ラ
関
係
に 

な
る
ハ
ら
、
建
力
被®

ロ
マ
イ-T

ス
の
符
号K

rJ
る
か
、
 

¥
R

で
も
娘
斜
口
五
度
の

DI
の
埸
合
さ
陣
カ
性
バ
ー
、
そ 

れ
よ
り
も
愴
爲
バ
ホ
ビ
く
、
し

rc
バ
っ
て
尊
カ
粒
値
バ
ー 

よ
リ
小
い
し
の
爱
合
を
極
心
的•

一
円
弹
柱
値
ボ
ー
よ
り 

入
芝
い4

の
帰
合
吆
、
渾
力
的
と
云
う, 

帀
隔
供
給
は
弹
性
値W
O

の
埸
合Z

の
ぞ
き
、
 

価
格
ガ 

上
れ
ば
锲
給
燙
口
、小
を
生
涯
者
の
収
入
口
西
加
す
る
砂

IX 

ば
る
。

一
方e

陽
用
尊D
、
 

舜
刀
機
値

ボ
ー
の
埸
合
、
価 

格
と
繇
写«

の
相
果
積
で
あ
る
帰
婆
者
の
支
払
代
金H
株 

結
者
の
受
限
減
口©

ら
仃
()
・
し
ハ
レ
務
理
バ
敬
直
的
な 

曲
篠
の
黑
台
は
、
 

価
格
バ
下
る
と
全
供
給
者
の
受
取
誤
口 

へ
り
、
 

上
る
七
、小
え
る◆

二k
R

多
く®

扱
商S

に
电
ら

し
た
モ0

べ
あ
る,

曲
線

(
A
 ) 

口
、
*

—
も0

耳
の 

何
お
と
供
給®

の
関
係K 

っ

II
て
の
も
の
で
、
 6

紧 

充
剛)
H 19£24

戶7
ミP

 

«

离
お»

と
：：

ウ
敬
式
で 

森
わ
之n

る
。
二0
限
期 

に
ロ
、
保
結
モ
容
翦
で
あ 

0

、
低®

格
で
の
供
給
星 

も
大
き
く
、
そ
仍
弹
力
後
も
多
少K

き
い
。
由
機(
2
 

D

、9

ミ
ー
ミ

号
の
不
宠
期
の
閲
係
で
あ
っ
て
けu
 CA
转 

4 a2
ヾP

で
示
之
れ
、
 

募
カ
佐
後
矽
彼
ク
ロ 3

バ
、
 

曲 

後(
4
)

と<

ら
べ
、
 

同
一
価
格
に
対
す
る
供
給
近
口 

年
密
に
減
っ
て
い
る•

的
線(
c
)
n

我
後
の
陶
密
の

増
加
レK
 H

耳
の
関
係
でG
M
e.2840L

W
P  

で
示
と
れ
、
価
格
バ
い
ろ
じ
み
し
く
届
く
な
り
、
且
つ 

学
保
通
も
小
さ
く•

供
給0

跌
直
性
バ
示
と
れ
ろ
。
二 

の
こ
と
ハ
ら
原
木
の
入
手%

と
立
木
価
格
の
臃
宜
と
灰 

知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る-

検
期
供
紿
の
よ
う
な
長

(I
期
間

IX
お
い
て
林
産
物
の
価 

格
次
ビ
う
び
ろ
ハ
、と
()
う
ニ
と
日
、%

隔
猿
実

,'
予
測
出

K

を
性
管
で
あ
る
ォ
、
こ
の
よ
う
な
商
頃
の
生
涯
君
が
ゼ 

来
る
ピ

I-T
極
絡
の
下
る
の
を
阻
止-r
ろ
よ
う
期n

-T
る
の 

は
云
うm

で
も
め
る
ま
い
。
一
右
曜W

バ
弹
刀
的
な
商
台 

o
'

価
格
が
上
る
と
'1'
ぐ
彼
の
黑3

バ
俠
わ
れ
る(

代
習 

娃
バ
六
き
い)

種
類
の
も
の
で
あ
っ
て
、
快
結
者
の
終
死 

と
息
口
、
価
格
バ
上
る
と
混
る
し
、
下
る
と
ぶ
九
ろ
。
し 

に
べ
っ
て
こ
の
種
の
強S

の
生
産
者
ほ
、
出
来
る
だ
け
技 

街
政
善
な
ビ

IX/
6

、
生<

原
価
名
引
下
げ
供
給
量
幺
队 

ゆ
そ
り
ヒ
钙
力
す
る
わ
け
で
あ
る
。

«

漫
物
の
種
頭
に
よ
っ
て
ら 

ボ
う
バ
、
まK

期
間
の
長
短K
J

っ
て
も
異u

ろ•

極
近 

期
の
市
場
供
紿
の
再
力
性a

一
般
に
小
い
。
瘦
期
供
給
で 

13•
君
千
生
起
万
法
ゆ
生®

貝

IX
闊p

ろ
走
題
も
払
わ
れ
る 

の
で
、
価
格
の
起
夢
の
見
出
し
に
対
て
る
供
総
の
弹
力
性 

は
や
めX

圣
く
な
ろ
う,

長
期
供
給
で
ロ
、
価
格
の
予
測 

IX
応
じ
て
經
営
生
涯
を
、
も
っ
と
も
有
利n

組
源
す
る
わ 

rr
で
あ
る
か
ら
、
球
力
性
は
一
您
入
ま
く
な
る, 

林/
S.
物
の
铁
給
の
爼
力
世
領
に
つ
い
て0

、
女'
た
よ
く 

分
析
さ
れ
に
举
制
バ
、
わ
ボ
国
に
〇
ほ
()
・
し
ハ
し
米
国 

で
ロ
、
社
会
経
済
申
補
お
よ
び
供
給
洋
情
が
比
鞍
的
似
た 

即
感2

匹
を
し
て
、
 

械
務
原
木
,'
つ
を
そ
の
教
値
包
針®

来
る
モ
の
で
は
な
い•

こ
れ
は
兜
た
に
よ
り
、
 

経
够
者
に 

J

り
主
覷
的

rj
判
断
火
・
ろ
バ
ク
ハ
も
知
れ
り
い
。
し
ハ 

し
経
済
的K

云
た
ば
、
一
一
の
照
合
モ
、
林
豊
物
へ
の
高
来 

の
帰
聲
と
供
給
と
の
冏
係
ハ
ら
・
供
給
冕e
価
格
ベ
次
ョ 

っ
て
く
み
わn

で
あ
る
べ
、
長
期
供
給
と
な
る
と
、
そ0
 

生
度
員
の
者
を
バ
、
価
格
や
根
給
覆
,*•

侬
用
甘
る
わ
け
で 

め
る
。
つ
ぎ
り
溝
釆
柯
を
生
度
す
る
の
か
有
利
か
、
と
い 

ク
千
測
の
結
果
と
し
て
の
生
涯
貧
が
、
 

価
格
に
可
り
り
影 

E

て
る
こ
と
ヒ
な
ろ
ろ,

(

注

〕
し
代
か
っ
て
、
锂
即
供
給
纟
考
え
る
埸
合
口
、
生 

雇
负
に
つ
い
て
も
、
 

校̂

N

健
理
と
し
よ
り•

こ
の
生 

産
賃

1;
作
用
す
も
の
口
、
経
営
の
外
那
単
橋
と
し
て
、
 

標
城®

や
抑
工
彼
の
減
少
；？
ビ
が
寿
げ
ら
れ
る
バ'
M
 

特
経
名

IX
対
し
原
タ
料
労
依
な
ピ
の
価
格
や
資
本
利
孑 

ガ
ビ
り
な
石
小
、
 

卯
ニ
に
と
り
入
れ
ら
7'1
ろ
新
ら
し,, 

西
和&

殳5

75
法
な
め
る
八,

例
え
ば
襟
桜
無
ゆ
航
空 

専
典
の
利
用
が
可
他
か• 

肥
料
が
入
れ
ラ
る
の
・
労
向 

君
の
社
公
的
な
教
超
訓
練
の
方
法
べ
お
る
か
ビ
ウ
ハ
、
 

オ
三

IX
同
じ
費
用
で
生<

眞
口

(1
て
生
建
額
を
ふ
ぐ
す 

方
法
口
あ
る
か
、
沟
皿
1'
祖
稅
の
锂
源
や
補
助
金
の
増 

額
、
 

俭
制
跋0

な
ビ
の
風
爱
栏
な
ビ
が
影
響
し
よ
う
。
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こ
の
関
合

、
 

有
利
な
tt.<

と0

、
单
伝
面
熱
皆
り
の
生 

産
貧
を
湛
サ2

乜
る
方
法
の
採
用
と
い
り
こ
と1

あ
ろ 

り
第
、
 

そ
れ
よ
ハ
も
む
し
ろ
生
理
負D

增M

し
て
も
、
 

っ
と
、小
え
ら
に
い
、
生
な
単
ffi
額
多K

り
の
注
建
曲
と 

し
て
添
サ
し
、
父
の
寇
栗
と
し
て
金
体
の
利
敬
ガ
ギ
ミ 

<
M

る
方
法
の
採
用0

た
ガ
乡(
)

で
め
ろ
り, 

品
上
述
べ
て
采K
M
N

尊
約-t

る
と
、
林

栄

赶

営

書• 

当
面
の
弟
陽
供
給
ビ

17
岂
考
を
て
ほ
ら
す
こ
と
も
出
来
今 

一
方
授
期
、
短
期
、
巾
場
と
1,
ろ
三
っ
の
枳
苗
即
様
名
、
 

つ
ね
に
有
え
な
が
ら®

送
を
自
画
壇K

行
っ
て
ゆ
く
こ
と 

も
出
来
る•

結
局0

ヒ
こ
ろ
経®

と
し
て
ビ
ら
ら
バ
有
利 

八
、
と
云
九
ぱ
、
 

勿
論
後
君
で
あ
ろ
う•

こ
れ
ロ
、
そ
の 

降
上
の
旧
国
の
帰
要Q

価
格
の
友
化
を
追
え
、
 

供
給㈤

羽 

節&

ロ
ハ
り
な
パ
ら,

そ
のM

科
滁
林0

庄
理
力
它
る
制 

利

rj
ユ
ウK

高
め
て
ゆ
こ
一
っ
とP

も
モ
の
で
、"

わ
ほ
血 

叔
的

rd
林
業
経
常
看0

と
る
態
度
で
あ
ろ
う
・
 

近
符
衆
の
林
殡
物
設
畛 

そ
れ
に
し
て
も•

雪
来
の
林

S.
物
説
時
ベ
と
う

rj
ろ
ハ
、
 

と
い
う
ニ
ヒ
バ
、
 

林
深
経
営
看
の
生
大
な
関N

干
で
め
み 

の
口
、
お
一
つ
ま
で
も

rj
い•

し
の
し
、
二0

原
に
つ
()
て

は

、
的
確
な
こ
ヒ
ーー

云
た
な
1'

。b

た
し
、T

っ
と>
#
 

に

13
、
林
度
物

,'̂

か
わ
る
よ
り
期
い
急5
K' 

来
る
ハ
も
知
れ
な
い
し
、
更
に
牀
建
物
ほ
需
婁2

れ
る
と 

し
て
も
、
非
津

,'
若

1,
木
バ
常
号
と
れ
ろ
よ
う
ヽ
、；？
る
か 

も
知xrJ
い
ハ
ら
で
あ
る
。

饅
の
万
の
問
鎖
日
、
直
式
に
お
い
て
落
専
た
れ
る
林
木 

の
尊
殺
バ
、
次
オ
,'
然
下
し
て
来
て
い
る
碩
向N

、

飛
床 

IK
用
推P
K

ば

、
 

あ
る
程
幾
を
り
刁
る
可
価
性
幺
考
え
ク 

る
・
し
か
し
こ
の
埸
台
炫
、
 

ビ
っ
ら
に
し
て
モ
林
木
が
馬 

好
さn

み
の
だ
か
ら
、
号
の
よ
う
な
爭
您
バ
生
じK

段
陌 

K

おM

て
、S
岩

者
バ
有
利

rj
よ
っ
に
短
期
铁
給
を
考
え 

X

ぱ
は
い
わ

rr
で
あ
る
。
と
ら

,'"

世
界
内,'

木
枝/

繡
給 

と
し
て
利
用P

る
よ
りK

な
っK
E

し
て
七
、
核
箱
以
覆 

里
最
多
の
伐
期
今
段
不
の
林
今
幺
依
る
こ
と0

、
工
巩
の 

生
産
灯
幺
つ
レ
に
俠
わ
な
い
結
果
と
な
ろ
ハ
ら
、
が
ら
す 

し
も
右
利
と
口
云
え
ョ
い• M

た
そ
の
よ
り0

単
急
と
、
0
 

つ
に
と
し
て
も
、
木
栽
の
植
目
ゆ
正
や
色
沢
な
ビ
にk

P

 

る
日
本
人
の
略5

口
、
米
の
飯
と
同
様

,'̂

春
易
に
変
化
し 

え
な
い
た
ろ
う
し
、
供
船
量

バ
斯
減
の
傾
向Z
%

つ
代
め 

か
九
っ
て
入
中
経
木
の®

格
口
、
涓
利
と
ロ
ろ

ハ
モ
旬
お 

なn
 •

ーI4つ

一
方
林A

資
源
の
利
用
バ
、
他
の
鉄
、
 

セ
メ
ン
ト
、
植 

物
、
育
成
樹
脂
な
ど
に
ドm

さ
れ
、
常
婴
が4

少
し
な
い 

C

、
 
Z

恐
れ
る
人
もP
3

で

IJ
あ
る
ま3
 •

型
去K

お
い 

て
、
二
の
よ
っ
な
铎
栢
口
、
限
々
,''

电
ら
れ
て
来
た,
X 

と
え
ば
、&

代
木
連
集0

•

木
枚
よ
ハ
モ
鉱
物
資
源
の
る 

の
十
多
く
快
一
つ•

ヨK

今a

木
根
で
い
つ
べ
爰
與
や
家
耳 

に
、
合
成
樹
胎
ケ
金
様
我E

ベ
ビ
ん
た
ん
多
く
用
い
り
人 

て
い
る
・
と
ら

,'
折
炭
に
は

っ
て
、
温
然
用
の
矗
気
、W 

ス
、
石
炭
の
依
用
蓮.
か,

少
し
ず
つ
か
を
る
傾
向
に
あ
る 

の
を
、
事
実
で
あ
る,

こ
の
よ
う
な
部
分
的
な
温
少
道
は 

ブ
乞
造
る
ハ
ぎ
り
、
株
産
物
の
曲
来
名
悬
念
す
る
の
て
標 

理
口

rj
い,

し
か
しa

意
せ
ね
ば
け
ら
ぬ
の
口
、
林
産
物
の
供
結®
 

の
統
訂
故
等
バ
ー
愚
芸
ハ
ら
刃
っ
グ
を
増
加
の
妈
勢
名
示 

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
罪
石
内
に
コ•

融
表
材
や
痛
密 

用
材
が
減
少
しk

り
・
パ
ル
ス
枝
バ
尔
え
''
り
と
云
う
増 

バ
債
同m

み
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
の
供
給®
I

は
、
人
口 

の
増
加
・ 

建
紊
の
発
傢
と
夫
に
、
っ
ね
に
か
え
て
来
て
い 

ろ
。2

らK
獨
家/

展
望
で
る
際
に
、
 

千
じ
め
理
解
し
て 

か
く
必
要
の
め
る
の
ロ•

林
*'
パ
な
おx

毘
,'
供
給
出
采 

方
貴
新
可
能
出
源
で
あ
る
こ
と
で
め
る•

鉄•

石
炭
、
石

油
な
ビ
ロ
奥
新
不
陶

<3
顔
で
め
っ
て
、
今
日
や
の
福
尊
堂 

ロ
ま
マ
隶
す
ボ
芝
く
な
っ
て
い
る
バ
、
探
堀
バ
進
む

,'
つ 

れ
、
何
师
八n

依
船
量
バ
減
少
で
る
理
4,
に
め
る,

こ
れ 

ら
の
生
産
策Q

、
授
期
的
に
見
れ
ば
、
 

斜
陽
登
業
で
あ2
 

而
し
て
こ
れ
ら
の
建
衆
の
快
給
貿
ガ
源
少
レ
て
や
々
に
反 

し
て
・ 

増M

し
て
毋
く
で
め
ろ
う
話
等K
対
し
、
 

ベ®

根 

船
を
し
て
ゆ
く
の
に
、
比
牧
构
21-
い
立
場
穴
あ
る
の
バ
、
 

天
来
り
林
木
資
源
で
同
あ
る
ま
()
ハ•

と1X
負
長
期
期
に 

見
て
、
臾
財
不
能
祺
源
よ
り
も
奥
新
可
能
模
液
の
右
が
、
 

洞
利U
供
結
卒
椅
に
あ
る
こ
と
ロ
、
否
足
之
れ
ま
い, 

何X
K

はA

エ
対
口
・
経
邑
生
雇
の
風
程
,'
お
い
て
、
 

J

り
有
利y

生S

方
法
の
も
の
に
、
 

帰
尊
の
動
冋
に
公
じ 

移
っ
て
叩
く
一
一
と
ほ
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
を
のx

価 

バ
利
用
之
れy

く U

る
と0

、
蜡
通
に0

考
え
ら
れ
き
リ 

将
来
の
林
鹿
物
谣
野
の
喀
符
を•

舆
体
的K
ビ
っ
見
て 

ゆ
く
れ
に
つ
い
て
、
 

米
国
の
率
例w

示%

り,

含
廳
国
で 

ロ •

こ
の
よ
う

rj
福
堂
の
単
例
バ
、
オ
ニ
次X
戦
後
ビ
ロ 

で
ル
血
つ
あ
る
バ
、
二
の
う
ち
林
野a

の
行
っ
た
木
村
貝 

源
謂®

( T
~
n
b
e
r

 R
c
s
o
s
c
e

 R
e
v
i
e
w
)

に
つ
い
て
述
べ 

る•

こ
の
用
査Q

、

ねX

なP

(7)
で
、㈠

戦
後
の
森
林
譎 

由
一
の
成
果
を3

とm
㈡

人
口
お
よ
な
国
氏n

霁
と
林
建
物
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練

避

の

関

僚

名

製

ベ®

戦

後

の

林

嶺

展

開

の

動

向

に

、

自 

田

国

を

岡

で

の

森

林

資

源

お

よ

び

父

の

台

在

国

と

の

漢
係 

を

困

ら

か

に

しK

る

の

で

、

一
九
五3
■

耳
R
 
-

ハ

冊
の
夕 

リ

ン

ト

と

し

て

更

表

そM

て

い

る

。
そ
の
一
っ
ら
、 

ど
の
よ 

み

な3

鏡

で

、
毒

来

のs
a

取
要

幺

区

込

ん

だ

ハ

、
 

を1
1s 

べ
よ
2

(

註
)

酒

だ

黒

写

と

は

、
 
R

雪

見

込

と

い

う

程

慶

の

«• 

昧

で

あ

る•

具

体

的

に

用

幅

で

価

格K

恥

じ

て

足

め

の 

れ

rcE

導®

で0

な
(
)

か

ら

、
ヒ

く

に

2.
別

しX

百

家 

を

っ

い
り,

一
九
五

二

耳

の

台

象

田

木

桢

消
負
«

ニ

ニ

二
•

五

饱
立 

る

底

の

刁

ら

、

五

二%

强

が

農

枝

记

太

で

、
そ

の

耳

温

別 

A
 s
o
 

近

耳

で
°

锭

足

し

r'
数/

区 

示

し

て

い

る•

バ

ル

メ

种

を

の

ぞ

く

そ

の

他

の

用

校

も
同 

様

で

あ

る•

一
后
燃
林

白

一

六%

殯

它
fe
め

る

バ

キ

の
 

滥

け

傾

向

が

い

り

U,1•
る

し

い

のR

対

し•

そ
K

包

で

度
補 

りJ

う

じ

形

で
•

ハ

ル

ス

技
(

ニ

二%

)

バ

増

加

し

て
来
て 

い

るeこ

の

よ

り

か

木

稅

視

等

の®

民

後

港

内

で

の

仙

ら
を
名 

見

るk

か

に

、 

ま

ず

消

供

之K

を

原

料

联

可

の

木

枠

の
十 

M

の

勒2

名

見

て

い

る
,P

D

わ

ち

ー

九

。

 0

ヰ

ハ4

ー

ら

エ

場

名a

て

、
 

徭

終

消

談

者

に®

け

る

に

に

、
全
体
と 

し

て

耳

二〇

億

ド

ル

以

上

バ

役

ゼ

ら

れ

て3

る

。

一
方
林 

木

背

成
曲
口 

ー0

随

ド

レ

で

あ

る

。

し

に

バ

っ

て

生

座

肉 

な

紅

溶

林/

•

謠

葬

の

多

い

应

域

ヒ

合

理

的

な

間

係

を

も 

つ

よ

うK

施P

る

な

ら

、

二0

盤

搬S

の

減

カR

よ

り

、
 

消

質

者

の

負

担

も

へ

ろ

ー

る•

生

在

者0

利

捡

七

増

,111
レ 

う

る

と

い

う

重

麻

で

、

輪

法

関

の

交

化

に

注

目

し

て

いa
 

な

お

用

法

別

木

積

間

の

消6

代

咨

関

係

ロ•

板

样

・

台

板• 

ペ1
 7
1

ボ
I

ド

、
-7

ア

イ

ベI

花-

ド

な

ビ

の

間

で

見 

ら
X

る

ガ•

更

,'
林

屋

物

の

価

格

货

化

に

つ

れ

て

、
他
の 

物

理

的

福

值

精

料

ヒ

の

間
K

生

す

る

消

費

里

の

代
首
関
係 

に

つ(
)

て
、 

注

倉

し

て

い

る•

酒
a

前

尋5

の

予

測
/X

当

っ

て

口

戛

破

と

し

て•

人
口 

バ®

去 

立

つ

耳0

増

加

孝
/

蒯

爲

す

る

こ

と
名
想
足
し
て

、
 

一
九<

五

及

な
-

一

〇

〇

〇

耳

の

人

ロ

とB

用

人

口

幺

計

in 

す

る
,

之

らK

ia
中

伏

酹

間

ヒ

風

岡

当

坊

伏

生

涯

性0

改 

化

の

想

定

に
モ

ヒ

づ

い

て
•

將

來

の

各

今

度

の

粗

国

戻

生 

渔

殺

名®
F

tti
し•

セ

こ

ハ

ら

物

理

的

根M

板

科

の

消

貧

量 

名

推

定

て

る•

一
右®

国

民

生

叁

額

か

ら

租

税

な

ビN

校 

除

レ

て

可

足

分

圻

用

幺

に

し

、
 

人

口

で

除

し

て

生

毛

水

津 

の

変

化

名
*

め

ろ•

九

五

二

耳

に

ハ

ク

、

エ

ネ

ル

ギ1

原

料

ナ

燉

科

の

消

貧

率 

E

、m

。

 
%

し

皿%

程

度

にF

リ
、
 

物
理
内@

改

読

料
の 

う

ち

、
用

株

の

消

曲

筆

口

当

初

お

程

展

で

あ

っ'c

の

バ

、
 

彼

の

和

料H

次

、オK

お

芝

ハ

九

、ウ
れ
、

一

九

皿

。
耳<

二 

0
%

程

度r

下

っ

て

い

ろ

バ

、
 

そ

の

後

二
の
幸

を

た

足
し 

て
維

将

し

て

IJ
ろ
・

で

す

ん

で

用

妆

ロq

ぺ

て

物

理

的

構

法

棟

料

中

に
含
意 

れ

て

い

る

い

ら

、
後

看

の

範

額

の

皇

準

耳

度

現

密

単

植

ド 

レ

当

り

の

用

盒

利

用

料

の

相

対

的

消S

里9

し

ら

べ

ろ, 

そ

の

鮎

果

直

去

の

長

期

的

な

爼

務

と

し
て

、

髏

带

丸

太

の 

消

負£

ロ

源

少

傾

向

、

木

株

パ

ル

ス

の

酒

員§

0

匸
九
市 

上
耳

し

て

采

て
U

ろ

。

な

お％

来

の

消

負a

にe

()
て

老

馬

-T
べ
き
雪
因
に
し 

て

、

価

格

、
舞

武

、

代

邑

関

係

の

住

験

区

調

べ

て

い

る• 

興

際

の®

格

指

数

を

、

一
般

网

を

物

価

指

数
で

除

し

,''
寥 

材S

の

也

正

価

格

相

数

は

、

長

期

的

に

句

な
0

の
ェ
扉
蟆 

向

林
居

ら

れ

る

。
そ

の

供

給

曲

練

の

胜

鉄

tt
就

01
しx

バ
、
 

戦

後

そ

れ

ほ

ど

増

如

し/J

い•

一
た

パ

ル

ス

杼

の

修

正

価 

格

4§
数m
•

若

不

工

期

し

て

い

る

バ 

相

対

我

に

安

足

し 

て

お

り

、
そ

の
K

め

消

負

目

の

堰

1ra
バ

鴿

し

小
っ
た
二
と 

ド

知

ら

れ

ろ•

職

医

に

つ

い

て

ロ

、
林

巻

物

玄

生

産

農

小

岩

柱

帰

専?L

の

評

価d

、

低

評

細

と®

評
植
の
一
一
法a
 

と

っ

てU

る

。
值

評

価

口

、

過

去

の

林

苣

物

の

修

正

価

格 

の

膝

實

IK
よ

っ

て

、
相

过

的

消

関

里

の

減

少

傾

向

が

も

り 

れ

る

と

こ

ろ

か

ら

、
 

用

途

別

に

、

林

產

物

の

相

当

然

棉

呼 

量

の

減

け

と

其

質

価

値

の

臟

貴

ヒ

バ

、
今
後
も
級
極
し
て 

定

る

と

為

を

て

、
 

里

th
す

る
•

悪

評

価a

、

物
理
的
構
值 

枝

料

の

消

買

量K

対

で

ろ

用

桥

の

そ

れ

の

比

幺

、

一
足
と 

君

を

る•

っ

オ

り

原

単

鱼k

ろ

ー

九m
y
1

皿
九
ヰ
に
レ 

当

り

一
•

ヒ

立

お

灰

の

木

材

消

貧a

バ

、
今

後

も

持

統

寸 

る

る0

ヒV

る
•

こ

の

埸

合

、

国

氏

経

済

内
で

の

林

旌

物

の
狼
初
ぽ
ー 

一
足
ヒ
り
る
。

一

九

五

二

耳

の

消

員N
-

0

 0

と

し

に

場

合

、
潤
来
の 

溝
a

肅#

量

のe

込D

、

次

秋

の

叩

く

で

あ

る

。

叱

翠

田

称 

(
%
)

壊

巧

針

人
ロ 

ー
人
当
り
用
林 

C

立
方
吹)

編

布

針

一九m

鼻 

-
0
0

 

-
0
0

0
0
 

六
五•
二 

二
一
人 

六
ろ

始
酒 

元
義
丼 

二
一
五

V

五 

二

<. 

右•
九

5

二 

K

ハ•

一

舌g

耳 
」<
 

"

九 
お<
 

力:
 0

 
匚
一
工 

金
.

穴

毎

K

 

五X

耳 

石0

 

y

五 
二
一
九 

K

ハ•0  

<

二 

1
.
V

—/ 

后

韋 

二0

五 
左
 

K
0
 

V

六&
 

三A
 

公
ろ
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こ
の

裏

で•

円

来

の

各

耳

氏

の

港

杜

需

源3
1

ほ
・
紙
爵 

価

反

呎

自

評

価

と

も

に
造E-t
る

結

果

幺

示

す

・

魔

材

口 

同

れ

の

JS
合

も

同

幸

で

減

ァ

し

て

ゆ<
 

バ

、

用
村
の
増
加 

ギ

バ

丽

弟

で

あ

る• 

一
方
人
口
一
人
当
0

®

ロ•

ヒ
く
に 

低

評

価

で

口

()
ら

じ

る

し<

減

少r
る

出@

/

示

し

て

(, 

る
•

低

評

価

で

の

一

人

当

り

の

測

少

に

は

裳

柿

環

の

減
少 

バ

バ

さ

く

根

用

し

て

(1
る
•

そ

れa
姓

載

様

式

の
安
化
と 

皿

工

技

馆

の

進

罗

に

ょ

る

不

杖

耐

用

期

間

の

延

我

な

ビ

它 

送 <
 

同

厂K
め

で

あ

る
•

し

ハ

し

人

口

の

増

〇0
の

た

め
無 

対

里11
小

え

て

ル

く

・

は

お

栩

種

用

我

台

ほ

・

理

社

が
あ 

嫌

喪

二0
%
驰

に

対

レ

、
寫

末e
三0
%

と€
R

ん
で
い 

5>•
又
材
一
級
ハ
、り
コ
、

理

林

用

大

丸

太<
0

〜V

五%

・
 

中

文X

一
五%

と

処

込

ん

で

1,
る, 

こ

の

よ

う

な

米

国

で

の
病

釆

の
幅

碑

里

の

忠

定

け

、
単 

ほ

ろ

星a

ヒ

云t
E

そ

う

re
が

、
灾

隣

の

肃

要

星

口

、

ニ 

の

低

邰

価

と

禺

解

価

の

間

に

お

と

ま

る

公

募

バ

强

い
、

と 

云

っ

て

()
る

・

ば

お

こ

の
章

位

の

国

程

か

ら

、
 

席

警®

に 

ロ

、
ど

の

よ

うV

経
港

的

尊

因

バ

影

響

寸

る

人N
、
知
る 

こ

と

胀

込

来

よ

う
,

N
 

経

笆

JL
妓
と

生
産

集

約

威

こ
こR
い

う

立

型

と

口

、

経

済

明

文

昭

の

こ

と

で

、

林

し

か

し

交

面

機

ぬ

モ

、
我

い

間K
ロ

渤

次

改

善

そ

れ

、
 

そ

の

結

米

従

前

、
り

も

原

搬

負

用

ZA
い

て

口

取

引S
用

城 

武

じ
•

し

rc
べ

っ

て

市

農

へ

の

能

利

バ

か

わ

っ

て

く

る, 

■

単

な

例

と

し

て

・

文

曲

機

間

の

改

善

に

よ

り
,

め
る
問 

囿

の

あ

ヒ

で

輸

法

裁

用

み

い

て0

販

再

関

係

の

信

用

宿

先 

0
%

港

っ

た

も

の

と

し

、
改

替

れ

の

吊

濁

価

、
 

独

力

価

、
 

11
木

価"

、
 

改

利K
よ

り

ビ

の

よ

う

に
愛

化

す

る

ハ
£

示 

を

う
.

双
を
南

取
巻
後

生g
s

と0

、
正
場

こ

の

技

で
•

限

界

雑

の 

選
：
：

生

産

の

限

界

蜒

で

の

ヽ
 ガ

•

作

木M
检

貧

を

示P

わ

る
.

比

奴

で

立

木

の

価

格

幺

弟

とp
る

と•

ニ 

超

符

賛

に

一

〇0
秆

夕

價

栽

貧

任

加

え

仁

ー

ハ

ク

術
埸
価 

金
木e
 

--:
ハ00

 

(

ハ
。3 

V
M
O  c  

e 
0

ノ 

一、六
〇
。 

ハ3

0  0
)  

ら

ー

您 

Z
の
で 

の
伐
木 

0

四
バ
、

«

で

口
從

来

次

利

級

と

云

わ

れ

を•

二0
能

利

の

良

名

は
、
 

そ

の

土

典

で

の

生&

物
の

価

格

や

、
臭

処

へ

投

ず

る

询
的 

ゆ®

木

の
価
常

で

口

れ

ら

れ

る
♦

異

っ
た
士

能

で

の

同
じ 

種

類

の

口

水

の

価

格

に

、
同

じ

時

点

で

も

宫

低

纟

生
ず
る 

の

日

、
 

伐

出s

搬

取

51
信

用

全

体

の

乡
写

',''
上

る

バ

、

と 

く

にX
をV

枚

用

す

る

の。

 

、
市

場

三

で

の
翅

携

貫

用

、
 

P
U

わ

ら

経

済

的

距

離

のX
小

で

あ

る•

用

慮

よ

で

の

種 

搬S

か
入

き

l-rx
ば

、
 

時

利

口愿
：
：

•

ヨ

に

陇

利

バ

急

1, 

ヒ

、®

水

ロ
ビ

の

知

物

闲

間

口0
な

、
労

依

看

の

穴

行

帰 

問

ボ

出

小

く

な

り

め

マ

く

、3
X

送

期

で

の

労

侦

者

第

集 

に

不

都

合

纟

生

じ

太

り

、

結

衆

,'*

お

い
て

負

用

バ

切

高

に 

0

0
2

P
：：

•

し

tx
バ

っ

て

あ

る

时

点

で

の

木

料

の

市

埸

価
格

口

同
じ 

で

も

、
不
®
U

記

利

','

は

し

便

晤

な

型

利

で8
、

つ
ね
に 

同

種

林

木

の

立

木

価

格

呎
信

く

、

一
方

明

伏

や

苗

木

リ

ビ 

の

庄

鹿

要

素

の

恤

格

13••
劇

安

と

な

る

傾

向

冬

る

つ•

し 

ド

が

っ

て

こ

の

よ

う

ほ

矍(I
她

利

で

ロ

、
由

木

ゆ

労

,™
の 

供

用

畳

幺

ふ

歩

し

、

っ
或

り

「
生
産
家

約

度

」
名

枣

め

て

、
 

林

木

の

成

長

量

を

ま

し

、

は
拉

を

増

011
で

る0

た
、̂

り 

べ

い

の

め

る

仕

単K
な

っ

て

く

る

。

一
万

不®

U
足
利
で 

ロ

、

収

秋

領

バ

下

る

か
、
、

口

用̂

十

分K

投

じ

をp,

凡

木

の

市

喝

碗

格

氏

ロ

る

。
演

単

の

た

め

、

英

地
も

帝

場

の

立

く

も

疗

装

を

一

足

と

す

る

と

、
伐

木

置

校

演

国

慶
ら 

な

い

ハ
ら

、

一

ハ0
0
円

ハ
ら

一0
0

0
円

乞

用1
 •

匚
残 

り

の
(

八

。

 0
円
)

バ•

向

陽

附

近

の

立

木

価

格

と

た

る. 

同
様

に

、
市

埸

小

ら

五

〇

猗

、一
0
0

杵

で

の
丸
太
極
程 

ヒ

II
木

価

と£

示

しk
。
な

お
®

負

口

、
距

離

,'
追

う
,' 

优

例

で

る％

の

で

口

な

い

が

、
二

の

家

で

口

勝

蟀

に

取

吸 

つ

て

い

る,

ぎ

穴

天

然

木

で

あ

っ

て

も

、
立

木

価

バ
率
で 

む

ら

れ

る

筈

ロ

な

〇

、

と

い

り

转

問

を

モ

た

れ

る

で

あ

ろ

司
埸
よ
り
五
つ 

野
の
拽
力
価

(

立

木

価)

刁

バ
•

販
君
の
最
低 

価
バ
ー 

0

 0

円
と
い

-
•
8
0

 

0

 

一
、00

0

 

み

場

合•

そ
の
土
感

る

、 

ヒ

考

え

て

(I
る

わ

け

で

曲

を,

よ

り

臾K
超
賃
ガ
ー 

0

0

円

急

い

联

胞/
 

生

度

の

限

界W
匕
し• 

貝
尔
ま
で
は
市
埸
へ 

の
木
朽
伊
給
関
に
入

二

の

表

で

、

用

明

と

限

界

敗E
の

立

木

価

の

限

き

口

、
 

交®

機

開

の

改

善

前

で

八0
0

円

で

あ

る,

限
界
物
で
の 

森

林

ガ

科

君

ほ
、

生
産
の

氏

め

1'
全

然

資

用N
殺
じ
え
な
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1)
一
方
、
市
團
附
亚
の
卅
租
着
口
、
商

1)
11
木
価
に
濟
じ 

て
庄
巻
屋
区
培
叩
マ
るX

め
、
 

経
泻
の
生
産
集
約®

を
譲 

の
て

fp
く
で
め
ろ
り•

と
こ
ろ
で
、
 

友
画
構
附
べ
改
邕
之 

れ
に
檢
でn

、
 
⑷

も
し
ホ
埸
ヒ
襯
界
也
と
の
距
触
一
ク
。 

料
バ
駛
らu

rr
れ
ば
、n

木
価
の
岡
を
口,
EIO
C

円

IX
さ 

ば
ま
る•

まk

帀
弱
価
格
が
、
交
,®
除
風
の
改
箜
令
1,'
う 

但
下
で
る
て0

と
思
ろ
と
、
全
体
と
し
て

I1.
木
価
バ
下
ろ 

ハ
ら
、
生
注
の
や
り
お0
超
双
と
な
る
で
あ
ろ
ー
ク
バ
、W 

力
極
の
物
珞
化£

刁
。
バ
レ
、
入
い
て
口
生
理
集
衲
度
の 

ひ
ら
枣
も
変
っ
て
二J

っ•

し
い
し
二
の
次
面
松
関
の
改
趋
後
も•

飛
低
的
と
商
尊 

の
性
後
ra
改
ら
な
い
と
し
て
も
、
供
給
価
格
バ
ー四

。
0  

円
にF

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
需
警
里

12
尔
え
て<

ろ
か
ら
、
 

供
給®

口
払X
2
K

点

て

(I•

し
た
ボ
っ
て
间
の
モ
し
市 

曙
の
帰
好
量
が
か
え
て
、
限
界
议
が
布
焉
ハ
ラ
ー
五
。
料 

に
也X

と
れ

FC
ヒH

る
と
、
市
畏
価
格
口
出
の
翅
合J
"
 

二0
0
円

咼
く
な
る
。
レ
ハ
も
こ
の
困
合
注
意
名
尊
て
る 

の
け
、m

埸
に
近

II
昭
帝0

丸
た2
n

木
価
格
バ•

双
善 

節J

り
も
低
く

rd
ろ
一
万
、
市
埸
よ
り
立
ク
黯
謂
点
で0

 

変
化
べ

rj
く

、
そ
れ
よ
り
る
道
陽
地
で
口
敗
右
価
バ
ハ
力 

つ
て
瞧
負
し
、
以
揄
の
限
界
超
だ
っ
,'c

と
二
ろ
に
立
木
価

風
等0

増
加K

っ
れ
、
名
経
若0

供
紿
堂
を
増
加
し
て
ゆ 

く
が
、
そ
の
た
め
に
口®

ら
れ
た
エ
兜
面
旗
か
ら
、
よ
り 

多
く
名
生
亜

•T
る
に
め
、
生
産
方
法2

改
善
し
、3

厂
函 

木
や
先
伏
を
多
く
供
り
お
向
へ
マ
す
む•

そ
の
た
め
、
城 

代0

处
価
も
上
る
よ
り
に
ワ
る•

し

P:
べ
っ
て
飪
営
立
兜 

別
に
、
 

現
代
費
用
幺
ホ
利

,-̂

般
じ
、
 
m

に
潴
来
あ
釆
る
r- 

r)
収
益
を
増
加
し
う
ろJ

ク
、
過
当
な
生<

集
約
度
幺
老 

え

、
 

生
産
率
策
を
す
す
め
て
ゆ
く
必
等
バ
め
ろ
の◆ 

林
幾

IX
お
け
る
生
産
の
集
約
化
バ
、
ビ
の
よ
う
な/
n
 

と
っ
て
い
る
か
に
つ
き
、
附
理
て
そ
の
組
合<

、
お
よk 

エ
於
利
用
回
数K

閉
し
て
迖
べ
上
り,

u
x
^
•

収®

能
力
がx

き
く
、
巣
衲
化
の 

可
能
性0
穴
き
い
も0

か
産
ば
れ
る•

林*

口
生
産
期
間 

パ
受
い
か
ら
、
•

と
く

IX
樹
種S

種
の
徴
衣
口®

号
で
あ
ろ
・
 

こ
の
よ
ろ

rj
樹
種
と
し
て
、
 

ス
ギ
、
マ
ツ
類
な
ど
1,'
孝
げ 

ら
れ
、2

ら
に
て
て
む
と
肥
将
承
剤"

ビ
む
モ
用
()
ろ
特 

用
出
や
ボ
スラ

；？

ビ
の
栽
培
バ
行
わ
れ
る
。
 

入
ギ
ロ
材
が
盤
画
で
旭
工
し
す
マ
く •

福
愛
里
の
欠W
 

"

建
案
材
と
し
て
、
価
落
も
高
く
な
り
う
ろ•

き
r'
そ
の 

圧
産©1

0
、

邁
足
に
お
1,
て
型0
衡
種
よ
り
大
さ
い
・
植 

我£

復
名
島
あ
て
も
、
 

十
ろ
みa

し
、
ま
1''

舞
南
的
な
林

•

生
す
る
こ
と
で
あ
る•

ハ
く
し
て
币
鼻
血
塔
«?
キ
で
ほ
、
 

里
建
の
福
族
化
ボ
畳
fe
ご
れ
ろ
一
右
、
直
茶
翅
で
ほ
、
そ 

M

ま
で
よ0
も
集
的
度
バW

む
こ
と
と/J
る•

こ
の
よ 

つ
な®r
fl5D

、
恆
去R

お
い
マ
各
時
后
で
巳
ゥ
れ
る
し
、
 

今
後
も
え
る
と
老
元
らX

ろ•

も
っ
と
も

ifi.
耳
で
ロ
、
市 

屋
価
格
ボ
普
翅
ば
茶
り
な
い
の
で
、
市
爆W

直
侏
林
も
旗 

期
度£

趙
用
し
て
”
る•

(

註
二
こ
一
で
の
観
家
口
、
王
と
し
てS

職S

の
彼
化
に 

つ
い
て
で
あ
る
バ
、
立
木
価
珞
の
糜
潞
に
13
、
他
の
率 

植
も
作
用
し
て
い
る
。K

と
た
ば
、
 

野
耕*

港
な
ど
の 

立
木
や
丸
木

I<
方
す
る
第
陽
福
尊4
S

関
篇
®-
の
姓
集 

な
ど
も
関
係
す
る
・
こ"

ら
の
策
者
ロ
、
そ
の
罂
ま
に 

対
す
る
簡
要
や
価
格
の
変
化
に
対
底
し
て
：
原
木
入
守 

量K

つ
き
操
作
し
て
ゆ

ハ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
のK

め
、
 

こ
れ
らQ

業
為

の%
 3

超
碑
で
の
立
木

IK
対
寸
る
南
専 

の
気
度
は
咼
く
、
価
格
も
比
較
的
好
定
し
やp
u

バ
、
 

そK

か
ら
離
れK

次
雨
ほ
ど
佈
要
の
断
級
が
次
ビ
く
、
 

価
格
も
膈
落
し
め
て
()•

こ
二
で
生
産
廉
約
度
に<

森
纟
酝
じ
よ
う
。
こ
の
集
約 

度
日
、
国
民
超
済
の
発
展
に
つ
れ•

林
産
物
の
点
耍
バ
增 

加
ア
る
と
决

I-
、
きP

ま
す
す
す
む
物
幺
と
る•

け
せ
し

今
改
厦
に
対
し
て
も
、
か
な
り
陶
応
力
の
つ
よ
い
。
こ
の 

よ
っ
な
性
校
の
匸
め
、
林
業
棉
種
と
し
て
、
藤
祐
化
能
性 

バ
高
い•

ヨ
に
變®
s

種
の
固
定
も
容
易
で
あ0

、
土
焼 

の
自
然
衆
件
の
变
化K
応
じ
て
、0

少
ほ
超
品
種
の
遗
択 

も
可
能
で
曲
ろ
刁
。

ヨX
波
泊
樞
栽
モ
、
条
約
度
幺
总
め
り
ろ,

生
苗
の
耳 

()
樹
理
と
、
析
何
は
得
い
バ
、
生®

の
ゃ
ヤ
お
々
式
ろ
樹 

級
ゆS

種
の
組
台
に
！！
、
集
約
度
名
ま
力
、
 

収
穫
回
牧
セ 

み
ウ
す
・

粗
放
生
注0

段
階
で□

、
労
柯
狙
放,̂

女
工
う
る
栩
種 

バ
望
ま
れ
よ
刁•

つ
ま
り
宠
の
用
お
で
自
然
の
生
貞
力
の. 

つ
よ
い
樹
種0

ほ
か
で
、
収
技
力0

大き
：：

も0

宿
落
ば 

れ
よ
り
。

尊P

る
に
、
 

集
約
度0
增
進
口•

集
約
可
能
性
の
つ
よ 

()
極
種•

そ
れ
も
疔
他
費
枸0

可
他
機
の
つ
よ
い
甜®

の 

^

衣
と
、
 

そ
れ
ウ
の
鬼
榄
ある

：
：

口
そ
のM

と
の
混
尊
の 

影
で
・
行
わ
れ
る
・3
y

株
林
双
等
と
し
てD

、
抱
利
ヒ 

足
使
と
に
於
じ
、
集
約
化
験
法
の
樹
種
と
粗
放
化
能
性
の 

面
種
と
を
組
合d
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
集
約®

幺
总
あ 

み
こ
とK

よ
り
、
 

敗
衽
を
増

no
し
て
曲
く
傾
向
た
息
ら
れ 

る.
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次

に•

士

徙

利

用

回

致

の

増

加
ポ
、
 

聚

約

度N

篇
め
ろ 

の

も

、

云
う

S.
も

しU
•

慶

火

例

Ixt?
伐

琛

の

促

進

にJ 

り

、
ぎ

す

天

然

林

で

の

、
 

無

成

林

爆

成

長

の

用

恩

が

短

格 

2
れ

に
•

さ

ら

I<
、

人

工

矮

種

よ

り

人

工

植

栽

に

で

す

む 

は

っ

れ

、 

茂

木

の

供

用

に
よ
ハ
・ 

林

史

で

の

成
®

照®

★
 

俎

楣

とn
ろ
•

ヤ

の

代

り

函

木

代

や

任

林

の

た

め

の
労
侦 

豉

用

バ

赠

肥

で

る

・

し

ハ

し

粗

放

ロ£

林

や

樂

で

ロ

、

德 

育

等

探

お

ビ

バ

不

十

分

ほK
め

、
 

林

木

次

要

バ

お

く

れ

、
 

垓

度

期

聞

口

及<
 U

り

めp
い

。

果

約U
生

産

限

脂

で

ロ

・

伐

離

议

の

放

曲

期

間D

短
く 

な

り

、
小

中

径

木

の

短

代

期

生

産

と

、
 

多

少

伐

関

13
長
い 

ボ

、
間

伐

回

散

名
®

犯

し

、
述

卡

小

に

黄

本

の

回

帜

な

口 

ハ
ろ

方
法
な

ビ

が

行

わH
ろ,

前

沿

口

土

地

に

余

給

バ

な 

く

労

仙

に

余

确0
あ

る

姥

方

で

行

わ

れ

や

す<

'

成
育
の 

B

や

ハy
樹

種

の

選

択

や

人

街

の

饮

用o
去

植

な

ビ

にJ 

り

、

能

力

の

利

用

ヒ

収

種

帝

の

1S
1,11
を

ほ

ハ

ろ•

後
君
口 

工

理K
余

裕

バ

あ

る

八

、
労

銀

の

相(I
臾

角

で

行

わ

れ

や 

す

い

ボ
•

間

伐

に

よ

っ

て

前

収

入£

多4

し
•

八
つ
ま
伐 

で

良

貫

落

話

村K
よ

る

敗

施£

举

げ

る,

人
工
检
裁
に
よ 

る

択

松

林

で

も

、 

回

呼

耳

を®

縮

で

る

こ

と

に

よ

り

、

収 

青

回

放

バ

ホ

汇

る

し
•

笹

林

像®

の

依

業

の

機

会

も

多
く

な

り

、
 

一
段

に

集

約

度

口3
で

心• 

不

お

”

能

科

で

ロ

、

圧

産

期

間

バ

费
,
^

な

り

や

す

い, 

之k

ほ

一

定

径

級

J)<
上
の

林

れ

で

な

い

と

、
 

釈
描
バ
い
べ 

ら

け

(I
の

と

、

そ

の

rc
め
先

句

投

下

も

同

約

さ

れ

、
林
木 

の

成

黄

七

お

く

れ

る

小

ら

で

め

る

。

二

の

よ

り

ひ

用

で

I3
、
 

祖

双

rj
生

度

方

法

と

授U
生

産

期

閉

と
バ
、
 

関
保
し
合
っ 

て

い

る•

一

方

理

利

バ

き

熄

と

な

る

IX
つ

れ

、
横
種
や

生 

座

方3
も

、
多

様

は

も

の

が
用

い

ら

れ

つ

る

の

で

、

更
建 

期

間

も

い

ろ

い

ろ

1-
な

り

み

ろ,

(

的)
ジ

ャ

ペ

ニ1
ズ

ウ

ェ

ザI 

一
 

翳

-&
の

ご

命

令

で

、1
C

れ

か

ら

回

ヶ

月

の

ア

メ

リ

カ 

視

察

を

お

ゝ

せ

つ

か

っ

た•

こ
れT

9

よ

い

舔

験

だ

と

出
か 

け

た

の

ほ

よ

い

が

、

一

寸

な

れ

る

の

,*-
ニ
ケ
冃
か
ら
三
ケ 

目

を

っ

ぷ

し

て

し

ま

っ

た•

こ

、
、
で

は

、

陣

門

の

娶

く
る 

し

い

話

口

よ

し

て

、
こ

の

ロ

ケ

冃M

に

見

た

む

こ
•

っ
の
人 

情

風

俗

な

り

・

失

敗

談
(

ば

か

り

だ

か

ら)

な

り

を,

巡 

い

よ

サ

まa

に

申

し

上

げ

た

い

と

思

う•

大

切

な

紙

幅

を 

こ

の

よ

う

な

話

で

つ

お

す

のt
申

し

訳

付

な

い

と

も

思•
っ 

バ•

何

と

い

っ

て

も

参

考

|;
な

る

こ

と

で

し•

そ

う

で

な 

く

て

も

正

月

に

ほ

や

は

り

笑

い

た

い

も

の

で

あ

る•

二

林

業

は

私

だ

!!•

農

案

四

人

で

合

わ

せ

て

五

人

の
同
勢 

ペ

、
初

め

一

月

半

は

ど

、

ス

ペ

イ

ン,

ポ

ル

ト

ガ

ル

、

ト 

ル

コ

、
ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン•

ブ

ラ

ジ

ル,

台

湾

、

規
周
な 

ど

の

連

中

と•

白

、
 

黒

、
黄

色
•

色

も

と

り

く

に

、
君 

い

ア

リ

ゾ

ナ

川

か

ら

、
涼

し

い

ワ

シ

ン

ト

ン

州

な

で
•

わ 

い'
•
^

い

い

な

が

ら

砍

行

を

し

て

い

た

こ

ろ•

あ
る
と
き 

r

ジ

ャ

ベ
ニ1
ズ

・

ウ

ェ

ザ

丨

」

と
い
、フ
-

京

を

耳

に
し

た•

「
そ

れ

は

何

ハ

」

と

たT

ね

る

と

、

「
こ
れ
は
日
本 

軍

の
真
珠

湾

攻

撃

以

後K
で

き

た

言

兼

で

、
急

,''

天
気
烬 

変

る

の
を

い

う

」

と

の

こ

と

で

、
 

一

寸

い

や

な

気

べ

し

た

”
 

そ

の

後

一

と

月

ほ

ど

た

っ

て
、 

林

業

の
私
た

け

一

人

に 

な

り

、
ポ

ー

ラ

ン

ド

の

林

夫

試

験

場a
カ
ウ

リ

ン

と

ん

と

、
 

南

オ

レ

ゴ

ン

の

牧

野

試

験

林

を

見

に
出

か

け

た

こ
と
か
あ 

る
•

カ

ウ

リ

ン

さ

ん

は

な

か

な

か

の

紳

士

で•

も
ら
一
人 

の

水

源

林

課

長

と

交

管

に

自

動

車

の

ハ

ン

ド

ル

を

擁

り

、
 

コ

ロ

ン

ビ

ヤ

河

も

い
に
次

第

に

内

陸

へ
ド
ラ
イ
ブ
し
た• 

と

こ

ろ

が

、
そ

れ4
で

背

空

の

見

え

た

よ

い

天

気

た
っ
た 

の

べ

、
急

に

か

げ

っ

て

、

雨

ガ

パ

ラ

っ3
出

し

た

・
そ
れ 

を
見

る

と

運

転

台

の

か

ウ

リ

ン

さ

ん

/)<
思

わ

ず

、r
ジ
ャ
パ 

ニ
—

ス
•

ウ

ェ

ザI
L

と

い

っ

て

か

ら

、

ハ
ッ
と
私

IC
気 

が

つ

き

、

て

れ

た

よ

、つ
な
顔

を

し

た
•

私

は

そ

れM

で
後 

の
座

席

に

ふ

る

ぞ

り

が

え

っ

て

い

た

が

、
気

の®

に

な

り, 

「
日

本

で

は

と
の
よ

う

な

天

気

を

、
独

の
嫁

入

リ
と
い
い 

ま

す

よL

と

い

っ

た

の

べ

、 

云

っ
く
し
ま

っ

て

か

ら

又

い 

や

な

気

か

し

た

・

外

国

で

も

狡

猾

な

動

物

と

さ

れ

る

机

が 

日

本

人

と

か

す

け

つ

け

て

連

想

と

れ

る

か

ら

で

あ

る•

前 

の
一
一
人
も
默
っ
た
し• 

私

も

つ

い

默

っ

て

し
ヨ
っ
た
わ
け 

で
あ

る,
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外

国

へ
出

る

と
、
 

や

は

り

日

本

人

分

殺

ど

自

分

で
憲
厳 

さ

れ

る•
•

日

本

へ
来
た
外

国

人

が

耳

供

に

ジ

ロ

ジ

ロ

見
ら 

れ

る

よ

う

に

、
 

と

く

に

来

都

の

田

舎

へ

行

く

と

寻

供

に

見 

ら

れ

る

こ

と

呎

多

か

っ
た,

大

人

は

さ

す

べ

に

そ

の

よ

、っ 

な

態

及

を

落

骨

に

見

せ

る

、JE
氷

少

な

い

が

そ

れ

で

も
 

「
可

か

な

ら

し

い

こ

と

を

仕

出/

>x
さ

な

い

か-
*

と
い
、つ
風 

に

何

用

と

な

く

気

を

く

は

っ

て

い

る

の

が

、

こ

っ

ち

の
裨 

終

の

ア

ン

テ

ナ

に

ピ

ン

と

く

る

こ

と

は

チ

ョ

イ
^

^

あ 

。 •

そ

れ

は

こ

っ

ら

バ

旅

行

し

て

い

る

日

本

人

と

し

て

「
わ 

れ

ど

の

よ

、っ
に
見
ら

れ

て

い

る

の

だ

ろ

、っ
かL
を 

気

に

し

て

い

る

か

ら

殳

も

あ

る•

そ

の

よ

、っ
な
神

経

に

と 

っ

て

、

、
」
の

>..
ン

ヤ

ペ

ニ

ー

ズ•

ウ

ェ

ザ1
と

い

、っ
き̂

は 

生

く

い

や

な

も

の

て

あ

っ

た
・

三
常

気

楽

に

っ

か

う

天
支

用M

に

「
日

本

人

ピ

信

用
出 

R

な3
1

と

い

う

と

こ

ろ

に

渕

源

し

た&
M

と

し

て

使

わ 

れ

て

い

る

わ

け

で

あ

る•

「
抓

の

嫁

入

りL

と

い

、っ
宫
葉 

ガ

、
 

者

か

ら

校

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

、 

こ

の

ジ

ャ

ペ
ニ
ー 

ズ
•

ウ

ェ

ザ

ー

も

真

味

港

の

詬

念

箱

と

し

て

、
芸

く

使

わ 

ル4
う

・

枝

、っ

ア

メ

リ

ガ

人

は

、

日

本

と

い

う

感

覚

を

,4 

な

れ

、
た

ん

な

る

大

資

ま

泉

を

ホ

ゴ

き

乗

とL

て
感

ず4 

か

も

し

れ

な

い

べ

、 

わ

け

の

判

ら

ぬ

る

供

運

は

、

ー
及
は

も

早

い

」

と
、

そ

の

外

の

放

送

は

皆

わ

か

る

よ

う

な®

を 

し

て

い

た

人

も

あ

っ

た

バ

、

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

空

近

へ 

迎

え

て

く

れ

た

用

の

ト

レ

マ1
さ

ん

と
い
、つ
女

役

人

と

、
 

い

ろ

い

ろ

話

しX
み

て

も

、
 

ど
、つ
も
よ
く
わ

か

ら

な

い• 

更

に

ア

リ

ゾ

ナ

川

の

フ

ェ

ニ

ッ

ク

ス

空

港

に

羔

い

た®

可 

ワ

シ

ン

ト

ン

政

行

か

ら

さ4
:

ア

ド

コ

ッ

ク

と

ん

に

ペ

ラ

ペ 

ラ

や

ら

れ

、

今

後

の

計

画

に

問

す

る

大

切

な

話

だ

け

に

理 

解

に

つ

と

あ

る

の

だ

代

、
少

し

長

い

ペ

ラ

ベ

ラ

だ

と• 

2

 

•
つ
は

っ

き

り

し

な

い

・

本

人

を

前

に

お

い

て

五

人

そ

ろ

っ 

て

「
あ

、 

た

ろ

うL

「
こ

、つ
だ
ろ
、っ

し

と

話

の

品

評

会

を 

や

る

跆

ま
・

更

に

し

If
ら

く

し

て

、
議

者

仲

問

の

白
•

黑
•

黄
色
か 

市

の

商

工

会

議

派

会

類

に

紹

待

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

、
 

世 

拈

役

ハ

ら

「
登

会

だ

ガ

旗

妝

を

チ

ン

と

す

る

よ

う

にL 

と

の

達

し

を

う

け

、
上

衣

を

着

け

ネ

ク

タ

イ

を

し

て

出

外 

け

た

と

こ

ろ

、
 

日

本

人

以

外

は

誰

も

キ

チ

ンX
L

て
い
な 

い

・

何

片

も

の

、J

と

な

の
で

又

シ

マ

ッ

タ

ハ

な

と

思
っ
て 

い

る

と

、 

世

話

役

が

や

っ
て
来

て

「
ダ

カ

ラ

わ

ざ/
\
^
 

装

を

キ

チ

ン

と

し

な

く

て

も

よ

い

と

い

っ

た

匚
や
な
い
か
」 

こ

の

よ

う

に

し

て
、 

一
同
す

っ

ハ

り

会

話

へ

の

自

信

を 

失

っ

て

し

ま

っ

た

。X

五

人

よ

る

と

英

語

な

ど

爲
庭
々
々

そ

の

理

由

を

岡

く

で

あ

ろ
、フ•

又

た1

罔

か

さ

れ.
ム 

日

本

人

にH

、

こ

の

遏

り
考

え

さ

せ

る

も

の

を

、
 

意

味

し 

て

い

る•

そ

の

後

ニ

ュi
ヨ1
ク

大

学
(

シ
ラ
キ

厶1

ス)

の
ラ 

—

ソ

ン

数

枚

と

、

レ

ク

リ

エ

！

シ
ョ
ン
ぐ
商
名
な

ア
デ
ィ 

ロ

ン

ダ

ッ

ク

敗

亡

の

、
 

今

や

は

じ

ョ

ろ

う

と

す

る

秋

景

色 

を

ド

ラ

ィ

ブ

で

療

し

ん

で

い

た

と

き

、
又

ペ

ラ

つ

い

て

来 

た

の

る

、
 

先

手

を

と

っ

て

「
、
、
の
よ
、っ

な

天

気

を

ジ

ャ

パ 

ニ

—
ズ
•

ウ

'
ザI
と
い
う

の

だ

ろ

う

」

と

い

っ

た

と
こ 

ろ

、

「
そ

れ

は

悪

い

言*

だ

し

と

？

つ
返
す
を
も
ら
っ
た
・

三

英

会
/

も

耳

期

を-X
れ

ね

ば

、つ

ヨ

く

な

ら

な

い•

と
い 

、つ
の
：
6
U

の

笑

暗

観

<•
あ

る•

も

と

よ

り

大

勢

の

日

本

人 

の
中

に

ほ

、

先

天

的

に

会

語

感%

の

発

達

し

た

人

も

あ

ろ 

うM

、
普

通

は

実

社

会

に

出

て

十

耳

も

二

十x

も
会
話
の 

チ

ャ

ン

ス

を

も

た

な

い

人

に

、

す

ぐ

し

ゃ

べ

る

と

云

っ

て 

もX
体

が

無

理

な

話

で

あ

ろ

う•

勿

論

外

国

等

を

よ

む

こ 

と

は

し

ば

く

あ

り

、
声

に

出

す

こ

と

も

あ

る•
ベ

、
 

す
で 

に

そ

の

発

音

は

日

本

語

の

そ

れK
な

れ

・

お

い

そ

れ

と

は 

ア

メ

リ

カ

式

にM
わ

ら

な

い•

出

奏

前

にH
F

米

集

放

送

で

は

ス

ポ

ー

ツ

放

送

ペ

ビ

ら

し

く

て

、

日

本

芯

を

ペ

ラ

ベ

ラ

や

る•

士
の
方

は
し
ゃ

べ 

っ

て

み

る

と

、
た

し

か

に

流

調

で

あ

る• 

し

か

し

世

話

役

は

短

切

な

オ

ダ

ィ

さ

ん

で

、
少
し
で

も 

英

語

の

野

間

を

遏

く

し

よ

、っ
と
、
 

日

本

話

の

府

間

に
わ
り 

こ

ん

で

く

ゐ•

そ

、つ
な

る

と

英®•

を

も

て

万

つ

か

っ

て

み 

る

の

だ

か

、
中

に

は

「
英

語

の

や

っ

い

い

に

な

る

の
は
こ 

の

皿

ヶ

月

か

ど

り

で
,

後K
は

も

う

用

事

も

な

い

の
た
か 

ら

、
 

会

話

の
愚

技

11
し

な

い/

」

と
い
、つ
遅
旣
居
士
も
で 

て

き

て

、

、J

の
世

話

欲

か

ら

、

「
デ

ィ

ー

プ

・

ス

リ

—
バ 

I
L

と
い
、つ

あ

だ

名
を
も
ら

っ

てL
n

フ
た• 

ミ

ク

た

く

こ

の

言

葉

と

い

う

の

は

や

っ

か
い
で
あ

る
・ 

ア

メ

リ

カ

な

さ

ナ

バ

に

ミ

ル

ク

と

砂

糖

の
図

で

、
 

さ
っ
そ 

く

、

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム
の

お

い

し

い

の
を

発

覓

し•

僕
室 

で
チ

ョ

イ
'
^
-
^

注X
す

る

の

だM
•

ア

イ

ス•

テ

ィ1
 

(

来

呎

入

っ
た

レ

モ

ン

テ

ィ)

を

も

つx

と

ら

れ

る

の
か 

度

々

た

っ

た•

わ

れ

わ

れ

が

公

平

に

聞

い

て

い
て•

た
し 

か

に

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

と

い

っ

て

い

る

わ

け

た

が

、
 

そ
れ 

ベ

本

場

の
途

中

に

は

通

じ

な

い

わ

け

で

あ

る•
2

っ
と
も 

後

で

|1
用

の

と

と

も

な

く

通

じ

る

よ

う

に

な

っ

た

バ

、

こ 

の
よ
、ク

な

目に
！
？

チ

ョ

イ
'
'
-
-
^

あ

、フ•

グ

レ

ー

ブ
•

フ 

ル

ー

ツ

を

注

文

し

て

グ

レ

ー

プ•

ジ

ュ

ー

ス
を
も
っ
く
こ
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ら

れ

た

り

、
 

又

悪

を

注

文

し

て

魚

を

も

っ

エ

、.J

ら

れ

、
杜 

方

な

く

to
ら

ぬ

親

を

し

て

よ

べ

る

、
と
い
、っ
埸
合
べ
起
る 

の
で

あ

る•

又

寺

方

ベ

ニ

二

度

発

音

し

て

判

ら

ぬ

と

、
 

「
欲

に

S•
けI

と
い
、つ

の

た

べ

、
こ

の

よ

、っ

な

と

さ

「
わ 

ざ
^
-

芸

鸽

で

し

ゃ

べ

っ

て

や

っ

て

い

る

の

に

」X
思

、つ 

こ

と

が

あ

る•

こ

の

時

期

に

は

大

工

い

の

婦

人

が

美
し
く 

見

え

る

か

ら

、
不

尽

議

で

あ

る•

男

の

ダ

ミ

声

よ

り

も

女 

声

の

カ

バ

澄

ん

で

い

てM
3

よ

い

し
、 

し

か

も

オ

ベ

ア

さ 

ん

で

も

チ

ャ

ン

と

流

綱

な

英

為

を
し

や

べ

る
•

わ
れ
わ
れ 

の

で

き

な

いS
当

で

あ

っ

て

、
そ

れ

を

希

望

し

て

い

る

だ 

け

に

、

声

と

え

間

い

て

い

11
は

さ

れ

い

に

見

え

る
,

更
に 

こ

の

よ

う

な
声

を

聞

く

の

は

、-

'0
キ

ダ

ミ

声

の

半

ぱ

刊 

ら

ぬ

請

裏

を

明

か

さ

れ

た

後

な
の
だ

か

ら

、
そ

の

印

象4

 

a
と

し

お

の

わ

け

で

あ

る•

そ

の

後

次

第

に
美

'.
し
ゆ

う

や

根

キ

や

性

負a

て
わ
か
っ 

て

く

る

頃

こ

は

、
 

か

な

り

耳

も

な

れ

て3
て

い

る
わ
け
で 

あ

る

。
男

性

に

も

江

户

っ

耳

と

田

金

弁

が

あ

り

、

江
户
っ 

各

に

な

る

と

普

通

の

婦

人

よ

り

もM
さ

よ

い

人M
あ

る

、
 

と

い

う

よ

う

な

理

解

も

す

す

む

よ

う

に

な

る
•

他

の®r
人 

と

ニ

ヶ

月

利

れ

て

後

、

ワ

シ

ン

ト

ン

で

再

会

し7

と
き

、
 

い

っ

て

の

デ

ィ

ー

プ•

ス

リ1
ペ

ー

バ

、
共

珞

省

の

役
人

も

た

ず

に

、
ブ

ラ

ブ

ラ

出

入

り

す

る

人

か

多

い

。

も
っ
と 

も

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ1

ム
へ
で

る

と•

婦

人

バ

ト

ラ

ン

ク

を 

ぶ

ら

下

げ

た

り

、
 

ボ

ー

イ

が

手

荷

物5
:

手

押

し

し

て

い

る 

の

を

見

か

け

る

べ

、
 

何

れ

も

ト

ラ

ン

ク

は

大

理

の

も

のM 

多

い

・

又

一

結

に

山

へ-
二

三

日
*

行

に

出

か

け

る

と

い 

う

と

き

、

山

靴

をG

い

て

ラ

シx

地

の

山

脈

を

着

て

、
自 

動

車

で

迎

え

に

く

る

代•

そ

の

後

部

にH

・

大

型

ト
ラ
ン 

ク

を

果

せ

て

い
る
”

そ

の

目

方

！2

軽

く
• B

にH
自

広
- 

式

と

現

靴

をX
れ 

、

夕

方

ホ

テ

ル

で

一

風

名
あ
び
る
と
・ 

そ

れ

に

る

音

え

て

、
 

段

室

に

出

か

け

る, 

と

に

用

土

地

に

余

材

が

あ

る
よ

、つ
):
、
カ

ベ

ン

も

大

型 

の
余

裕

の

あ

る

の

を

杼

っ

人

が

多

い

よ

う

で

あ

る•

そ
の 

よ

う

な

土

世

柄

に

あ

わ

せ

る

と

い

う

意

味

も

あ

る

ペ

：

版 

行

中

日

一

時

的

に

も

せ

よ

荷

物

バ

特

々

ふ

え

る

か

ら•

は 

じ

め

か

ら

ゆ

と

り

を

見

て

大

型

fe
蚕

を

選

ん

だ

方

が

よ

い

、
 

と

の

结

論

だ

っ

た,

も

っ

と

も

南

米

や

中

求

ハ

ら3

て

、
 

一

気

も

1'
る

密
学 

生0
中

に

|1
、

タ

ン

ス

の

半

分

も

あ

る

よ

う

な

大

型

セ

も 

っ

て

い

る

の

が

い

る

。

列

車

の

駅

で
も
空
者

で

も

、

ロ
ッ 

カ

ー

と

云

っ

て

、
 

一
。
他

小

二

五

仙

を

入
れ
る
と

、
 

手
荷 

物

を

入

れ

て

そ

の

鍵t
x

れ

る

施

ベ

沢

山

な

ら

ん

で

お

り

、

に
英

語

で

注X

を

つ

け

て

い

た•

こ

れ

も

一

煙

の
ジ
ャ
ベ 

ニ

—
ズ
•

ウ

ェ

ザ
―

ハ

。

四

日

本S

の

瞄

間

にr

外

園

放

行

に
は

何

を

も
っ
て
来
た 

ら

よ

い

か

」

と
い
、っ

相

談

を

し

た

こ

と

バ

あ

る•

内
容
は 

概

ね

花

れ

た

が

、

大®

ト

ラ

ン

ク

と

ス

リ

ッ

ペ

、 

ボ1
ル 

ペ

ン

、

日
常
装

品

な

ど

が

い

る

、

と
い
う

話

内

出x

い
た, 

飛

行

機e
と

荷

物

に

側

限

バ

あ

る

た

め

、
 

ド

ラ

ン

ク

ま 

て

終

量

且

つ

小

里

の

も

の

に

し

や

す

く

、
私

も

そ

ろ
だ
っ 

た

。

し

か

し

旅

行

を

し

て

い

る

と

、
も

ら

っ

た

プ

リ

ン

ト 

超

バ

入

り

さ

ら

な

く

な

る•

そ

こ

で

右

肩

か

ら

日

航

カ
ベ 

ン

、

左

眉

か

ら

玉

真

梭

、
右

手

に

ト

ラ

ン

ク

、
 

左
手
に
風 

3
»

づ
つ
み
、

と
い
・
っ̂

ヨ

し

く

、
且
つ
余

裕

の
な
い
姿 

に

な

る

・

大

休

日

就

カ

ベ

ン

と

い

、つ
の
は

,'
飛

行

機

内

で 

は

便

利

で

あ
り
・ 

又
汽

車

な

ど

に

来

っ

て

い

て

も
、
 

日
本 

人

の

レ

ッ

テ

ル

を

示

し

て

い

る

わ

け

だ

か

ら

、

日

本

に

過 

去

又

は

単

在

多

少

と

も

線

の

あ

っ

た

人

違

が

話

か
け

る

キ 

ツ

カ

ケ

に

な

る

の

で

、 

よ

い

も

の

だ

が
、

荷

物

の

分

量

ど 

ふ

え

く

、

入

りAJ
ら

な

く

な

る

と

、

つ

く'

そ

の

か
さ 

い

の

か

な

げ

か

わ

し

く

な

る

。

と

こ

ろ

で

む

こ

、っ
で

は

、

列

車

内

で

も

ほ

と

ん

ど

何

も

時

々

そ

の

や

っ

い

い

に
な
る

と

と

べ

あ

る

が

、
余
り
大
型 

で

は

入

ら

な

い•

ミ

の

タ

ン

ス

の

二

分

の

一

を

肩

に

か

つ 

い
で
步

い

て

い

る

の

も•

あW
リ

よ

い

格

将

で

は

な

い• 

ス

リ

ッ

ペ

(d
な

く

て

も

済

む•

ホ

テ

ル

の

部

屋K U
 

リ

ッ

ペ

ベ

な

い

の

で

靴

で

歩

く

か

ら

裸

足

に

な

る

人

だ

べ
、
 

私

も

そ

れ

で

す

ユ

せ

た•

一
 

度H
日

本

の

ぞ
、つ
り
が
あ
る 

と
云•
っ
の
で
買

い

に

出

わ

け

た

バ

名

い

の

でJ
 L

た,

裸 

足

で

も

ジ

ュ1
タ

ン

が

さ

れ

い

な

ら

、

全

然

活

れ

な

い

英 

そ

れ

で

も

ス

リ

ッ

ペ

ロ

あ

っ

た

方

が

よ

い•

又

万
耳

糸

の 

イ

ン

キ

ベ

限

行

中

、 

滞

出

す

る

話

は
聞

い

て

い

た

が

、
ホ 

ノ
レ
ル 

へ
の
途

中

、<.
れ

を

確

認

し

た•

と
こ
ろ
で
ホ
ノ
ル 

ル
空
芯
着

午

後

七

暗

、

出

発

ほ

同

烫

十

一

で

手

も
ら
殿
さ 

た
な

の
で

・
手
紙
を

瑞
こ

・
っ
と

思
っ
た
べ

、

イ
ン
キ
バ
な 

い•

売

店

の

光3

に

教

え

ら

れ

て

、
 

イ

ン

キ

の

あ

る

場
所 

へ
行

っ

た

ら

、
そ

れ

,4
宿

初

検

査

所

だ

っ

た•

そ
れ
で
も 

類

ん

だ

ら

イ

ン

キ

断

を

賢

し

て

く

れ

た•

と
に
角
ボ
ー
ル 

ベ

ン

の

国

で

、
 

ホ

テ

ル

の

部

屋

に

も
イ

ン

キ

瓶

べ

な

く

、
 

万

頭¥

の
イ

ン

キ

は

ち

ょ

い

ち

よ

い

切

れ

る

の

で

、
 

後
で 

は

蔵

を

も

っ

て

歩

い
たM
 •

何
将

も

ボ

ー

ル

ペ

ン

を

用
意 

し

て

お

く

必

要

パ

あ

っ

た•

一

方

タ

オ

ル

、
 

抵

、
 

石

蔵

齋

はW

っ
た
く
と
云
っ
て

よ
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い

ほ

ど

い

ら

な

い•

洗

面

前

で

手

を

ハ

ン

カ

チ

で

ふ

い

た 

ら

「
此

処

に

タ

オ

ル

ベ

あ

る

よL

と
注

意

さ

れ

た
• 

わ

れ

わ

れ

か

日

密

ど

や

っ

か

い

に

な

る

花

は

、
 

ド

ラ

ツ 

ブ
•

ス

ト

ア

、

マ
ー
ケ

ッ

ト

、
カ

フ

ェ

、

カ

フ

ェ

テ
リ
ャ
・ 

な

ど

で

あ

る•

マ

—
ケ

ッ

ト

は

食

料

品

が

主

で

あ

る•

ド 

ラ >
 

グ
•

ス

ト

ア

日

日

用

雑

貨

の

店
で

、

サ
ン
ド
ウ
ィ
ン 

チ

な

ど

簡

単

な

食

事

も

で

き

る

、
写

真

の

フ

ィ

ル

ム

、
 

そ 

の

他

を

软

う

べ

、

一
、

エ
反
*

を

負

っ

た

こ

と

が

あ

る
• 

栗k

つ

い

て

は

出

発

の
際1
C 4
<

、

「
条

は

ア
メ
リ
カ 

K
も4

い

の

が

あ

る

か

ら

、
 

持

参
,

は

及

ぶ<

い
」

と

'® 

ハ

こ

れ

て

い

た

・

し

か

し

実

祭

に
は

、
 

そ

の

楠

松

が

君

く, 

且

つ

し

ッ

テ

ル

を

見

て

も

到

新

の

つ
へ

ぬ
代

物

バ

多

い

の 

で

、
参

る
こ

と

が

あ

る•

一

反

莱

の
阳

り

の

化

戦

品
売
期 

で

、
表

紙

の

絵

を

見

て

、
 

水

ポ

マ

ー

ド.
の
ら
も

り

で

買

っ 

工

曲

っ

た

と

こ

ろ

、M

け

て

み

た

ら

黒

色

の

プ

ン

と

臭

い 

次

体M
出

工

来

で'

チ

ト

次

で

あ

る

・

科

3,
を

出

し

て
魏 

炯

書

を

読

む

と

、 

も

ハ

エ
*

で

あ

る•

シ

マ

ッ

タ

と
思
っ 

た

か

、
こ

れ

も

神

の
根

理

た

と

思

い

、
 

項

に

つ

け

て

後

て 

み

た

が•

ビ

、つ
も

べ

ト

ベ

ト

し

て

に

お

い

バ

鼻

に

つ

く• 

つ

い

に

ホ

テ

ル

の

小

ダ

ン

ス

の
中

に
寄

対

し

て

しn

っ
た
・
 

食T

に
口

い

ろ

い

ろ

の

我

時

技

あ

る•

も

っ

と

も

涌M

な

の

バ

ト

ラ

ッ

グ

で

単

、
 

み

と

安

く

あ

かZ
,

オ1
 -

マ 

ッ

ト

と

云

う

の

11
大

都

会K
あ

る

パ

、 

ガ

ラ

ス

^8
に
簡
単 

な

料

理

がX

っ
て
わ

り

、
十

业

か

五

仙

制

貨

を

い
く
つ
か 

穴

に

入

れ

て

、

JR
り

出

せ

る

よ

う

に

な

っ

ェ

い

る•

カ
プ 

エ

テ

リ

ヤ

も

同

様

に

お

金

を

も

っ

て

セ

ル

フ
•

サ
|

ビ
ス 

だ

バ

、
 

料

理

の

前

に

給

仕

女

が

い

て

、

口
に
透
っ
て
く
れ 

る
•

カ

フ

ェ

、

コ

ン

テ

イ

ル

、
 

レ

ス

ト

ラ

ン

と
も
な

る

と

、
 

高

毅

で
給

付

タ

バ

料

理

を

持

参

す

る

が

、
 

そ

れ

だ

け

に

チ 

ッ

プ

も

い
る•

ど

こ

で

も

サl 
ビ

ス

は

密

孫

的

弋

、

面

例 

お

な

く

、
か
え

っ

て

気

身

が

よ

い•


